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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















この夜を越えていく。

早く未来に行かないと。


































　夢とは、星の輝かがやきを持つものだ。

　真っ暗くら闇やみのなかでちかちか瞬またたく、鮮せん烈れつな目印のよう。眺ながめているあいだはそのまばゆさに、ただ純じゆん粋すいに憧あこがれていられる。

　だけど、触ふれたいと願い、摑つかみ取って、現実に変わってしまえば。

　美しさは剝はがれ落ち、乾かわいた砂のような感かん触しよくだけが手に残る。

　それでもまた、夢は蘇よみがえる。色いろ褪あせても、何度だって不死鳥みたいに羽を広げ、鼓こ動どうを高鳴らせる。

　だから、今日も私は、星の輝きを頼たよりに、先の見えない未来のなかへ進んでいく。







　一章







　先代緋ひ宮みやの架か々が裏りさんが牢ろうを破り、佐さ基きさんも行方ゆくえ不明となってからのこと。

　緋ひ剣けんの座を要求する未み不ふ嶺ねさんを、私は必死に拒こばみ続けていた。

　彼は司し義ぎさんの命令を受け、剣けん士しとして帰き鼓こ廷ていに留とどまった。今日も今日とて仏ぶつ頂ちよう面づら一歩手前の不ふ機き嫌げん顔を作り、私のもとにやってくる。神巫かんなぎたちの牽けん制せいや制止など、歯し牙がにもかけず。

　なにせ彼は、いまをときめく帝みかどの異父兄弟だ。身分を明かして以来、帰鼓廷内でもその権けん威いを振ふりかざすことに躊躇ためらいない。

「陽女ひめ神がみの加護なき楽らく奪ばい月つきに、緋剣の座を空いたままにすると？」

　さらさらとした灰色の長い髪かみを肩かたから払はらうと、未不嶺さんはとびきりの冷たい微び笑しようを浮うかべ、そう言った。

「ごめんなさい未不嶺さん。あなたを指名できません。私の護ご剣けん士しは、胡こ汀ていや白雨さんに伊い織おりさん、朝あさ火ひさん。……それに佐基さんなんです」

「とがびとたる架々裏の脱だつ獄ごくに手を貸した愚ぐ劣れつな女を、再指名するというのか」

「誰だれだって、時々は間ま違ちがったりすること、あります。それを反省してですね、奮起するのが人間ってものです！　それにまだ、佐基さんが本当に架々裏さんの協力者とは限らないし」

「限る」

「限りません！」

　私たちは睨にらみ合った。ややして未不嶺さんは、司義さんに少し似ているその顔に神経質そうな表情を乗せ、小さく舌打ちした。

「強ごう情じような。胡う乱ろんなまれびと女神に、蒸む槻きのなにがわかるものか。いまだ神巫の信も得ていないというに」

「……な、なんといわれましても！　この楽奪い月も無事に乗り越こえてみせるし、佐基さんだって取り戻もどします」

「ほう。叶かなう見込みのない愚おろかな誓ちかいばかりだが、いいだろう。どうせすぐに挫ざ折せつする。そのときは我が君のために、神族たる私がおまえごときの剣けんとなる」

「おまえごとき……、最近、暴君遭そう遇ぐう率が高…」

「無能な小こ娘むすめの僕しもべとなるとはな。おまえにとっては栄えい誉よだろうが、私には不ふ名めい誉よであるばかり」

　見下すことに余念のない未不嶺さんを前にして、私はほんっと、心に火花が生じるくらい強く決意した。諦あきらめない、挫くじけない。大好きな人たちがいる故郷に背を向けてこの国を選んだ。叶えたいことや償つぐないたいことが両手にたくさんある。ひとつたりとも、手放さない。

　加えて今、新たな望みもできた。

「見れば見るほど陳ちん腐ぷな護ご女じよだ。これが国の守り手とは、神々の気が知れない」

「……」

　ワガママ王子気質な未み不ふ嶺ねさん、全力で泣かせてみせる！
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　一種を除き、あらゆる花が枯かれるという『楽らく奪ばい月つき』が到とう来らいした。

　私は今、仇きゆう敵てきと化した未不嶺さんとの攻こう防ぼうの末、はからずもかくれんぼ状態にあった。

　空飛ぶ椰や真まちゃんと一いつ緒しよに逃にげ込んだ場所は、都の四分の一以上を占しめる帰き鼓こ廷ていに設けられた、第一薬園。中央区画に建つ竜りゆう宮ぐう城じよう的外観の、大だい神しん殿でんの左手にあり、規模は四百平米ほどだろうか。聖色を表す黄の柵さくで囲われた正方形の栽さい培ばい地には、緋宮を象しよう徴ちようする神しん花かが所ところ狭せましと植えられている。

　そこには二人の若い神巫かんなぎがいて、ちょうど手入れの真っ最中だった。挨あい拶さつしようと思った矢先、二人が深く溜ため息いきをついたので、私はとっさに水をためている大おお壺つぼの陰かげへ回り、身を隠かくした。

「咲さかぬか」

「咲かぬな」

　……さ、咲かぬのです。神花。

　私は項うな垂だれ、膝ひざを抱かかえた。背はい後ご霊れいよろしく背中にはりついている椰や真まちゃんが、きょとりと、頭の上からさかさに顔を覗のぞき込んできた。

　椰真ちゃん椰真ちゃん、長い髪や首くび飾かざりが私の頭に垂れているから。

「楽奪いの月が訪おとずれたというのに、神花はいまも蕾つぼみのままか。新しん暦れきは波乱に塗まみれていること」

「地の柱はしら神がみは、儀ぎにて緋宮を認められたはずではなかったか？」

「しかし、関所や集落の祠ほこらに届けられた種も、まだ芽を出していないと聞く。曲きよくを抱える貴人がな、集落の長おさどもから耕こう土ど蘇そ生せいの儀を帰鼓廷に頼たのんでくれ、などと嘆たん願がんされたというな。神花の恩おん恵けいなくば、いずれ田畑は小さき守り神たちからも見放される」

「やはり、こたびの緋宮はまれびと女神ゆえ、異界となる我らが地では神しん威いが陰るのだ」

　暗あん鬱うつ色たっぷりの神巫たちの会話を耳にして、私はもっと落ち込んだ。

　彼女たちはさっきよりも重い溜息を落としたのち、無言で薬園を去って行く。

　私は大壺の裏から這はい出ると、薬園の田にわんさか並ぶ神花の蕾を恨うらめしい思いで見つめた。一応、芽が出て順調に茎くきを伸のばしていたのに、あるときぴたっと生長をとめてしまった。

「私の神花ってば、茎も葉っぱもなんで黒々しいの。やばくないですかコレ。それにひょろいし、弱小っぽいし。や、やだこの全体に漂ただよう落第生っぷり、私本人と酷こく似じしすぎる」

　新暦の序じよ盤ばんにして、決意がばきっと叩たたき折られそうなムゴイ現実に、私は苦く悶もんしまくった。咲くんだ、咲いてください、ぜひぜひ、神花様。

「いつくし女神、そう神花の茎を力任せに揺ゆらさぬほうが……」

「椰や真まちゃん、いいこと考えた。いっそ一本一本、手でぶちっと蕾を開いちゃおう。そうだ、そうしよう」

「知ち夏か、知夏、はやまるな。ならぬ」

　慌あわてる椰真ちゃんの制止を振り切り、手近なところに咲いていた神花の蕾をきゅっと鷲わし摑づかみしたときだった。

「この狼ろう藉ぜき者が。貴たつとき神花になにをする気だ」

　手のなかの蕾のように、私の頭も背後から、がしっと誰かに摑まれた。

「いたっ、痛たた、私悪くないんですよ、全然咲こうとしない天あまの邪じや鬼くな神花が悪いんで……あっ、白雨さん！」

　責任転てん嫁かしつつ振り向くと、紅くれないの剣士服に身を包んだ白雨さんが片手を腰こしに当て、「コラッ、花をむしるな」という説教顔で立っていた。元遊女で現緋剣、というこの世界じゃ例のない肩かた書がきを持つ白雨さんは、女性らしさを取っ払ぱらったハードな武人的雰ふん囲い気きをまとっている。

　もしかして、ちょっと胡こ汀ていを意識している？　両の目め尻じりに水色の刺青いれずみを施ほどこすようになった。

「なんだ、まぬけ緋宮。変な顔で見るな」

　美女というより美青年方向へ加速している白雨さんに見み蕩とれていると、あからさまに顔をしかめられた。

「ご、ごめんなさい。疾やましい気持ちで見ていたんじゃないんです、ただちょっとエロ親父おやじ的心理というかですね、その美しさを解かい剖ぼうレベルで頭と心に焼き付けたいだけなんです」

「いちいち奇き怪かいな言い方をするな、ばか！」

　罵ののしりながらも羞しゆう恥ちを映して桜の花みたいに淡あわく色づく頰ほおが、よいですなあ、たまりませんなあ、思いがけぬ清せい楚そさで！

「この私が護衛をしてやっているというのに、目を盗ぬすんで逃げ回るとは何様のつもりなんだ」

「や、あのう、白雨さんから逃とう亡ぼうしたかったんじゃなくて、未み不ふ嶺ねさんの『緋剣にしろ』という脅きよう迫はくが」

「うるさい！　まことに阿あ呆ほ鳥どりなのか。私までもが、よもやかけずり回るはめになるとは。いったい、なんのための護剣士だと思っている。大体、おまえは帰き鼓こ廷ていの主あるじだろうに。未不嶺などという愚かな男、相手にせねばいいものを！」

「帝さんの異父兄弟だから、そうそうシカトは……」

「黙だまれ。とっとと命じればいいのだ、斬きれと！　そうすれば二度と煩わずらわされることもない」

「そっ、それはダメッ」

　相変わらずの男おとこ嫌ぎらい炸さく裂れつな発言をすると、私の華か麗れいな過激護剣士様は、物ぶつ騒そうきわまりない目をして腰の剣に手を伸ばした。私は未不嶺さんの明るい未来を守るべく白雨さんの腕うでに飛びつき、抹まつ殺さつの意思とともにすらっと引き抜ぬかれた剣を、無理やり鞘さやに戻させた。

　白雨さん、すごく残念そうに私を見下ろしているんですが。

　私だって噓うそ偽いつわりない本心を明かせば、ワガママ王子の未み不ふ嶺ねさんをどうにか遠ざけたいっていう気持ちでいっぱいだ。

　でも帰き鼓こ廷てい代表者の緋ひ宮みやという立場上、感情迸ほとばしるままに拒きよ否ひすることは難しい。

「あの未不嶺という男、図ずう々ずうしくも比ひ鼓この内に潜もぐりこみ、剣けん士しとして残るなど……」

　への字口で不満をこぼす白雨さんと一緒に、薬園を出る。

　柵さく門もんをくぐり、狭せまい道を数歩進んだときだ。白雨さんが左耳の上あたりでひとつにくくった髪かみの先をいじりながら、言いにくそうにこんなことを聞いてきた。

「先ほど、九く支しが、私にも態度を改めよと。高こう慢まんにすぎると。緋宮にも、不忠と映るか？」

　私はびっくりした。個人的にはまったく気にならないし、罵られて嬉うれしくもあるこの頃ごろだ。だけど、緋宮としてはどうなのか。命の恩人の胡こ汀ていは、私に対する気安い態度が原因で誤解され、少し遠ざけられる結果になってしまった。でもそれは、私の未熟さが招いた事態だ。

「偉えらい人たちの前では気をつけて、二人きりでいるときとかはいつもの感じに……」

　悩なやみ悩み提案したら、白雨さんは安あん堵どを隠して小さくうなずいた。

　私の視線に気づくと、怒おこったそぶりでそっぽを向く。白雨さんは基本、扱あつかい要注意ってなほど気位が高いけれど、不意打ちのように純じゆん粋すいさを見せてくれて、かわいい。

「ところで、九支さんと会っていたんですか？」

　私を捜さがす途と中ちゆうで会い、忠告を受けたってことなのかな。

「ああ、そうだった。九支も緋宮を捜していた。見つけ次し第だい、『ひの間』に来るようにと」

「ひのま？」

「案内する。こちらへ」

　白雨さんのあとに続こうとした瞬しゆん間かん、ふと全身に、軽い電流のようなものが走り、私はふらついた。

　近くをよぎったトンボに気を取られ、捕つかまえようとしていた椰や真まちゃんが、びっくりした様子で私のもとに戻ってくる。

「緋宮!?」

「……あっ、あれ？　大だい丈じよう夫ぶです、ちょっとめまいっていうか、よろめいただけで」

「ごまかすな！」

「はいっすみません！」

「不調なのか？　いつからだ？　歩けぬほどか？」

「えっ、あ、あのですね、ほんと平気です、軽くたちくらみしただけだから」

　白雨さんは表情を引き締しめて、私の手を取った。高価な宝石に触ふれるみたいに恭うやうやしく、緊きん張ちよう感かんが滲にじんでいた。そのまま手を引かれ、恐おそる恐る歩く。

　良好な関係と言えずとも、一応は緋宮と認められたためだろう。柵門沿いの細い道ですれ違ちがった神巫かんなぎたちが、私に対し、礼の型を取った。両手を後ろに回して、丁てい寧ねいに頭を下げるというポーズだ。私もわたわたと頭を下げたら、彼らが去ったあとで白雨さんに厳しく注意された。

「女め神がみの末まつ裔えいが人にぬかずいてどうする。それに。宮の外を歩くときは、色しき笠がさをかぶって必ず顔を隠せ。宮の内でも、目下の者と接するときは、扇おうぎを持つ習慣をきちんと身に備えねば」

　邪じや魔まなので、布を垂らした『色笠』はなるべく使いたくない。

「だめ。ほら、この布をかわりに使え」

　ショールに似た透すけ系の布を緩ゆるく頭にまかれてしまった。

　布の具合を確かめ、私はふうっと吐と息いきを落として遠くに視線を投げた。

　蒸む槻きに来て、早数ヶ月。木もく蓮れんのような樹木が並ぶ道をもって、ほぼ碁ご盤ばん状に区画整備されている帰き鼓こ廷ていの地理にも、さすがに詳くわしくなってきた。中央にでんとそびえる大だい神しん殿でんの区域は一番広く、内部はさらに細かくブロック分けされている。

　真ん中に大神殿、左右に薬園、後方に離り宮きゆう、前方に聖堂区画、小儀ぎ式しき場、神巫のお仕事場などだ。そして帰鼓廷全体には、『井』の形に水路が渡わたっている。就任儀式のとき、祭さい道どうの脇わきに流れていたものだ。中心となる四角の部分を、歩いたってことらしい。

　物思いに耽ふける暇ひまもなく、『ひの間』に辿たどり着いてしまった。というのも、そこは薬園の右側に建つ大神殿の一室にあったからだ。

「緋宮。来られたか」

　ひの間の手前で、祇ぎ官かん長ちようの九く支しさんが直々に出で迎むかえてくれた。胡こ汀ていに伊織さん、朝火さんと、護剣士も勢せい揃ぞろい。私はやや放心して、彼らを眺ながめ回した。護剣士全員、揃そろいの衣い装しようを着込み、華はなやかだ。椰や真まちゃんがちょっと羨うらやましそうにしているから、今度着させてあげよう。

「ふむ。聖衣もさまになってきたか？」

　九支さんは手にしていた扇を口くち許もとに置き、私の全身をしげしげと眺めた。私は「は、はあ」と怖おじ気づきつつうなずいた。儀式のときほどではないけれど、普ふ段だん着ぎとなる緋宮衣装もかなり豪ごう華かだ。高位の天てん女によ風衣装。妖よう精せいの羽根みたいに裾すそも帯もひらひら。

「九支さんが私の衣を用意してくださったって、宮の神かみ女めさんに聞きました。かわいいです、私嬉しい」

「緋宮はかつての女神らと比べ、図抜けて薄うすぼんやりとした顔立ちゆえ、あでやかな色合いでは負けてしまう。こう、春の小花のような重ねがよろしい」

「わぁ……、次々と暴君様が増加中…」

　胡汀や白雨さんに「態度を改めなさい」って警告した当人とはとても思えぬ傍ぼう若じやく無ぶ人じんっぷりなんですが。

「顔がん貌ぼうの美び醜しゆうと神しん気きは関係ない。どのような衣ころもであっても緋宮の輝かがやきは衰おとろえぬ」「所しよ詮せんは人の美など皮一枚のものだ」「……暴君…」「緋宮に容姿の美しさなどいっさい求めていない」と、伊織さん、朝火さん、胡汀、白雨さんの順で口々に私を慰なぐさめてくれたけれど、や……、大丈夫。たとえ返り討うちな感じであっても、気持ちだけは嬉しいから。

「女神と剣けんを繫つなぐ儀とは、まったく興味深いことよ。先代のときもそうであったな。契ちぎりの儀の後には、恐ろしき激しさで剣たちが女神に傾けい倒とうしたものだ。見境なく、狂きよう気きのように慕したう」

　九く支しさんは感かん嘆たんと苦く笑しようのまざる表情を浮うかべ、羽根のついた扇の先で私の頰をするすると撫なでた。その仕草が癇かんに障さわったらしい。胡こ汀ていと伊織さんが即そく座ざに私を九支さんから遠ざけ、白雨さんが扇を払はらい、朝火さんが氷の微笑ほほえみで前に立つ。
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「わかった、わかった。おまえたちを侮ぶ辱じよくしたのではない。さあ、戯ざれ言ごとのために我らが女神をお呼びしたのではないよ。ぜひとも知っていただきたいことがある」

　九支さんが軽く剣士たちをいなし、ひの間の扉とびらに手をかけた。聖鳥を模した欄らん間ま部分の透かし彫ぼりが見事な、真っ黒い両開きの扉には、白の二重丸が描えがかれている。

「……蠟ろう燭そくの間？」

　内部を覗のぞき見て、私は驚おどろいた。窓はない。壁かべには、黄と緑の二色をもって様々な花の絵が刻まれている。たぶん五十畳じよう以上あるだろう広間には、目を見張るほどの数の赤い蠟燭で、魔ま法ほう陣じんらしきものがどんと大きく作られていた。

「ご覧あれ、緋宮。これら蠟燭の火はな、蒸む槻きにおわす神々の、いわばかたしろだ」

「かたしろ……？　神様が、蒸槻にはこんなにたくさんいるってこと？　あの、前の儀式でお会いした、土つち老ろう人じんさんとかのことですか？」

「土老人は、地の神々の長おさであり、蒸む槻きの柱はしら神がみに数えられる。この地と結びつきが強いゆえ、我らを見捨てることはないだろうが……すべての神が思し慮りよ深ぶかいとは言いがたい」

　九く支しさんは、敷しき居いのところで立ち尽つくしていた私を引き寄せると、陣じんを描く蠟燭に目を向けた。

「蒸槻には大から小から数多あまたに神がおられる。ひの間とは、この神殿で守られているなかでもとくに重要な場と言えような。善き神々の去来を知る場ゆえ。だが、ほら。あそこを」

　九支さんの指差す方向を見る。

「あっ？　火、消えた？」

「神がお一人、去られたのだ」

　九支さんの深刻な声に、私は振ふり向いた。

「よいかね、緋宮。楽らく奪ばい月つきとは、滸こ楽らくの祖となる大おお犬いぬの怨うらみが地を覆おおう呪のろいの季だ。天てん祖そ陽女ひめ神がみの加護が失われ、蒸槻におわす善き神々までも騒さわがれる。高まる邪じや気きに惑まどわされ、自身も荒あら神がみと果てるかと。ゆえに地を去りたがる。それをお引き止めし、宥なだめるのが、緋宮だ」

「わ、私？」

「本来ならばこの、ひの間にて、ざわめく神の子こ守もりの儀を行うのだが。あなたはまれびと女神よな」

　暗雲を引き連れた憂ゆう鬱うつな声こわ音ねに、心臓が痛くなってきた。

「就任の儀を終え、この楽奪い月が訪おとずれてから、不調が多くあられるのでは？」

　そういえば、さっきも身体からだがびりびりして、めまいが起きた。

「異界よりお越こしのためであろうか、それともほかに理由があるのか。見たところ、緋宮の気配と蒸槻の地が、どうもうまく調和を果たしておらぬようだ。時が経たてば次第に馴な染じみもするだろうが、今、その不安定な神じん力りよくでは神々をお引き止めするのは難しい」

「え……」

「それに、咲さかぬ神しん花かも悩なやみの種」

　私は身を強こわ張ばらせ、両手できつく自分の衣を握にぎり締めた。

「神花は、ただ緋ひ宮みやの象しよう徴ちよう花というだけではない。この季、圧あつ倒とう的に弱まる蒸槻の界を破ろうと国の外に巣を持つ滸楽や悪あつ鬼きが暴れ出す。悪あしき異形の侵しん入にゆうを阻はばむため、緋ひ剣けんは要かなめとなる関所の番をするのだ。そこに『神しん門もん』があるゆえな」

「神門ですか？」

「国と国を行き来する旅神がお通りなさる、高き門。大きな神や精せい霊れいの主あるじ様方は、基本として、こちらからお越しになる。なればこそ、悪鬼たちが狙ねらうのだ。善き神々や精霊に取り憑つき、門をくぐって蒸槻に忍しのび込もうとな。一度、渡ることに成功すれば、その後も自由に行き来が可能となってしまう」

　あ……、前にも、これと似た台詞せりふを聞いたことがある。確か遠とお凪なぎさんが言っていたような。

「取り憑く以外にも、神そのものを食くらって、力を得ようとする悪鬼とているだろう。また、邪気に負けて退化した荒神たちを制するのも緋剣の役目。火か々かの季節は、数多の邪じや念ねんが渦うずをまく。澱おりの衣をまとう陰いんの存在どもが集結するのだよ」

　胸につかえるくらい、責任の重さを感じてしまった。

「緋宮の神花はな、神門の番をする緋剣らを支えるのだ。霊れい力りよくを高めてやってな」

　大地を守護する花っていうのは知っていたけれど、あらためて聞くと本当に重要な意味があるってわかる。

「それ以上にだ。一いつ斉せいに草花が死に絶えて枯こ渇かつする地を、ひとえに守護する花でもある。咲かねばならぬものだったのだ。このままでは蒸む槻きの田園、すべてが枯かれる」

「え!?　田園まで枯れる？」

　ちょっと待って。神花は、単純に霊れい的てき意味合いで大地を守護するってだけじゃないの？　肥料的に、田畑を守るという役目もあるの？

「……今って秋の手前で、収しゆう穫かく期きですよね？」

「さよう。ここで実りが得られず土ど壌じようも蘇よみがえりが叶かなわなくば、民たみは皆みな、困こん窮きゆうに喘あえぐことになる」

　そこまで重要な役割があるとは思わず、私は青ざめた。そんな大事な神花が、蕾つぼみのまま。

「それも、私と蒸槻がまだ馴染んでいないから……？」

「おそらくは。調和を果たしておらぬところに楽らく奪ばい月つきが始まり、ますます安定を欠いたようだな。身にはっきりと不調があらわれるほどとなれば──神花が目覚めずとも仕方がない」

「なにか、方法は」

「神花の恩おん恵けいを得られぬのなら、なおさら善き神々を食い止めねば。各地の守り神ゆえ、多少は枯渇をとめる力になろう」

　でも、私の状態が不安定なせいでその、神様の子守りとなる儀ぎ式しきができないんだよね？

　どうしよう！　無理やり儀式を行っても効果はないの？

「どうなさる、緋宮」

　九く支しさんが静かな口調で私に問いかけた。

　からかう声でも、詰なじる声でもない。私を国の守護者たる緋宮と認め、尋たずねている。

　心臓の位置に握った拳こぶしを押しつけ、私は自分を叱しかった。おろおろしてちゃダメじゃないか。傷つけた人を捜さがし、償つぐなうためにここに残った。彼女が安心して戻もどって来られるようにするためにも、緋宮の役目を果たしたい。

「神力で引き止められないなら……、力ちから業わざで、とどめます！」

「なに？」

「私、直接神様たちのもとに行って、説得してくる！　緋剣たちは、これから関門に行くんですよね。私も一いつ緒しよに神門前で番をします。神様たちが蒸槻を去らないように」

「なんと……神々と対話なさると。正気であられるか？」

　九支さんが、異界の言葉を聞いたというぽかん顔をした。緋剣たちも、目を剝むいて私を見る。

「ばか緋宮！　知人の屋や敷しきを訪ねるのとはわけが違ちがうのだぞ」

「不調なのでしょう。そのようなときに安全な帰き鼓こ廷ていを出るなど、いけません」

　白雨さんと伊織さんが同時に猛もう反はん対たいの姿勢を見せた。この二人は一見、水と油のようなのに、根本の真面まじ目めさや心配性しようなところがよく似ている。

　ねー椰や真まちゃん、と同意を求めて私は後ろ側に視線を流した。私の両りよう肩かたにちょこりと手を乗せ、背中にはりついている椰真ちゃんが、不思議そうに大きく首を傾かしげた。

「……いいのではないか？」

　くくく、と笑い悶もだえながら朝火さんが私の宣言を支持した。温和そうなのは外見だけで、中身は正反対の武ぶ闘とう派は。なよなよしいのは大だい嫌きらい、猟りよう奇き的お仕置きも辞さない。屈くつする相手は冷れい酷こく女王様系の緋宮だけ、っていうマゾとサドの属性を両方兼かね備えちゃっている複雑な人だ。

「突とつ飛ぴというよりもはや珍ちん奇きの域だが……、まれびとならではの発想か。この蒸む槻きにおわす神々を知るためにも案外、自ら赴おもむく、というのは悪い手ではないかもな」

　胡こ汀ていまでも少しおかしそうに、賛成してくれた。さすが暴君様。朝火さんと気が合う。

「なにを言う！」

「緋宮の安全こそが第一だろうが」

　白雨さんと伊織さんが、嚙かみつきそうな勢いで胡汀たちに反論した。私は慌あわてて、「大だい丈じよう夫ぶ、危険な真似まねはしない」と白雨さんたちの手を引いたのだけれども、ぎっ、とのこぎりにも勝まさるとげとげしい目で睨にらまれてしまう。

「女め神がみの安全をお守りするのが、我ら護ご剣けん士しのつとめだろうに！」

「馴なれ合いばかりを求めているようだがな、帰鼓廷は今、遊女を囲う余よ裕ゆうはない」

「……なんだと？」

　朝火さんの挑ちよう発はつに、白雨さんは顔から全部の表情を削そぎ落とした。

「朝火さん、そういう言い方、だめです！」

　亀き裂れつの数がますます増えそうな口論をやめさせたくて、私は朝火さんの腕うでにしがみついた。ところが、二人とも臨戦態勢に入り、私そっちのけで睨み合う。

「都合のよい傀かい儡らいを求める馬ば鹿か男だとて、囲う余地などないのでは？」

「ほう、それは俺のことか？」

「これはこれは。ご自覚がおありのようだ。褒ほめてほしいか？」

「俺が、緋宮を『緋宮』としてしか認めぬから不満なのだろう？　人となりをないがしろにしているとな。これだから女は幼よう稚ちというのだ、なんにつけても甘ったるい私情を挟はさむ！」

　朝火さんが嘲あざ笑わらった。お願い、もう誰だれかこの人、殴なぐってでもいいからとめて。いっそ私が、やっちゃうか！

「これだから男とは下等だと！　身分も力もまずは人あってのものだろうが。冠かんばかりを見てなんになる！」

「言い訳ばかりが先に立つな、おまえ。知っているか、己おのれに自信がない者ほど、他者に対してより攻こう撃げき的になるぞ」

　九く支しさんがわずらわしげな顔をして、私に「なんとかせい」という無言の圧力をかけてきた。

　私は頭を抱かかえたくなった。問題山積み。護剣士の仲の悪さも、相当に深刻だ。

　比ひ較かく的てき安心して見ていられるのは、胡こ汀ていと伊織さん、あるいは胡汀と朝火さんの組み合わせ。以前は犬けん猿えんの仲だった伊織さんと白雨さんは嫌いや々いやながらも努力中。その他ほかのカードは、全ぜん滅めつというくらい最悪だった。

「……ここで揉もめてどうする？　じゃれ合いならば外でやれ」

「胡汀、おまえに言われたくない。緋宮の寵ちように慢まん心しんして、自ら揉め事の火種となったくせに」

「いい加減にその口をどうにかしろ」

　今度は胡汀と白雨さんが睨み合う。たった四人だけなのに、こうまで感情が入りくむなんて。

「口論ダメです！　私、行きます。あの、一人でじゃなくて皆さんと一緒にですね」

「緋宮！」

「とんまめ！」

　伊織さんと白雨さんが息ぴったりに叫さけび、私に凶きよう暴ぼうな目を向ける。ま、負けませんよ!?

「一人だったらきっと、逃にげることばかり考えたと思います。でも、どこに行こうとも皆さんがそばにいてくれるなら、私、安心です」

　四人の仲は、ちぐはぐだ。でも一人一人を見れば、その力や気持ちを信じることができる。

　だから、四人がお互たがいのことを理解し、協力できるような関係になれればもっといい。……まだ、朝火さんは少しだけ怖こわいけれども。

「緋ひ宮みやが火か々かの月に帰き鼓こ廷ていを出るなど、例のないことなのだが」

　扇おうぎを開いたり閉じたりしている九支さんに、戸と惑まどいの顔で見られた。

「そこはそれ、私ってば、まれびと女神ですから」

　今まではひたすら怯おびえるだけだった『まれびと』という言葉を、あえて誇ほこらしいことのように胸をはって言ったら、ふっと笑われた。

「さような。確かにあなたこそが、そも、異例よな。なるほど、では常通りにいかぬも当然のことか。よい、ゆかれよ。ただし、長くは帰鼓廷を空けてはなりませぬ」

「はい！」

　やった！　飛び跳はねたい気持ちで大きくうなずいたときだ。白雨さんが鬱うつ血けつしそうなくらいの強さで私の腕を摑つかみ、九支さんに陰いんのこもる苛いらついた目を向けた。

「神しん殿でんの長おさが短たん慮りよにも、緋宮を危険にさらす許可を与あたえるのか！」

「白雨。我ら神巫かんなぎが緋宮にかしずくのは、地をお守りしてくださる貴たつとき方ゆえだ。なればどうして我ら、女神の意志と願いを遮さえぎれようか。前例の有う無むなど知ったことではない。女神の歩みで凶きよう兆ちようを薙なぎ払はらえるのであれば、私は喜んで支持をしよう」

「では、力なければ見捨てると？」

「当然だ」

　白雨さんの皮肉たっぷりな怒いかりの表情にひるむことなく、九く支しさんは即そく答とうした。

「守られるばかりの護ご女じよなど、いらぬ」

　白雨さんと伊織さんが血相を変えた。

「よくもそのような……っ。緋宮の身になにかあった場合、どう責を負うと！」

「ならば、無力な護女を我ら帰き鼓こ廷てい一丸となって大事に大事にお抱えし、国の滅ほろぶさまをぼんやり眺ながめていろと？　それでは本ほん末まつ転てん倒とうではないか。はき違えてはならぬ、この娘むすめは帰鼓廷の飾かざり物ではない。国を守護する女神の末まつ裔えいなのだ」

　九支さんは音を立てて扇を閉じると、私たち全員を圧するようにゆっくり見回し、抑よく揚ようのない声で言った。

「緋宮だけでなく、緋ひ剣けんにも荒あら療りよう治じが必要のようだ。おまえたちはまったく、生まれたての獣けものの子より始末が悪い。道理もなにも知らず、おのればかりを見ている。その狭きよう小しような心は、目に余る。今一度、緋宮とともに、しっかりと蒸む槻きを歩め。危機のときにこそ学ぶことは多かろう。また、念を入れて、あとから関所に剣士たちを多く向かわせる」

　九支さんは反論を許さぬ厳しい顔つきで、私を見下ろした。

「緋宮。地を救い、人を見よ。それがあなたのお役目だ」

「は、はいっ」

　声が少し裏返ってしまったけれど、私は全身に意志を漲みなぎらせ、迷いなく答えた。

　九支さんは眼まな差ざしを和やわらげて微笑ほほえんだ。
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　突つき放すような物言いをしつつも、九支さんはどうやらかなりの世話焼きみたいだった。

　思い立ったら即そく行動、とすぐさま神様説得作戦に出で掛かけようとした私を止め、せっせと旅の準備をしてくれる。緋剣たちのほうも、帰鼓廷に残留する部下の人たちにまだ、不在期間中の指揮権の引き継つぎなどを終えていないとのことだ。

　それに、神しん門もんは複数あるから、まずどこへ向かうべきか打ち合わせも必要だって。

　そのため、出発は二日後となった。

　眠ねむ気けの残る早朝、仕し度たくが終わったから神殿に来い、と九支さんの使いの人に呼び出される。

　これがまた、荷車五台に山盛りというくらいの大量の荷物で、私と護剣士、絶句。「いやいや、ムリムリ。こんなに持ってけない」と荷物を一台分にまで減らしたら、むかっとされ、扇で頭を軽くはたかれた。あのう、私って帰鼓廷で一番偉えらい緋宮……まあいいか。

　八人ほどの剣士も私たちと同行するので、荷物は小分けにして彼らの司し狼ろうに乗せてもらう。

　私には豪ごう奢しやな輿こしが用意されたんだけれど、これだと機動力が落ちる。だから、緋剣のなかで司狼の扱あつかいが一番上手な朝火さんと相乗りさせてもらった。

「蒸む槻きに関所は十五か所あるのですが、神門の立つところは三か所ですね。陽よう都とから最も近いのは、典てん田でん山ざんの麓ふもとにある夕ゆう秘ひ関門です。まず、そちらへ行きましょう」

　私の後ろに乗った朝火さんが遠くの山を指差し、そう言った。

　典田山。おー、聞いたことがある。胡こ汀ていの知り合いの呪じゆ弦げん師しがいる山だったはず。

　ゆうひかんもん、っていうのは関所の名前のことだろう。あの忘れられない墨すみ伏ぶし関門とは逆側の麓に設けられているらしい。

「夕秘関門に到とう着ちやく後、状じよう況きようを見て我ら護剣士は他の神門へと分散します。神しん花かの問題は別として。今のところ、神門付近の曲きよくからは、けだもの被害などの急を要する報しらせはあがってきていないが……楽観はできませんので」

　司狼の背中の毛を撫なでながら振ふり向くと、朝火さんが親しみのある微び笑しようを見せた。

　彼は私の身を包み込むようにして手た綱づなを握にぎっている状態だ。

「神門ありし三か所を、教えて差し上げよう。まず、これが都」

「えっ、あの」

　大きな長い指が手綱を離はなれ、私の手のひらに模様を描かく。歪いびつな台形。その台形内の上部、左側を、ちょんとつつく。

「これが帰き鼓こ廷てい。その隣となりが帝みかどたちの一画で」

「そ、そうですか」

「その下部がすべて、貴人や市いちなどの地となりますね。神門の関所は都の外にあるから……ここと、ここと、ここに」

　都から下がった西、南西、東南東あたりを指で示された。手首の付近で、くすぐったい。

「我らは今、この、西にある夕秘関門にいくところ。理解されたか？」

　耳元で優やさしく囁ささやかれ、額が汗あせばんだ。

　この人は、私が『緋宮』としての意識を持ち、積極的に行動したときには、傍はた目めにもわかるほど甲か斐い甲が斐いしく協力してくれる。『緋宮』にだけは誰だれより一いち途ずで純真だ。

「関門までは、十の日ほど要するかもしれませんがね」

　私はうなずき、興味深く周囲を観察した。帰鼓廷の大門を出れば、左手側にも巨きよ大だいな一画を囲う二重の高たか塀べいが見える。朝火さんが今し方教えてくれた帝さんの支配地だ。

「帰鼓廷と、そして帝が支配する廷、この二大領地は陽都の半分以上を占しめているんですよ。都のなかに、さらに二つの都があるようなものだ。だから、市の『あきなし』たちは決まった日に直接、廷を訪おとずれ、品を広げることも」

「あきなし……商人のことですよね？　へえ、帰鼓廷にも来るんだ」

　帰き鼓こ廷ていを離れ、物もの見み櫓やぐらなどのある広い空間を抜ぬけて、西側へ進む。

　国の中ちゆう枢すうとなる陽都の内も帰鼓廷同様、区画と区画を繫つなぐ太い道が設けられている。

「って、道も、身分で決まっているんですか！」

　これまでは輿だったり椰や真まちゃんの空中移動だったり心情的に切せつ羽ぱ詰つまっていたりして、陽都内をしっかり観察する余よ裕ゆうはゼロだった。だから、どんな賑にぎわいが見られるんだろうとどきどきしていたのに、まさかの静けさ。私たちが通る道に人の姿はない。赤土を敷しいた道の両りよう脇わきには樫かしに似た樹木がみっちりと並んでおり、景色を遮ってしまっている。

「むろんですよ。ただ、すべての道がそうではないですが。市の立つ一画は、位に関係なくどの道も開放されてますね」

　朝火さんは飄ひよう々ひようと説明した。蒸む槻きの差別って、想像以上に根深い。

「都の城門は全部で八か所あります。夕秘関門へは西南の城門から抜けるのがいい」

　城門を一歩越こえれば、目の前に広がるのは未整備の、緑重なる大自然だ。

　正直、この険しく深い山々をどう進んでいけばいいのか、私にはさっぱりわからない。完全に借りてきた猫ねこ状態で、大人しく朝火さんたちの判断に従った。

　見上げれば、木々は天に届くほど高い。でこぼこした地面を上がり、下がり。崖がけを迂う回かいし、滝たきで水を汲くむ。たまに、鹿しかのような優美な獣が近くを駆かけ抜ける。これが久く遠おんの幽ゆう玄げん世界ってやつなんだなあと私はしみじみ考えた。

　私たちはおよそ二時間置きに休きゆう憩けいを取った。ただ司狼の上に乗っているだけなのに、西日の頃ころには全身が汗ばむほど疲ひ労ろうがたまっていた。

　最初の夜は、谷の手前にある帰鼓廷専属の『あきなし』たちの小屋で過ごした。彼らが雇やとう狩人かりうどが、時々そこを利用しているんだとか。そして翌日。道なき道を、また進む。

「あれ、なにかな？」

　お昼の休憩を終え、ごつい木々が並ぶ地帯に入った頃、不思議なものを発見した。

　苔こけに塗まみれた荒あらい木き肌はだのそばに、なにかがある。鳥居に似た造りの、小型の門だ。近くに、社しや殿でんや御み堂どうの類たぐいはなし。ただ門だけがぽつーんとある。

「これは、土地神の通り道……山さん気きの通っている場所を示すものですよ」

　昨日同様、一いつ緒しよに司狼に乗っている朝火さんが、快く説明してくれた。

「山気？」

「山気満ちる場というのは、つまり小さき地の守り神がこの一帯に住みついている証あかし。これらを、通つう門もんと言います」

「神門の縮小版って感じなのかな。あっちが国境線なら、この通門は各駅、みたいな……」

「やはり、護まもりのかたい都の近辺には多く見られますね。だが、通門も神門も基本、ただびとの目には映らぬ。神じん力りよく秀ひいでし者にしか、わからないものです」

　それを聞いて、ちょっぴり複雑な気持ちになった。自分じゃよくわからないけれど、神力がほんとにあるのか私。

　この門は、移動中にたくさん見かけた。特大だったり、片手に載のるほど小さかったり。小花で飾ったかわいいものもあった。形も色も大きさも様々だ。

　ところが、進むうちに門の数が減ってきた。

　吞のみ込まれそうなくらい圧あつ倒とう的に生おい茂しげっていた草木がだんだんと細く、力ない感じに変わってきている。葉っぱの色も、日差しを受けて緑の宝石みたいにきらきらしていたはずなのに、なんだか黄ばんできてないか。

「陽都から離れるにつれ、地の枯こ渇かつが広がっているようだな」

　私たちの左後方で司狼を進めていた胡こ汀ていが、ぽつりと重い言葉を発した。私はちょっと身を捩よじって、胡汀のほうに顔を向けた。この頃ごろ、胡汀との距きよ離りが遠くて寂さびしさが増している。九く支しさんの警告以来、故意に避さけられている気がしていた。

「前年の火か々かの月も酷ひどかったが、これほど急速に草や樹木が枯かれることはなかったな」

　胡汀の隣に司狼を移動させた伊織さんも、苦しそうに息をつき、周囲を見回した。

　私はひっそりと胸をおさえた。これ、神花が咲さかない影えい響きようなんだよね？

　のどを絞しめ上げられた気分だ。どうしよう、こんなふうに目に見えて事態の深刻さがわかるのはつらいし、鳥とり肌はだが立つくらい怖こわい。まれびと女め神がみが拒きよ絶ぜつされる理由、よくわかった。

　しばらく無言で進むと、司狼の足音が聞こえなくなった。さあさあと雨が降るような音に搔かき消けされてだ。

「……雨音、じゃない」

　私はうちひしがれながらつぶやいた。正体は、枯れ葉の降る音だった。木々が急速に乾ひ涸からびて、葉を落としている証しよう拠こだった。

　豊かな緑の景色はいつの間にか、一面、枯れ葉の黄土色に変化していた。

　私はめまいと寒気に、同時に襲おそわれた。

　どこにも生きた気配を感じない。進めば進むほど荒こう廃はいの匂においが強くなってくる。

　三日目には黄土色さえ貴重になり、灰色が埋うめ尽つくす。まるで死の山を旅しているようだ。

　途と中ちゆうで見つけた小川もほぼ乾かわき、その湿しめった溝みぞのなかを黒い小さな蛇へびが必死に這はっていた。空もどんよりと曇くもったまま。灰色と化した枯れ葉の降る音に、押し潰つぶされそうだった。

　息苦しくてたまらなくなり、私はとんとんと胸を叩たたいた。

「……知夏？」

　ふと胡汀が私たちの隣にまで司狼をつけ、なにか懸け念ねんするように眉まゆをひそめた。朝火さんが司狼をとめたので後方の剣士たちも皆みな、手綱を引き、行進をストップさせる。

　胡汀がひらりと司狼から降り、私たちの横に立つ。後ろに乗って支えていてくれた朝火さんまでも胡汀に倣ならい、地面に足をつけた。

　私の様子をうかがう胡汀の表情が、険しいものに変わる。あ、でも久しぶりにちゃんと目を合わせてくれた。やっぱりきれいな目の色で、心臓を大きくはねさせる。

「ばか、おまえ！　具合が悪いなら、なぜ早く言わない！」

　胡こ汀ていの叱しつ責せきに、私は身をすくめた。だ、だって、この景色にショックを受けて目が眩くらんだ、なんて、情けなくて言えないよ。

「緋ひ宮みや、黙だまっていてはわからない」

　顔をしかめる朝火さんを見て、私はますます萎い縮しゆくした。その瞬しゆん間かん、びきっと強く、全身に電流が駆け巡めぐった。おかげで身体からだが大きくぐらついてしまう。

「緋宮！」

　胡汀と朝火さんが同時に手を伸のばし、ずるりと司し狼ろうから落ちた私を受け止めてくれた。やばい、足の先までびりびりと麻ま痺ひ状態だ、動けない。

　必死に瞬まばたきをして身体を襲う痺しびれを散らそうとしていると、白雨さんや剣けん士したちも慌あわてた様子で司狼から降り、私のそばに集まってきた。

「す、すみません、体勢を崩くずしちゃって」

「緋宮、噓うそをつくな。おまえ、また」

　熱を測るように私の額に片手を乗せ、白雨さんは濃のう厚こうに不安をまじえた怒いかりの顔を作った。

「これが、まれびとの影響か？　就任の儀ぎを終えたはいいが、地の力と調和を果たせず、衝しよう突とつしていると」

　朝火さんの呟つぶやきに、胡汀がなにかに気づいた表情を見せ、指の節で軽く私の頰ほおに触ふれた。

「そうか、おまえ……、女神の血筋という大神につらなるまれびとでありながら、神門を通らず蒸む槻きに来たことになるのか。ならば余計に蒸槻の気と反発し、負担がかかっているのでは」

「ああ。守護ある帰き鼓こ廷てい内ならばまだ、その負担は軽減されていたはずだろうがな。だが、ここいらは護りが薄うすい」

　これって、宇宙服もないままに地球から月に来ちゃったという感じなのかなあ。

「九く支しも調和ができていないと言っていたが。お会いしたばかりの頃は、とくに不調などお見せにはならなかったのに。緋宮の任は、それほど負担となるものなのか？」

　伊織さんが難しい顔をして、胡汀に疑問を投げかけた。ほかにも理由があるのでは、っていいたげな口調だった。

　そのとき、ばさばさと慌ただしい羽音を響ひびかせて、神しん出しゆつ鬼き没ぼつな椰や真まちゃんが現れた。

「知夏、知夏」

　胡汀たちを押しのけるようにして私に飛びつく。やけに必死な様子に、面めん食くらってしまう。

「どうしたの、椰真ちゃん」

「女神、獣けものの背から落ちたのか？　そうなのか？」

「あっ、ち、違ちがうよ！　私、平気だよ！」

　ひどくおろおろする椰真ちゃんを見て、以前胡汀から聞いた話を思い出す。そうだった、確か神話では、椰や真まちゃんが女神様を落馬させたんだった。

「椰真。知夏……緋宮の不調は、まれびとの身であることが原因なのか？」

「──くき」

　椰真ちゃんは不安を表すようにぶるぶると羽を震ふるわせて、私にしがみついた。

「知夏は、陽女ひめ神がみそのものではない。だが、かつての末まつ裔えいたちより最も陽女神に近い」

　私が陽女神様によく似てるってこと？　土老人さんも同じようなことを言っていたけれども、まさか容姿の話じゃないだろうし、よくわからないよ。

　って朝火さん朝火さん、ほんと緋宮とか陽女神のこと、大好きすぎませんか。私にひとめ惚ぼれした、っていう顔つきになってますから。それになんで胡こ汀ていや伊織さんまでも硬こう直ちよく状態？

「知夏。椰や真まは、知夏のそばにいるのが恐おそろしい」

「椰真ちゃん!?」

　椰真ちゃんはぎゅっと私の手首を摑つかんだ。その場所が、滸こ楽らくの王である遠凪さんに嚙かまれた位置だってことに一いつ拍ぱく遅おくれて気づき、背筋がぞくりとした。

「知夏は帰き鼓こ廷ていに戻もどらねば。この季節、外界に触れてはならぬ」

「だっ、だめだよ椰真ちゃん、神様説得しに行くんだもん！　……ん？　えっと待って、神力の問題というよりも、私が陽女神様に近いせいで楽らく奪ばい月には具合がおかしくなるってこと？」

　私の問いかけに、椰真ちゃんは激しく警けい戒かいの気配を漂ただよわせ、口をつぐんだ。目の前で、ぱたっと心の蓋ふたを閉められた感じ。

「……おまえたち、山の気が変わるぞ。雨が来る。雨が。けき」

　椰真ちゃん、強ごう引いんに話題変えた！　あっ逃とう亡ぼうして消えたー！

　でも椰真ちゃんの言葉はその場しのぎの噓じゃなく、すぐさま現実になった。ぽたっと頰に、雨あま粒つぶが落ちてくる。

　山ってすごく天候が変わりやすいんだっけ。さらには雷らい鳴めいまで轟とどろき始める。

「神かみ鳴なりが近い！　火々の月の神鳴は、屠ほふり神がみの槍やり。見つかれば打たれるぞ！　洞ほらを探せ！」

　朝火さんが大声で皆に指示し、私を両りよう腕うでで軽々と抱だき上げた。驚おどろく間もなく司狼の背に乗せられる。そして、後ろに腰こしかけた朝火さんにばさっと頭から衣ころもをかぶせられた。

　ぷはっとレインコートがわりの衣の隙すき間まから顔を出した瞬間、司狼が勢いよく放たれた矢のように地を駆かけた。うわわ、今までで一番速いし、揺ゆれる。

　獣の躍やく動どうに合わせてぼんぼんと飛び跳はねそうになる身体を、朝火さんが片かた腕うでで抱き込み、ぐっと自分の胸に押しつけて固定させた。いたっ、髪かみの毛が数本、どっかに挟はさまって引っ張られてる。というか、背中苦しい、折れそう。朝火さん、力弱めて。やばい、振しん動どうすごい。これ絶対、胃と心臓が胸のなかで回転してる。頭のなかにきれぎれな言葉が浮うかんでは消えていった。衣に覆おおわれた耳に、くぐもった様々な音が届く。

　神鳴の音、どしゃぶりの雨。司狼の駆ける音。それがしばらくのあいだ、めまぐるしく続いた。

　私は司狼を操あやつる朝火さんの邪じや魔まになっちゃだめだと思い、悲鳴を上げてしまいそうな口を片手で覆った。ふいに、司狼の動きが鈍にぶる。

「──朝火様！　向こうに宮が！」

　剣士の一人が大声を上げた。私はそろりと衣をずらし、視線を動かした。傾けい斜しやの多い、葉を落とした木々がまばらに点在する荒あれ地のような一帯に、辿たどり着いたらしい。

　スコールみたいな雨景色のなか、確かに不思議な宮が建っていた。寝しん室しつや衣室、各広間など十五の部屋がある私の宮よりも、まだ大きい。

　外観は帰き鼓こ廷ていにある竜りゆう宮ぐう城じよう的神しん殿でんに似ているけれど、木材で組まれたその宮には彩さい色しきがいっさいなされていない。おまけに両開き式の入り口は壊こわれていた。廃はい墟きよというか、どう見てもこれ、お化け屋や敷しきです。怪あやしすぎる。

「……このような場所に宮などあったか？」

　司狼から降りた剣士たちが顔を打つ雨を拭ぬぐい、訝いぶかしげに宮を眺ながめた。

「俺は夕秘関門側へはあまり寄らぬので、覚えがないのだが」

　朝火さんが雨音に負けないよう大きめの声で言い、皆を見回した。胡こ汀ていや伊織さんたちも、この周辺の様子には詳くわしくないみたい。いかにも怪かい奇き的宮なので、私たちはしばし沈ちん黙もくした。

「他に、避ひ難なんできそうな場所は」

　白雨さんが誰だれにともなく尋ねたときだった。

　空を揺さぶるような凄すさまじい神鳴が響き、私たちを全員、緊きん張ちようさせた。怖こわ々ごわと仰あおぐ。まるで大だい蛇じやのようにうねる神鳴がいくつも天から降ってきて、大地をびしゃりと貫つらぬいた。

　ちょっ、神鳴、黒い！　数が多過ぎるし、閃せん光こうも異様に太い！

　私は今のおっかない光景を見なかったことにするため、衣を被かぶり直し、朝火さんの腕のなかで丸くなった。やばいよアレ。神鳴って、死んだふり有効ですか。

「……神鳴が接近している。仕方がない、皆、司狼を杭くいに繫つなぎ、宮のなかへ」

「はい、朝火様」

　司狼の手た綱づなを剣士たちに渡わたし、とりあえず私と緋ひ剣けんの四人が先に宮へ入った。ご、ごめんね剣士たち。雨のなか、杭打ち作業をさせて。『まかせな』と凜り々りしくうなずく穂ほ野のさんに、私はこっそり手を振ふった。無事帰鼓廷に戻ったら、うまいめし作ります！　私のかわりに胡汀が。

　あ、しまった胡汀とはぎくしゃく中だった……と思い出して項うな垂だれつつ、宮内部の観察を始める。

　ぼろぼろの入り口階段を上がってすぐに、大広間。想像以上にだだっ広い、玄げん関かんホールみたいな空間だ。

　なんか物理的に矛む盾じゆんしているってなくらい、広く感じるけれど……気のせいだよね？

　どうもここを抜ぬけて通路に出、他ほかの部屋へと向かうらしい。

「無人のようだな」

　伊織さんが、濡ぬれて頰にはりつく髪をわずらわしげに払はらいのけ、呟いた。

　胡こ汀ていや朝火さんは警戒の目をあたりに注ぎながら、雨に濡れた衣を一枚脱ぬぎ、しぼっている。白雨さんはてきぱきと、私の髪や顔を手ぬぐいがわりの布で拭う。非常に照れるので自分でやりま……、や、あの…、お願いします。

「誰だれか、おられるか」

　念のためだろう、朝火さんが声を張り上げて、呼びかけた。

　直後、返事のように不自然な地鳴りが響いた。「……ん？」と私たちが首を傾かしげた瞬しゆん間かん、がたがたっと宮全体が大きく揺れる。崩ほう壊かい寸前だったはずの正面扉とびらが魔ま法ほうのようにひとりでに修復され、がっちりと隙間なく外界を遮しや断だんした。

「もしかして私たち、閉じこめられたっぽい……？」

　私の言葉に、緋剣四人が顔を引きつらせた。うわあああ、やっぱりお化け屋敷！

　隠かくれる場所を探して慌ただしくきょろきょろする私の身を、白雨さんがすばやく引き寄せる。

　またもや地鳴り。これって聞きようによっては腹をすかせた猛もう獣じゆうの唸うなり声みたい……、ややや！　思い違い！　目の端はしに黒い影かげがよぎった気もするけれど、錯さつ覚かく錯覚！

　白雨さんの腕にしがみついたとき、絶対勘かん違ちがいだと思いたい黒い影を、はっきり目もく撃げきしてしまった。上半分に浮き彫ぼりを施ほどこした格こう子し調の壁かべから天てん井じようへ、人間ほどの大きさのある黒い蛇へび影かげがにゅるにゅる這はっている。

「へ、蛇へびっ……！」

　私がぶるぶる震える手で天井を指差した瞬間だった。蛇影が、不気味に細さい胞ぼう分ぶん裂れつした。二、四、八。瞬まばたきと同じ速度で増ぞう殖しよくし、天井や壁を這いまくる。

　だめだこの光景、恐きよう怖ふ以上に気持ち悪さたっぷりで耐たえられない！

「──ならぬ！　これは蛇へび神がみの巣そう窟くつだ、外へ出ねば！」

　胡汀が低く叫さけんだ。緋剣たちが私を庇かばうように囲み、扉へ向かおうとした。しかし。

「なんで！」

　天井を縦じゆう横おう無む尽じんに這っていたでかい蛇影が突とつ如じよ質量を持ち、ぼたぼたぼたっと雫しずくのように降ってきて、板いた敷じきの床ゆかに立った。その黒い影たちが一いつ瞬しゆんで人の姿へと変へん化げする。

　……ちょっ、ないないない！　上半身人間で足のかたっぽだけ蛇の尾おとか、顔半分蛇のままとか、中ちゆう途と半はん端ぱは視覚的にやばいです、お願いだから完かん璧ぺきに人間の姿を模も倣ほうして！

「なっ、な、ひ、人……っ」

　私は言葉にならない悲鳴を上げた。ばたばたさせていた手が、偶ぐう然ぜん、横にいた胡汀の指にぶつかる。胡汀がちらりとこっちに視線を向けた。私は無意識に胡汀の手を握にぎろうとした。

　ところが。わざと避さけたのか、たんに気づかなかったのか。胡汀がすっと私の前方へ移動し、朝火さんの隣となりに立ったため、再びその手に触ふれることはかなわなかった。

「──これは、よきかな。かほどに芳かんばしき神しん威いをお持ちの方といえば、蒸む槻きの護ご女じよよりほかにないねえ？」

　異様な風ふう貌ぼうを持つ蛇人間たちの背後から、蜂はち蜜みつと砂糖と生クリームを山ほど塗ぬりたくったような、あっまい声の誰かが姿を見せた。

　私は、朝火さんと胡こ汀ていの隙間から、その人をつい凝ぎよう視しした。

　な、なんだろう、このやけにエロっちい雰ふん囲い気き満まん載さいな、ほっそりした男性は。左右でわけ、黒くろ真しん珠じゆの飾かざりでとめた長い銀ぎん髪ぱつ。化け粧しようを施したような艶つやを持つ目元に、花魁おいらんめいた華はなやかな衣い装しよう。見た目年ねん齢れいは、二十代半ばだろうか。朝火さんと同じくらい？

　状じよう況きようからしてこの男性もさっきの蛇影の一人なんだろうけれど、圧あつ倒とう的に雰囲気が違ちがう。完璧人間の姿を保っているし、色っぽすぎる。……私、どっちかっていうと癒いやし系、または暴君系の美人が好きなので、あからさまに怪しい妖よう艶えん系はチョット。

「生意気な目をする護女だねえ」

　向こうも向こうで、「ナニコノ、いかにも小物なかわいくない護女。興味ねぇー」という露骨な嘲ちよう笑しようを作り、つんと顎あごをあげた。

　私と妖艶系男性のあいだに一瞬、火花が散った。な、なに、やるんですか！
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「ふん。未熟な護女ごときが。おまえが神しん花かを咲さかせぬせいで、地がこうまでも瘦やせ細った。見よ、私の一族は皆みな、地の気を吸えず、飢うえて、飢えて飢えて──哀あわれなこと。もう人の精気でもすすらねば、おさまらないよ」

「……は、はい？」

　私は睨にらむのを忘れ、混乱した。私が神花を咲かせないせいで、人間の精気をすする？

「蛇の長おさ。我らが護女は、まれびと女め神がみ。ゆえに神じん力りよくの乱れがあろうが、一時のことにすぎぬ。護女自ら蒸む槻きにおわす神々の助力を願うため、山をくだられた。ゆえに、しばらくの容よう赦しやを」

　胡こ汀ていが突とつ然ぜん口を開き、一歩前に出て、その場に片かた膝ひざを突ついた。鞘さやに入ったままの剣けん先さきを床に突き立て、蛇一族の長さんらしい男性を仰ぐ。私は淡あわく違い和わ感かんを持った。

　胡汀はどうしてこの人を長だと知っているんだろう？

「おや？　おまえ、胡汀か？」

　長さんが目を見開いた。顔見知りなの？

「まさか護女の緋剣となったのか？　おまえが？」

　なんでそんなに驚おどろくんだろう、この長さんは。

「これはまた！　おまえ、面おも白しろいぞ！」

　胡汀をまじまじと見て、長さんは声をあげて笑った。な、なにが面白いの。

「……愉ゆ快かいと思われるのなら、見み逃のがしていただきたい」

「そうしてやりたいがねえ。見なさい。私の一族は、本当に飢えている。おまえたちの匂におい立つ精気を吸いたくてたまらないようだ。──むろん、この私も」

　長さんがその色っぽい姿には似合わない野や卑ひな動きで舌なめずりし、私を見つめた。

　左右を守ってくれている伊織さんと白雨さんが、無言で剣けんをかまえる。護ご剣けん士しの扱あつかう剣は、儀ぎ式しきのときに生じた特とく殊しゆなもの。鞘はない。自分の手……印のなかから引き出す。

「胡汀、立て。地を這う蛇神の一族などに屈くつするな。どうせ善き神ではない。いつでも邪じや心しんを抱かかえる、淫みだらな卑ひの神」

「やめよ、朝火！　むやみに諍いさかいを招くな」

　胡汀の制止をものともせず、朝火さんが手のなかから引き出した剣を、好戦的に軽く一ひと振ふりした。

「こいつらに引く気などはないようだぞ。憎にくしけだもの一族と変わらぬ邪じや悪あくさよ。なにかにつけ人を惑まどわし、取り憑ついて、精気を奪うばう」

「我ら以上に、おまえの身は怨うらみと邪じやの念に満ちているねえ？」

　長さんの言葉に、朝火さんは負の念を身から立ちのぼらせ、小さな笑い声をこぼした。

　この人は見た目に反して、悪は問答無用に殲せん滅めつする、ってな過激系だ。

「朝火さん、こらえて。胡汀と知り合いみたいだし、喧けん嘩か腰ごしにならないほうが……」

　嫌いやな予感を覚えて、私は朝火さんの袖そでを引こうとした。だけども、一歩遅おそかった。

　朝火さんが剣を片手に、長さんのほうへ突っ込んでいく。

「朝火！」

　犠ぎ牲せいを出さずに場をおさめようとしていた胡こ汀ていが、苛いら立だちの声を上げる。長さんを庇うようにして飛び出してきた蛇人間の一人を、朝火さんは無情にもざっくりと斬きり捨てた。

　それが、争いの合図になった。朝火さんってば無む茶ちやすぎる！　蛇人間、ざっと数えても二十人はいるのに！

「考えなしの、ばかめ！」

　白雨さんが私を背に庇った。飛びかかってきた蛇人間を一人、剣の柄つか部分で殴なぐり倒たおしながら、朝火さんを罵ののしる。

　その言葉が聞こえたらしい朝火さんが一瞬こっちに視線を流し、酷こく薄はくな微び笑しようを見せた。

「殺し尽つくせばいい、邪のものなど。ぬるい情など剣にも盾たてにもなりはせぬ」

　朝火さんは、襲おそいかかってきた蛇人間を斬り伏ふせると、焦こがれるような熱を目に宿し、長さんに接近した。なぜか長さんは逃にげもせず、むしろ余よ裕ゆうの顔をして両りよう腕うでを広げた。朝火さんを迎むかえ入れるようにだ。

「だめだ朝火、長を斬っては！　いくら隼はや鉄てつの剣でも──！」

　胡汀の声は、朝火さんの歯止めにはならなかった。白雨さんが私の頭を抱え込む。むごたらしい瞬しゆん間かんを見せないようにだろう。だけど、肉を斬る音はしっかりと聞こえた──なんだか変だ。びしゃっと水でも斬ったかのような、不自然な音だった。

　私は慌あわてて白雨さんの腕うでから顔を上げた。長さんの姿はない。そのかわり、驚いている朝火さんの前に黒い水たまりができていた。それがすぐさま意志を持ってじゅるりと動き、朝火さんの足をつたい、腰こしに絡からまり、胸を這い上がって、右の耳から侵しん入にゆうした。

　朝火さんががくりと膝ひざをつく。異変を見せる朝火さんに駆かけ寄ろうとして、他の緋ひ剣けん全員にとめられてしまう。

「取り憑かれたぞ」

　胡汀の、寒気が伝わる呟つぶやきに、私は戸と惑まどった。早く朝火さんを助けて脱だつ出しゆつしないと。蛇人間たちに囲まれちゃったよ！

「朝火さん、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　呼びかけると、朝火さんはゆるりと顔を上げた。その、凄せい艶えんな微笑に私は絶句した。

「──緋剣の力にあぐらをかくから、こうなるねえ。私は、のろまな土老人と並ぶ太古の一族。卑ひ俗ぞくと蔑さげすまれ、神としての力は弱くともなあ、古き歴を人ごときがたやすく滅ほろぼせようか？　たとえ女神の力を得た隼鉄の剣であろうとも、一いち撃げきで死ぬるはずがないよ。殺し方をもっと工く夫ふうせねばねえ。そうだろう、胡汀？」

　朝火さんが、長さんの口調で蔑みの言葉を聞かせた。雰囲気も眼まな差ざしの薄うす暗ぐらさも、朝火さんと全然違う。──取り憑かれたって、胡汀が言っていた。まさか、本当に？

「──長よ、悪いが。我らここで死ぬわけにはいかぬ」

　胡こ汀ていがこっそりと諳そらんじていた呪じゆ術じゆつで、以前見たことのある大だい蛇じやを召しよう喚かんした。

「ばかだねえ。私が授さずけた術で対たい抗こうするつもりか？」

　くすりと朝火さんが……長さんが笑った。

　胡汀が私の腕を乱暴に摑つかみ、「走れ！」と言った。

「で、でも、朝火さんの様子が変だし……！」

　朝火さんどうなっちゃうの、この長さんが胡汀に術を授けたって？　ここからどうやって脱出すればいい？　私の神花が咲かないせいで蛇へび一族も苦しんでいる？

「緋ひ宮みや、早く！」

　胡汀だけじゃなく、白雨さんも私の反対側の腕を摑み、ひきずるようにして走り出した。

　先頭を行くのは伊織さん。閉とざされていた入り口の扉とびらを体当たりの勢いで蹴けり破り、逃とう走そう路を作る。私はよろよろと足を動かしながら振ふり向いた。胡汀の大蛇に、長さんの一族の人たちが嚙かみついていた。朝火さんは一人、悠ゆう然ぜんと立って笑っている。目が合い、戦せん慄りつに襲われた。

「逃げよ逃げよ、どこまでも追うてやるからなあ！」
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　外で右往左往していた剣士たちと合流し、私たちは枯かれた山のなかを逃げ回った。

　雷らい鳴めいが近い場所で響ひびき、確かに雨の音も聞こえるのに、なぜか身体からだを濡ぬらす雫しずくは降ってこない。別の空間に迷い込んだかのように周囲は濃のう厚こうな霧きりに覆おおわれ、宵よい闇やみの風ふ情ぜいだ。おっかないことに、霧の向こうに時々黒い影かげがよぎる。

　一人、二人と、そばを走っていた剣士が消えていくことに気づいた。

　私たちを追つい跡せきする蛇一族が、この霧に乗じて攫さらっているんだ。一気に仕留めようとしないのは、私たちの恐きよう怖ふを最大限にあおって、狩かりの楽しみを味わうために違ちがいない。

「蛇へび神がみの術に嵌はまっているぞ。胡汀、これはおまえの領分だろう、良き案はないのか！」

　伊織さんが焦あせりを交えながら訴うつたえた。

「俺の術ではかなわぬ。そもそもが長おさに学んだ術だ」

　感情を押し殺した声で胡汀が答える。それって私と出会う前のことなんだろう。

「緋宮だけでも逃のがさねば！」

　白雨さんの怒ど声せいのような訴えを聞いて、伊織さんと胡汀が同時に私を見下ろした。複雑そうな目の色だった。一番狙ねらわれているのは、きっと私なんだ。

　……ということは。私が囮おとりになれば、長さんたちの目は全部こっちに集中するはず。

　そのあいだに、胡汀たちは安全な場所へ逃げることができるんじゃないか。

　私はごくりと息をのんだ。

　追われる原因は、私の神しん花かが咲さかないためだ。あの妖よう艶えん系な蛇の長が神様だというのなら、きちんと向き合い、交こう渉しようをするべきじゃないだろうか。神様説得作戦のために、来たはずだ。

　私はそうっと、さりげなく緋剣たちから離はなれた。

　ちょっと距きよ離りを取るだけで、濃こい霧が皆みなの姿を曖あい昧まいにした。

「……緋宮？」

　最初に、私が離れたことに気づいたのは白雨さんだった。見つかっちゃ元も子もないので、私は慌てて逃げた。

「緋宮！」

　胡こ汀ていと伊織さんが同時に叫さけぶ。胡汀、いつの間にか私のことを緋宮って呼ぶようになった。

　私は痛む心に布をかけ、声のするほうからさらに離れた。確かく認にんのために振り向けば、うわああ、自分の選せん択たくとはいえ、こっ、怖！　もう胡汀たちの姿が見えない！

「緋宮、動くな！　声を出せ！」

「ごっごめんなさい。長さんと会ってきます！　それで、消えた剣士さんを取り戻もどして、みんなのことも襲わないようにお願いしてくる。だから、その、緋宮として命じます。全員、先に逃げててください！」

「……この、ばか緋宮!!」

　白雨さんの怒ど鳴なり声がよく響いた。やばいアレ、「アホ小こ娘むすめが！　戻ってこないと磔はりつけにするぞ！」っていう本気の怒いかりがこもってる！

「すみませんすみません！　い、いってきますー！」

　逃げるが勝ち。霧以上に濃い怒ど気きを漂ただよわせる緋剣や剣けん士したちのいる方向に、見えないだろうけれど手を振って、私は走った。

　しかしマジで霧濃すぎ。両手を伸のばしながら行かないと、木々に衝しよう突とつしそうだ。さっきの宮はどっちだろう、とアテにならない自分の方向感覚に嘆なげき、早足で進んだときだった。

「──見つけた、護ご女じよ」

「ぎゃあ！」

　伸ばしていた両手を誰だれかに摑まれ、引っ張られて、私はつんのめった。

「あ、朝火さ……!?」

　転びかけた私を抱だきとめたのは、色っぽさ倍増の朝火さん。いや、長さん。

「感心だねえ。皆のために、おのが身を差し出すとは」

「や、あのですね、そうじゃなくて」

「だが、浅はかだねえ。その見え透すいた献けん身しんに、私たちがほだされるとでも？」

　長さんは忍しのび笑いを漏もらすと、乱暴に私を担かつぎ上げた。

　冷えきった言葉に恐おそろしさを感じながらも、私は同時に当とう惑わくを覚えた。

　中身は別の人だ。頭ではそうわかっていても、私を軽々と担ぐこの肉体は朝火さんのものだ。緋剣が私を傷つけることは決してない。そういうすり込みに似た認識が頭にこびりついている。

　長さんの歩みに合わせて、あれほど濃厚だった霧がじわじわと薄うすまっていく。

　完全に霧の波から出た先には、不ふ穏おんなお化け屋や敷しきならぬ蛇一族の巣そう窟くつであるあの宮が存在した。

　どんなマジックなのか、長さんの帰き還かんを喜ぶように宮の扉がひとりでに開く。

　長さんはあっけにとられる私を担いだまま、すたすたと宮のなかに入っていった。さっきの広間を突つっ切り、狭せまい幅はばの通路を進む。失礼な話、煤すすけてぼろっちいのになにか悩なやましい彫ほりが欄らんや格こう子しにほどこされていたりして、イメージは廃はい墟きよと化した娼しよう館かんなんですが。

「あ、あの！　私の話を聞いていただけませんか！」

「やだねえ」

「くそう、即そく答とう……や！　そこをなんとか寛かん容ような気持ちでお願いします。ついでにこの体勢、苦しいです」

　手足をばたばたさせながら訴えると、長さんはとても鬱うつ陶とうしげな表情を浮うかべて私を床ゆかにおろした。あ、ご親切にどうも……って、ここはなんの部屋？

　調度類などはいっさいない広間の中央に、上部がゆるくアーチを描えがく鳥とり籠かごめいた木製の黒い檻おりが置かれている。その周囲には、ごめん、微び妙みように視線を逸そらさずにはいられない半蛇姿の一族たちが立っていた。いやあ実にその、多種多様なお姿で。

　白系蛇人間に、茶系、黒系と、一族代表の方々が集まった、みたいな感じです。

「え？　え？　なんですかこのデカイ木製鳥籠…？　なんか人間も楽に入れそうな大きさ……あ、あれ？　ちょっ、一族さんたち、待った！　待ってください。話し合いで平和に解決したいです。引っ張らないで！」

　まさかこの鳥籠、私を閉じこめるためのものとは！

　抵てい抗こう虚むなしく鳥籠のなかへと突き飛ばされ、扉に鍵かぎをかけられる。半蛇姿の一人が、鳥籠の上部にくくりつけられている太い縄なわを引っ張った。その縄は天てん井じようの、ごつっとした鉤はりに繫つながれており、引っ張ると鳥籠が上がっていくという仕組みだった。

　私は仰ぎよう天てんした。ここではじめて、天井の様子を目にしたからだ。

　かなりの高さがある広間の天井には、私の他ほかにも全部で六つほどの鳥籠がぶら下がっていた。

「あっ、穂ほ野のさん!?」

　鳥籠の四つは、白骨死体と大型の獣けものの骨が入っていた。

　残りの二つにはぐったりしている穂野さんと、二人の剣士が閉じこめられている。

　穂野さんを凝ぎよう視しする私の下で、蛇一族ががやがやと好き勝手なことを話し始めた。

「長よ、地の枯こ渇かつで最も被ひ害がいを受けたのは、我らが鮮せん史し族ゆえ。護女をお譲ゆずりいただきたい。天てん祖そ陽女ひめ神がみの血肉は、人魚の肉のように美味であろう。霊れい薬やくとなり、飢き餓がにあえぐ我ら一族を救うはず」

「なにを言う、我ら見み砂さ族こそが護女を得るべき。地神に睨にらまれ、ひさかた、若い女の肉を食はんではおらぬ」

　この人たち、いや、蛇へびたち、どこの一族が『緋ひ宮みや』を手に入れるかで対立している。

「まあ待て待て。一の種族が独どく占せんすることはあるまいよ。切り刻み、皆で平等にわければよい。頭は鮮史一族に、手足は見砂一族に。我ら一族は腹の部分をいただこう」

「ずるいぞ斑まだら木き族め、おのれらばかりが得をするではないか！　心臓は我らが食くらう」

　私は青ざめた。この世界に来てから私、食料的視線で見られることが多くないですか。

　おののいていないで、話を聞いてもらわないといけない。神様を説得することが、緋宮である私の仕事だ。

「あ、あのう！　お話し中のところすみませんが！」

　ぶるぶる震ふるえる手で鳥籠を摑つかみつつ床を見下ろすと、全員がぴたりと口を閉じ、示し合わせたように顔を上げた。その動作がいかにも不気味で、顔がひきつりそうになる。

「醜みにくいか？」

　長さんがふと笑いながら私にそう尋ねた。

「……え？」

「我ら地を這はう一族を見る者どもは皆一様に、今のおまえと同じく嫌けん悪おをたたえた顔をする」

　長さんが冷たく吐はき捨てた。それから、自分の髪かみを指先で弄もてあそぼうとしたのか、首筋に片手を持っていく。でも今は朝火さんの身体からだに憑ひよう依いしている状態だ。長ちよう髪はつが多く見られる世界だけど、朝火さんは短い。髪をいじれないことに気づき、長さんが軽く舌打ちをした。

「泥どろの地を、おのが腹で這うさまが醜しゆう悪あくと。穢けがれし霊たまゆえ、身をも汚よごしながら生きる定めとも。……ああ、まこと皆、姦かしましく騒さわぐ」

　苛いら立だちを募つのらせた冷れい笑しようを見せ、長さんが言う。私はとっさに否定できなかった。それをすると、噓うそをつくことになるからだ。不気味だってさっき確かに思ってしまった。

「……地の恩おん恵けいを得ながら、その、地の汚れを笑う者どもめ」

　蛇一族の誰かが、小こ汚ぎたない黒い泥の塊かたまりを私に向かって投げつけた。私は狼狽うろたえ、ぎゅっと身体を小さくした。

「花も実も、汚れを持つ地が生むものではないか」

　別の一族も低い声で言い、私に塊を投げてきた。

「そも生死はすべて、地より生ずるものであろう」

　また、別の角度から塊をぶつけられた。

「護女までもが地を見下し、神しん花かを咲かせず、我らを苦しめる」

「なら、我らが卑ひ劣れつな護女を食はんで、なにが悪い」

　四方八方、憎にくしみのこもった泥の塊が次々と飛んでくる。鳥籠に当たって落ちるものもあれば、私の腕うでにぶつかるものもあった。

　豪ごう速そつ球きゆうで投げられているわけじゃないから、血を流すまでの怪け我がにはならない。

　でも、泥の塊を投げられるっていうのは直接の痛み以上に、精神的につらかった。

「この護女が地を枯からした」

「代だい替がわりのたび、護女は無能になっていく。うつくしき女神の面おも影かげなど、もうない」

　せまい鳥籠のなかに逃にげ場所なんかない。それでも私は憎ぞう悪おの的になるのが嫌いやで、助けを求め、おろおろと周囲を見回した。

　目に飛び込んできたのは、鳥籠のなかで気絶している穂ほ野のさんたちの姿だった。

　私の剣けん。護女のために死ぬこそ誉ほまれだと言った人たちだ。

　私の誉れは、なんだろう。誰かの背中に隠かくれることじゃないはずだ。

　そのとき、肩かたに泥の塊がぶつかり、膝ひざの上に落ちた。私はそれを握にぎり締しめた。

　すると手のなかで、塊がもぞっと動く。驚おどろき、慌あわてて手のひらを開けば、小こ粒つぶなちび碁ご子こちゃんが塊から顔を出し、「わしの眠ねむりを妨さまたげたのは誰だ？　おっ、知夏ではないか！　なにしてるんだ？」と言いたげに、不思議そうに嘴くちばしをぱくぱくさせた。

　私はちび碁子ちゃんを両手で包んだ。

「……ごめんなさい。『護女』が無能じゃないんです。私が、役立たずなんです」

　ちび碁子ちゃんから穂野さんたちへ視線を移し、最後に蛇の一族を見つめる。

「蒸む槻きの神様たちは、とっても人間に近いんですよね。たぶん、そのことも、『いるかいないかわからないけど、全知全能な存在が神様』っていう今までの常識と大きく違ちがっていて」

　怪け訝げんそうにしている長おささんたちに、私は困った目を向けた。どう伝えればいいのか悩む。

　そもそも神様っていう存在自体、前の生活では遠かった。滸こ楽らくや悪あつ鬼きもいない。

　でも、『だから対処の方法がわからなくて当然だ』なんていう言い訳はしたくない。

　私は真しん剣けんに考え、言葉を振ふり絞しぼった。

「神様たちがいて、護女がいて、剣けん士したちがいて。神じん力りよくっていう特とく殊しゆな能力を持つ人がたくさんいる。だけど……」

　たとえば、雨や霧きりを遠ざけて目的地までワープするとか。悪鬼を一いち撃げきで倒たおすとか。

　頭のどこかに、神力があるならそういう便利なことができてもいいんじゃないかという疑問があった。実際は自分の足で歩かなきゃ道は開けないし、悪鬼を退けたいなら恐きよう怖ふをこらえて剣を手に取らなきゃいけない。雨に打たれたら当然、濡ぬれる。

「地を這うように、みんな」

「……なんだい、護ご女じよ？」

「私たちも一族さんたちも皆みな、おんなじように、地を這う感じで毎日なにかを頑がん張ばっているんだ、きっと。だから……ええと、身体がたくさん汚れるってことは、それだけ今日、懸命に生きた証あかしなんですよね」

　私は他のことについても謝りたくて、もう一回、「ごめんなさい」と頭をさげた。

「さっきは嫌な思いをさせてすみませんでした。自分がされたらすごくショックなことなのに」

　まれびとだ、と線引きされた日々。向けられる嫌悪や拒きよ絶ぜつに悩なやんできた自分が、同じ辛つらさを今ここで彼らに与あたえていた。その事実がまた、ショックだった。

「許してもらえなくて当然なんですけれど……、た、食べるのは私だけにして、剣士たちは見み逃のがしてくれませんか」

　蛇族たちが顔を見合わせた。

「でも、その前に、どうしてもやらなきゃいけないことがあるので、少し待ってもらえませんか？　わざと神花を咲さかせないわけじゃないんです。私が日本……異界出身のまれびとなせいで、開花が遅おくれてるかもしれないんです。それで、去ろうとする神々に直接お会いして、引き止めようと思って、来たんです。このまま神花が咲かない状態で、神様たちもみんないなくなっちゃうと、蒸む槻きの守護が全部なくなるんだって聞きました。それだけは、食い止めたい」

「嫌だねえ」

　私の懇こん願がんを長さんは鼻で笑い、一いつ蹴しゆうした。

「どうして我ら蛇族が、恩恵も与えぬ護女の頼たのみなど聞かねばならない？」

「そ、それは」

「どうして我らの懐ふところに飛び込んできた、いきのいい獲え物ものを、みすみす逃のがしてやらねばならないのかねえ？」

　長さんは、少女が恥はじらうように両手の先で唇くちびるをおさえ、くすくすと笑った。

「ただ指をくわえて眺ながめるのみなど、できようかね。我らは皆、空腹で空腹でたまらぬ。人と滸こ楽らくの確かく執しつや諍いさかいなどどうでもよいよ。どちらが滅ほろびようとも、なにも変わらないのだしねえ。我らの地位もなあ」

　そうなんだろうか。滸楽や悪鬼の力で人の歴史が滅びても、蒸槻はなにも変わらない？

「……でも。人が滅びるってことは、蒸槻の国自体がなくなるってことになりませんか。ええと、陽女ひめ神がみ様の加護があるから、蒸槻は実りが豊かなんですよね？　だから木々の枯れる楽らく奪ばい月をみんな、恐おそれる。善い神々でさえ神花の守りがなければ、去ろうとする。それは、蛇の一族さんも同じじゃないんですか」

「小こ娘むすめが、言うじゃないか」

　長さんは唇をおさえていた指をずらし、頰ほおを思いっきり引っ搔かくような動きをした。彼の目は、ちっとも笑っていなかった。

「なにも知らぬ小娘め。私は知っているよ。私はすべて、あの日を見ていた」

「あの日……って、なんの話ですか？」

「天てん神じんの祝福ありしこの蒸槻、本来は命持つものすべて、常とこ世よのごとき永遠が約束された地であったのだ。それが、どうだ？　身から迸ほとばしる汚れとその呪じゆ詛そで、地の者たちに寿じゆ命みようを与えたのは、陽女神に間ま違ちがいないというのに」

「……陽女ひめ神がみ様？　え……、草花を全部枯らしちゃうのは、滸こ楽らくの呪のろいでしょう？」

「女神が寿命を、愚おろかな大おお犬いぬが老いを」

　私は戸と惑まどった。老い……それが地を枯らす滸楽の呪いを示しているんだろう。

　だけど、陽女神の呪詛ってなに？

　長さんは適当なことを言って私を翻ほん弄ろうするつもりなんだろうか。妙みように気にかかる。

　この人はさっき、太古の一族だと言った。陽女神様の……神世まで辿たどれる一族ってこと？

「どちらも、地に苦を押しつけた無情な者どもだ。その女神が護まもりし人どももまた、爪つめの先まで怨うらみが満ちている」

　長さんは、頰にぐっと爪を立てた。朝火さんの顔に。

「この肉体も。怨みの気が溢あふれてとまらぬなあ」

「やめてっ！　身体を傷つけないで！」

　私は叫さけび、鳥とり籠かごの扉とびら部分を揺ゆらした。鳥籠全体が揺れるだけで、扉の鍵かぎはびくともしない。ちび碁ご子こちゃんが、「待てい、知夏！　そんなに揺らすな、落ちるぞ！」と訴うつたえるように膝の上で忙せわしなくうろうろした。

「肉体に、怨みの記き憶おくがしみこんでいる」

　長さんは両手で目の部分を覆おおい、わざとらしく唇を笑えみの形に吊つり上げた。

「ほら、見えてきた──まだ無情を知らぬ若き頃ころ。男の年は七つか、八つか。おのれの目の前で、けだものに母と妹を攫さらわれたなあ。おや、けだものと目が合った。だが恐怖に縛しばられ、木偶でくの坊ぼうのように突つっ立っている。助けに走れば、けだものはおのれをも襲おそうだろう。動けない。けだものがこの男を見下し、母親と妹を攫って悠ゆう々ゆうと去っていく。男は助けられなかった。ああ、憎にくい、憎い。けだものが憎い。だがまこと怨むべきは、恐怖に取り憑つかれたおのれだと」

「やめてください！」

　私は怒おこり、ばしばしと鳥籠を叩たたいた。他人が勝手に暴あばいていい過去じゃない。

「ふふっ、護女、おまえに対する憤ふん慨がいもあるぞ？」

　私は息を詰つめた。以前、朝火さんから言われた辛い言葉を思い出す。いつまでも愚かでいるな、女──。

「浅せん慮りよであると。知ち恵えが足りぬと。脆ぜい弱じやくにすぎると。なぜもっと強き女が現れぬのか。なぜ愚かな女ばかりが護女と目もくされるのか」

　長さんはその瞬しゆん間かん、目からぱっと手を離はなし、いつもの朝火さんのように温和な笑みを見せた。

「付き従う価値があるのか？　この愚かな小娘に」

　私は唇を嚙かみ締めた。朝火さんの心の声を、本当に聞き分けたんだろうか、長さんは。

　たとえそうだとしても。朝火さん本人の口から伝えられた言葉じゃない。相手にとって傷になるだろう本音を隠かくす、そういう行動に、柔やわらかな気持ちがこもっていることだってあるはず。

「どこもかしこも怨みばかり。我ら一族の汚よごれた腹より醜みにくきこの怨み国。いっそ一息に滅ぼしてしまえばどうだ、護女？」

　長さんが、この鳥籠に繫つながっている縄なわをどこか投げやりな仕草で揺らした。沈ちん黙もくしていた一族の人たちもまた、吸い寄せられるかのように、鳥籠の揺れに合わせて視線を動かした。

「長。もうよいだろう？　護女を食うても」

「まあ待て。護女の身は、皆に分け与えねばと言うたはず」

「だが長おさ、もう耐たえられぬ。爪の一枚ほどなら齧かじってもよかろう？」

「指の一本くらいなら」

「耳のひとつならば」

　ちょ、ちょっと待ってダメダメ！

　鮮せん史し族と呼ばれた人が、痺しびれをきらした様子で身み悶もだえした。下半身を完全に蛇へび形がたに戻もどし、にゅるりと縄に絡からみ付いて鳥籠へ接近する。

　私はとっさに後ずさりした。だけど囚とらわれの身の上だ。どこにも逃にげられない。

「……緋ひ宮みや」

　耳に届いた掠かすれ声が、恐きよう慌こう状態に陥おちいりかけていた私に理性を取り戻させた。

　穂ほ野のさんたちが囚われている鳥籠にも、縄をつたって他ほかの蛇一族が押し寄せている。穂野さんはやっと意識を取り戻したみたいだけれど、まだ焦しよう点てんがまともに合っていない。

「こっちの男たちは、まるごと食ろうてもよいな？」

「若い男の血肉は、活力を与えてくれる」

「おまえたちはこれっぽちも辛しん抱ぼうを知らないねえ。だから卑ひ俗ぞくと蔑さげすまれるのに」

　やるせない様子の長さんのぼやきに、耳を貸す一族はいなかった。皆みな、食しよく欲よくを満たすことで頭がいっぱいのようだった。

「仕方がない。男どもは、好きなだけ食え」

　長さんの許可に、蛇一族が沸わき立った。ほんのひと齧りしかできない私を狙ねらうよりも、今すぐたっぷり食べることができる、ということが魅み力りよくに映ったらしい。私をそっちのけにして、蛇一族が穂野さんたちの鳥籠に群がる。ぬるつく胴どうを縄に絡め、齧りつき、揺さぶって。

「ほ、穂野さんっ！」

　私は青ざめ、悲鳴を上げた。穂野さんたちの鳥籠が、蛇一族の身体からだで覆われた。

　あんまり彼らが縄を揺らし、鳥籠の上ににゅるっと乗ったりしたせいか、天てん井じようと繫がっている鉤はりが壊こわれてしまった。大きな音を立てて、穂野さんたちの鳥籠が床ゆかに落下する。

　そこに、どこに隠れていたのか、蛇一族の代表者たちよりもさらに小こ柄がらな蛇たちが姿を現し、飛びつく勢いで群がった。彼らの隙すき間まから、穂野さんたちの驚きよう愕がくする顔が見えた。

「やめて、やめてよっ、お願いだから！」

　私は鳥籠を揺さぶり、叫んだ。私の籠も落下させたいのに、なんでこう、うまくいってくれない！

「朝火っ、朝火さん！　お願い、正気に戻って！」

　悠ゆう然ぜんと笑いながら仲間の様子を眺めていた長さんが、私の悲鳴にふと顔をしかめた。

　激しい頭痛をこらえるように、片手でこめかみを押さえる。

　もしかして朝火さんに届いている？　耳元で繰くり返し呼べば、元に戻るかも！

「……緋宮…っ」

「朝火さん、待ってて。今助ける！」

　このっ、鳥籠め、壊れなさいってば！

　私は逆上し、衣ころもが太ふと腿ももまでめくれ上がるのもかまわず、籠の扉部分をがんがん蹴けりまくった。

　両手でこじ開けようともしてみたけれど、いたたっ、爪剝はがれかけた！

　再度大きく足を振ふり上げたとき、肩かたの上に避ひ難なんしていたちび碁ご子こちゃんが、むきゅっと頰にすりよってきた。膝ひざの上に飛び降り、「よいか知夏、覚えておけい。わしはいつでも味方だぞ？」と囁ささやくように一度ぷっくりと膨ふくれたあと、突とつ起きめいた羽をばたつかせる。

　さよなら、と手を振っているようだと思った瞬間、ちび碁子ちゃんの身体が溶とけ、小さな一ひと欠片かけらの刃やいばに変わった。

　これで、自分の身を守れっていう意味なんだろう。

「ちび碁子ちゃん……！」

　自らを犠ぎ牲せいにした献けん身しんに、私は泣きそうになった。

「ごめん、ごめんねちび碁子ちゃん。私も守りたいもの、ある……！　だ、だから爪の一枚や二枚を引き剝がすくらい、なんでもない！　……ええい、やってやる！」

　私はまず深呼吸し、お腹なかに力を入れて息をとめたあと、その刃で、剝がれかけていた小指の爪を取った。いっ…たー!!　いたたたっ、痛！　やばいわこれ、背筋ぞくぞくした……っ。

　痛みにのたうち回りそうなのを我慢し、鳥籠の隙間から手を伸のばして鍵かぎ穴あなに刃を差し込んだ。

「開けっ、お願い、開いて！」

　ちび碁子ちゃんマジ優ゆう秀しゆう。がしゃがしゃと力ずくで鍵穴に差し込んでいると、刃が形を変えた。鍵へと。

　鳥籠の扉を開けて身を乗り出し、私は剝がした爪を振りながら、声を張り上げた。

「ど、どうですか！　護ご女じよの爪、いりませんか！」

　彼らはさっき、爪一枚でも齧りたいって言っていた。

　もしかするとこれで私のほうに一族たちの意識を向けさせられるんじゃないかと思ったんだけれども──想像以上に護女の爪は、効果覿てき面めんだった。

　鳥籠から引きずり出すのに成功した穂ほ野のさんたちに、今にも嚙み付こうとしていた一族全員が、ばっと顔を上げる。私は身を硬こう直ちよくさせた。みんな、目の色が変わってますが。

　全員が飢うえた顔をして壁かべをつたい、縄をよじのぼり、こっちに突とつ進しんしてくる。こ、これを待っていたんだけれど、怖こわい！

　私は爪つめを遠くへと、思いっきり放ほうり投げた。欲よく望ぼうに忠実な皆さんが一いつ瞬しゆん動きをとめ、細い舌をちろちろさせて、そちらへ首を曲げる。

　その隙すきを見計らって、私は鳥籠から飛び降りた。私ってば阿あ呆ほ鳥どり、飛べる飛べる、たぶん！

　とっさに目を瞑つぶって飛び降りたんだけれど、床にぶち当たることはなかった。

　長さんが……いや、朝火さんが条件反射のように私を受け止めたからだ。

「朝火さん！」

「……ひみ…っ」

　一瞬だけもとに戻った様子の朝火さんが、まともな言葉を紡つむぐ前に再び苦しそうに顔を歪ゆがめた。腕うでから落とされそうになって、私は慌あわててもがき、自分の足で床に立った。

「おのれっ、護女……！」

　私は両手を左右に広げ、イイ勢いでぱんっと朝火さんの頰ほおを叩いた。……や、包んだ。

「緋宮として命じます、元に戻りなさい、朝火！」

　朝火さんの目が見開かれる。これはどちらの眼まな差ざしだろう。朝火さん？

　そう戸と惑まどったときだった。背後から、腰こしになにかが巻き付いた。身体が浮うき、首ががくんとするくらいの凄すさまじさで後方に吹ふき飛ぶ。なにが起きたのか、すぐにはわからなかった。

　ぬるりとした弾だん力りよくのある縄のようなものがいっぱい手足に絡み付いている。

　ぶつっと至るところを嚙かまれる感かん触しよくも。その痛みで、我に返った。

「甘いねえ、甘いねえ」

「血、甘いねえ」

　うっとりとした声が耳元に届いた。いまや大半、大だい蛇じやの姿に戻った一族たちが私を床に押し倒たおし、頰ほお擦ずりするように全身に巻き付いていた。

　私は放心した。狭せまい穴を覗のぞき込むようにして一族たちが頭を寄せ、私を見下ろす。

　一いつ斉せいに、舌なめずり。

「どこから、食おう？」

　理性なんて欠片もない、野や卑ひそのものの目だ。

「──」

　悲鳴をあげそうになった瞬しゆん間かんだった。ざっ、と切れ味の鋭するどい音が耳に突つき刺ささり、私の頰に濡ぬれた液体が飛んだ。既き視し感かんのある光景だった。

　奇き声せいを迸ほとばしらせる一族たち。胴を真っ二つにされ、それでも死ぬことなく床の上でのたうち回っている。黒い血に塗まみれながら。

「あ、朝火さ……」

　剣けんを片手に持つ朝火さんと、目が合った。緋ひ剣けんだけが操あやつることを許される、護女の血をまじえた隼はや鉄てつの剣。血の色を宿したような、花の模様が刀身を鮮あざやかに彩いろどる。

「──緋宮、お逃にげください」

　朝火さんが苦しげに笑いながらそう言った。まだ長おささんの憑ひよう依いを完全に祓はらえていないんだ！

　その危険な状態で剣を握にぎり、飛びかかってきた一族から私を庇かばってくれる。突進してきた別の一族をねじ伏ふせるようにして斬きりつけ、私の前に立つ。

　襲おそわれていた穂ほ野のさんたちも、やっと意識が明めい瞭りようになって身体の自由を取り戻もどしたらしい。少しずつ反はん撃げきを始めている。彼らの武器である剣は束そく縛ばくされたときに取り上げられたみたいだけれど、体術で応戦している。

　この広間に、宮のなかに隠かくれていた蛇へび族たちが、続々と集まり始めていた。

　黒い影かげが天井や格こう子しの壁をでたらめに這はい回る。

　やがてぽたぽたと雨あま粒つぶのように質量を得て、したたり落ち──大蛇の姿へと変へん化げした。

　増える一方の蛇たちに私は息をのんだ。この数を制して逃げ切る自信はない。でも。

「え……？」

　襲ってこない。どうして？　私は怪け訝げんに思い、目を瞬またたかせた。

「ええっ……！」

　共食いしている!?

　血の匂においに酔よい、狂くるい始めたのか、蛇一族たちは私たちそっちのけで仲間の身体に嚙み付いていた。ぞっとした。鱗うろこの肌はだを食い破る音。血が吹き飛ぶ音。断だん末まつ魔ま。

　一歩後退する私の身を、誰だれかが抱だきしめた。朝火さんだった。

　──じゃない！　この目の色は長さんだ！

「見よ、護女。我らの落ちぶれようを」

　呪のろいに満ちた声が、耳に滑すべり込む。

「おまえたち陽女ひめ神がみの末まつ裔えいは、歴のごとに神じん力りよく衰おとろえ、けだものどもを我らの住すみ処かにまで侵しん入にゆうさせた。力儚はかなき我ら、地を荒あらされ、もう何年も飢き餓ががやまぬ。善と知を失い、このありさまだ。退化はとまらず、いずれは悪あつ鬼きと化すだろう。いっそそれくらいならば滅ほろびてしまえばいい」

「お、長さん……！」

　共食いに熱中している仲間に向かって、長さんが手を掲かかげた。そこから黒い炎ほのおが生まれ、床ゆかを焼き、仲間の身を燃やした。

「護女、おまえも道連れとなれ」

　長さんが両手で私の首を絞しめた。だけど手に力がこもっていない。

　なんて悲しそうな顔をするんだろう。長さんの表情を至近距きよ離りで見てしまい、私は胸がきしっと痛むのを感じた。恐きよう怖ふは知らない間に、消えてしまっていた。

「朝火様、なにをされる！」

　こっちの様子に気づいた穂野さんたちが駆かけ寄ってきて、長さんから私の身を引き離はなした。

「緋ひ宮みや、こちらへ!!」

　穂野さんたちが私の手を引き、広間を出ようとした。待って、逃げちゃダメだ。神様と話をするためにここにきた。

「……いや、逃がさぬ、ともに滅──!?」

　怨うらみの熱を目に宿して追ってきた長さんに、私は自分から飛びついた。

「わ、私だって逃がしません！」

「──護女」

　虚きよを衝つかれた顔をする長さんに、私は言い募つのった。

「蒸む槻きも、長の一族も滅ぼしません。これから神様たちをたくさん引き止めて、全部守ってみせます！　確かに怨みも多いけれど、楽しいことや幸せだって、蒸槻にはきっとたくさんあります。だから、病やめるときも健すこやかなるときも、私、ここにいるって誓ちかいます！」

　本当はそんな大口を叩たたく自分に、動どう揺ようしている。できるかどうか、不安でたまらない。

　けれど、もう逃げることだけはしない。って、なんか結けつ婚こん式の台詞せりふみたいだな、これ。

「少しだけ待っててください。神様たちを引き止め終わったら、なにか食べ物、ここに持ってきます。あっ、よかったらしばらくのあいだ、帰き鼓こ廷ていに来ませんか！　私、あそこで一番偉えらい緋宮ですので、十人や二十人くらい連れ帰ってもきっと平気…、ちょっとだけ怒おこられるかも、……すっごい怒られるだろうけど…だ、大だい丈じよう夫ぶ……」

「──おまえ、我らを帰鼓廷に迎むかえると？」

　長さんが茫ぼう然ぜんと尋ねたときだった。ごうっと、激しく燃え盛る音が耳に届いた。

「炎が広がってる！　長さん、ここから出ないと危ないです……！」

　黒い炎が一族たちの身を燃やし、融ゆう合ごうさせていた。

「……緋宮、お早く！」

　焦じれたように叫さけぶ穂ほ野のさんたちに腕を引っ張られ、通路に出される。

　が。長さんが来ない！　仲間たちと共倒れする気なんだ！

「緋宮!?」

「ごっ、ごめんなさい、先に逃げて！」

　手を伸のばす穂野さんをかわし、私は再び広間に駆け込んだ。穂野さんたちが「このっ、緋宮…！」と毒づきつつ、追ってくる。

「長さん、一いつ緒しよに来て！」

　私は、ぼうっと立ち尽つくしている長さんの手を取り、無理やりついてこさせた。

　通路にまた出て、外へと繫つながる場所を探す。ところが、物理の法則を無視しすぎなこの宮、通路をどれだけ進んでも、なぜか出口が見当たらない。角を曲がればまた通路。

　炎をまとった蛇たちが暴れながら床を這い、私たちを追ってくる。これはやばい、一刻も早く脱だつ出しゆつしないと火だるまになる！

　そう気づき、焦あせりながらあたりを見回したときだった。

　長さんが片手に持ったままの隼はや鉄てつの剣を振ふり上げ、格子の壁に斬りつけた。いや、剣に注いだ神力の風圧で壁を吹き飛ばしたんだ。

　鼓こ膜まくを破るような破は壊かい音の後、ぽっかりと壁に穴が開いた。外は、白い霧きりに塗れていた。

　だけども、どこからか声が聞こえる。あっ、胡こ汀ていたちが近くにいるんだ！

「──さすがは神の剣。邪じやの炎も、束縛の界も斬り裂さくか」

「長さん！　や、朝火さん!?　どっち！」

「去れ、護ご女じよ。おまえを殺す気は失うせた」

　暗い目で笑う長さんに、私は大層、腹が立った。

　逃がしてくれる気になったのは嬉うれしいけれど、この人ってば、自分は助かろうとしてない！

「行け、早く」

「えーい、ごちゃごちゃ言わずに飛び降りなさーい！」

「ひっ、緋宮!?」

　穂ほ野のさんたちの驚きよう愕がくの声を無視して、私は怒いかりのままに、やりました。思いっきり長さんを……朝火さんの身体からだを両手でどつき、問答無用に突き落とすという荒あら技わざを。

　そして、ぎっと穂野さんたちを睨にらむ。私の考えを正確に見み抜ぬいた穂野さんたち、賢けん明めいにも逆らうことなく、自分で飛び降りてくれました。そんなに怖こわい顔をしていたのか、私。……って、置き去り！

「緋宮！」

　下から、慌あわてた様子で私を呼ぶ穂野さんの声がした。うん、着地したあとで気づいたんですね。私をここに残してきたって。

「受け止めてー！」

　叫び返して、飛び降りようとしたとき。宮全体が激しく揺ゆれ、私は転てん倒とうしてしまった。ばきばきっと音を立てて床が割れるし、壁かべ崩くずれるし、炎の蛇も追ってくるし！

　外へと続く壁かべの穴が見る間に炎で塞ふさがれ、私は啞あ然ぜんとした。……噓うそ。これ絶体絶命？

　宮全体が炎の熱に悲鳴を上げているように、ばりばりと鳴っていた。私は急いで立ち上がり、通路を走って走って、走りまくった。

　だけどどうしても出口が見つからない。炎とともに煙けむりも広がって、息苦しさに足がもつれて──。

　もう、ダメかも。そんな言葉が頭に浮うかび、ふっと意識が落ちかけた瞬しゆん間かんだった。

　なにかがすぐそばまで迫せまってきた気配を感じた。炎の蛇に追いつかれたのか。

　食べられるのと、焼しよう死しするの、どっちが先だろう。

　そういうばかな疑問が浮かぶと同時に、意識が途と絶だえた。







　二章







　以前と同じ夢を見ているんだと思った。

「──まこと、波乱の目のごとき娘むすめ」

　だって、瞼まぶたを開いたら、魔ま王おう様もとい遠凪さんがまたもや私を膝ひざ枕まくらして、さらさらと額を撫なでているなんて。

　私は夢うつつで遠凪さんの、きれいながらも冷たい顔を見つめた。あれ、だけども。以前の出来事は、夢じゃなくて現実だったんじゃなかったか。だとしたら、今回も？

「遠凪さ……？」

　私の声に反応して、遠凪さんが手をとめ、すこぶる嫌いやそうな顔をした。

　どういうことですかその、「ち、うるさいから寝ねてればいいものを……」みたいな億おつ劫くうそうな溜息は。おかしい、これが夢なら、愛あい想そのいい笑え顔がおのひとつでも見せて甘い言葉を降らせてくれるはずだ。ってことは、現実？

「あれ、私……」

　なんで遠凪さんに膝枕されているんだろう？　まさか、夢というよりも出会いの場面にタイムスリップした？　そんな馬ば鹿かな、って一いつ蹴しゆうできないのは、日本からこの蒸む槻きに迷い込んだっていうとびきり非現実な前科があるせいだ。

　私は必死に瞬まばたきを繰くり返して、再び眠ねむりのなかに引きずり込まれそうになる意識をつなぎ止めた。思い出せ、ええと、ええと。

　楽らく奪ばい月つきになっても神しん花かが咲さかなくて、だから緋ひ剣けんたちと一いつ緒しよに神様引き止め作戦の旅に出て。それで、蛇へび神がみ族の巣そう窟くつに囚とらわれ、朝火さんが長おささんに身体を乗っ取られて──。

「あ……長さん、朝火さん、どこ……？」

　蘇よみがえる記き憶おくのままぼんやりと呟つぶやいたとき、まこと無情ですな、遠凪さん。片手でぐいっと頭を押され、膝ひざから落とされました。ええ、遠えん慮りよも容よう赦しやもなく。おかげで頭、地面に打った！

「痛…っ、ひどい！」

　怪け我がの功名ってやつなのか。眠ねむ気けは完かん璧ぺきに吹ふっ飛んだけれど、すっごく釈しやく然ぜんとしない！

　私は後頭部をさすりながら上体を起こし、遠凪さんを睨んだ。

「こたびの女め神がみの末まつ裔えいは、まったく愚ぐ劣れつでかわいげのない」

「遠凪さん、私、優やさしさって言葉を見失いそう……」

「目覚めて早々、わたしの膝の上で他の男を呼ぶとは」

　私を凍こおらせそうな氷の目をして、遠凪さんが腹立たしげに吐はき捨てた。こんな会話、以前にはなかった。やっぱり夢じゃなくて現実っぽい。

「というか、ここ、どこ……？」

　私は恐おそる恐る視線を巡めぐらした。

　灰色の落葉が地を埋うめる、枯こ渇かつの景色。並び立つ木々はみな、項うな垂だれるようにして枝を伸ばしている。はらり、はらりと、見ているあいだにも枝が葉を落とす。

「典てん田でん山ざんに差し掛かかる手前の麓ふもと。劣れつなる蛇神などに囚われるとは。清きよ姫ひめ、なにゆえこの季に帰き鼓こ廷ていの外へ出た？　緋ひ宮みやは神かみ籠ごもりの儀ぎを行うはずではなかったか？」

「あ、そうなんですけれどちょっと事情が……って、どうして私が蛇一族さんに囚われていたこと、知っているんですか！」

　私は視線を遠凪さんに戻もどし、詰つめ寄った。ようやく頭が正常に回り始める。そうだよ、蛇一族の宮から逃にげ遅おくれて、私、焼死したんじゃないの！

　や、死んでないからここにいる？　そういえば意識を失う直前、誰だれかがそばに駆かけ寄ってきた気配を感じたけれど、もしかしてその人が。

「遠凪さんだった？　私を助けてくれたんですか……？」

　どうして遠凪さんが、蛇一族の宮にいたんだろう？

　──それに、私を助けてくれるはずもない。最後に会ったときに、決別を匂におわせる言葉をぶつけられたんだから。

「怨うらみが募つのるあまり、わ、私を惨ざん殺さつするつもりとか！」

　長さんが見せた、怨みに彩いろどられた暗い眼まな差ざしを思い出し、私は蒼そう白はくになった。蒸む槻きで最も緋宮を憎にくんでいるのは、きっと滸こ楽らくの一族だろう。

　私は座った体勢で後ずさりし、めまいを起こした。

　目覚めた直後だから身体がふらついてしまうっていうだけじゃない。またあの、びりっと身体中に電流が走る感覚だ。息がつまる。私は目を瞑つぶり、不快な苦しさと痛みをこらえた。

「まだ不調か？」

　小首を傾かしげて問う遠凪さんの手が、耳のあたりを柔らかく撫なでた。その瞬間、めまいが増した。遠凪さんの手に押されるまま、私の頭は再び膝上に乗せられる。

「確かく認にんはした。清姫の身に怪我はないはず」

「そ、そうですか、ありがと……、確認？　え？　確認って？」

　けろっとした顔の遠凪さんを見上げる。今、ものすごい問題発言しませんでしたか、遠凪さん。だって私の着ている衣ころも、肌はだの露ろ出しゆつが少ないものなんですが。ま、まさか脱が……やめよう考えるのは。

「どうして遠凪さん、私のことを助けてくれたんですか……？」

「──怪我はないのに、なぜ神しん花かが咲かぬ？」

「え？」

「さほどに不調ゆえ、神花を咲かせられぬのか？　清姫の神しん気きは鮮せん烈れつだ、足りぬはずがない。なのに咲かぬ。身に異変があるのか」

「あ、あの」

「異変が生じているというなら、なぜ緋剣とともに山中をさまよっている？」

　とんとんっと矢や継つぎ早ばやに質問され、私は慌あわてた。

「遠凪さん、私のことをもしかして心配してくれてる？」

　つい尋ねると、遠凪さんは軽く目を見開いて、口を引き結んだ。それから少し考え深げな顔をして宙に視線を逃のがし、また私を見つめる。

　感情の読めない目だ。この冷たさ漂ただよう美び貌ぼうが、なおさら感情を読みにくくさせている。

「──この季が訪おとずれたのに神花が咲かぬというのなら、清姫になにかあったとしか。都に近づいてみれば、帰き鼓こ廷ていで儀を行っているはずが、蛇の巣窟に囚われている。わたしが助けねば、清姫は化け物に食われていたぞ」

「遠凪さんがやっぱり助けてくれたんですか。それで、神花が咲かないから気になって様子も見に来てくれて……」

　尻しりすぼみになってしまう。ま、まずい。顔が熱くなってきた。遠凪さん、自分の言葉の意味に気づいていないのか。

　以前はあんなに厳しい発言したくせに、なんでそんな過保護めいたことを言うんだ！

　おかしいよおかしいよ、私の心臓、また変なふうに暴れ始める。顔も正視できなくなって、湯ゆ気げ立ちそうなほど熱が上がっていく。とても恋こいしいんだっていうみたいに！

「違ちがう、違うー！」

　私は遠凪さんの膝上でごろごろした。

「清姫」

　だって私は胡こ汀ていの飼い鳥だ。胡汀一筋、胡汀大好き、胡汀と一緒にいたいんだもん！

　……あれ？

「な、なに考えているんだ私ー!?」

　ちょっと待てー！　一筋ってなんだ、大好きとかなんだこれー!!

　ち、違う違うから、疾やましい気持ちじゃなくて純じゆん粋すいに好きなだけで……っ、好きな……。

「ますます悪いー!!」

「清姫、うるさい」

　心臓が痛くなってきた。やばいやばいやばい、平常心戻ってこーい！

　飼い主として！　好きなんですそうなんです！　そりゃああの人、格好いいです。優しいところもあるし、時々生き真面まじ目めさをからかわれる面とかもあって微笑ほほえましいですが、根本は暴君。口悪いしラブ鉄だしバイオレンスだし！

　……や、そこが好きなわけなんですが、ってだから、違う！

「もうやだ、私自分がいやだ！」

「うるさい」

　膝上で、右に左にごろごろする私が鬱うつ陶とうしいのか、遠凪さんが両手でがしっと頭を摑つかんできた。痛い、いたたっ。

　そこで、ふと気づく。遠凪さんの左手が赤く爛ただれていることに。

「──火傷やけどしてる!?」

　私はがばっと飛び起き、遠凪さんの手を取った。

「清姫、不調というなら起きずに」

「黙だまって！」

　私が叱しかりつけると、遠凪さんが、む、と口を閉とざした。私は遠凪さんの左ひだり腕うでの袖そでをずずいとめくり上げた。

「火傷、ひどい……っ」

　ぞっとした。まったく痛がるそぶりも見せないから、この瞬しゆん間かんまで気づきもしなかった。

　全身煤すすけている私どころじゃなく、大おお怪け我がをしているなんて。

　長い髪かみの先も焦こげている。衣い装しようが元々黒く、布地の幅はばもドレープがたっぷりあるせいで、袖の汚よごれや破れている箇か所しよにも気づけずにいたんだ。

「遠凪さんのばかっ、なんで早く言わないんです！」

「おまえ、わたしを、ばかと？」

「もう、もうっ」

「……なぜ清姫が泣く」

「他にどこを怪我しているんですか！」

　この火傷って私を助けたときのものだ、きっと。

「──人の身と一いつ緒しよにするな。わたしは治ち癒ゆ能力が高い」

「そういう問題じゃないんです。痛いときは、痛いってちゃんと言わなきゃ、だめなの！」

　遠凪さんが困こん惑わくの表情を見せた。なぜ怒おこられているんだろう、と悩なやんでいるみたいだった。

「どうしよう、腕を冷やさないと。それに薬。病院は……、帰き鼓こ廷ていまで戻るのは時間かかりすぎる。どっか近くに町とかないかな」

「まち？」

「町……集落です。人のいるところ」

「集落ならば、あちらに」

　遠凪さんは自分が怪我人だってことをまったく理解していない顔で、段状となっている険しい地帯のほうに手を向けた。

「向こう側？　集落、あるんですか？」

　遠凪さんはうなずいた。私は少しだけほっとし、一緒に集落まで行こう、と呼びかけようとした。

　遠凪さんの頭にある悪魔めいたツノを見て、重要なことを思い出す。この人は、人間とは種族が違う。滸こ楽らくの王だ。一緒に集落には行けない。

「……あの、ちょっとのあいだだけ、ここで待っててくれますか」

「なぜ？」

「薬とか、持ってきます」

「いらぬ」

　表情をわずかも変えることなく答える遠凪さんに、私は頼たのみ込んだ。

「すぐ戻もどってきますから！　動かずに待っててください」

　どうして自分でもこんなに必死になってしまうのか、わからない。

　でも赤く爛れた腕を見ると、胸が痛んで仕方なかった。本人の言葉通り、治癒能力の高さですぐに傷が癒いえるのだとしてもだ。

　私は返事もろくに聞かず、慌ただしく立ち上がって遠凪さんがさっき指し示した方向へと走った。もしかしたら、戻ってきたときにはもういないかもしれない。

　なのに心のどこかで、きっと待っててくれている、と確信している。

　息を切らしながら、おうとつの見られる地帯を突つき進む。すると、緩ゆるやかな起き伏ふくの奥に、ぽつぽつと建物の屋根が見えてきた。

　ここの集落は、以前連行されたところと比べてもっとこぢんまりとしているようだった。民家にあたるだろう建物も、飾かざり気のない素そ朴ぼくな木材で組まれており、小さい。ぱっと見は、高たか床ゆか式の倉庫という感じだった。

　一番近い家屋に駆かけ寄ろうとしたとき、大きな籠かごを背負った人が、その手前の木立から姿を見せた。なにか棒のようなものを持って、地を覆おおう枯かれ葉を緩かん慢まんな動きで払はらっている。おそらく山菜でも探しているんじゃないか。

　私は少し緊きん張ちようしながら、その人に近づいた。

「あのっ、すみません！」

　呼びかけると、籠を背負った人が大たい儀ぎそうに腰こしを上げてこっちに顔を向けた。

　四十代あたりの、顎あご髭ひげを生やした小こ柄がらな男性だった。あまり体調がよくないのか、覇は気きのない乾かわいた印象があった。

「なんだね？」

　その人は駆け寄った私の姿を、足元から頭までじっくり見つめ、驚おどろきを浮うかべた。

　遅おくればせながら気づく。あきらかに浮いている格好なんだ、今の私は。

　普ふ通つうの集落では見られない、いわば姫ひめ君ぎみ衣装なんだろう。そのくせ、供はいない。走って来たからよれよれだし、一部焦げてもいる。これは、誰だれが見ても不ふ審しん者だ。

　どうごまかせばいいだろう、都から来たって言う？　まさか緋ひ宮みやだと明かすわけにはいかない。

「……あんた、誰だ？　うちの者じゃないな。どこの集落の女だ。巡めぐり遊女か？」

　巡り遊女？　とっさに聞き返そうとして、私は必死に考えた。ええと……、私の勘かんが正しければ！　それって特定の場所にとどまらず巡じゆん業ぎよう的に各地を訪れる遊女のこと、じゃないか。

　そうか、貴人の他に、華はなやか系の衣装をまとうのは遊女だけなんだろう。

「そ、そうです！　ええとその、向こうで、た、炊たき込み中に供の者が、火傷をしちゃって！　それで、薬があればわけてほしくて！」

　私はしどろもどろになりながら、噓うそを言った。冷や汗あせが出る！　すっごい不審そうに見られているし。だけど、警けい戒かいする男の目の奥にその、背筋が粟あわ立だつようなどろりとした輝かがやきがよぎる。

　私は逃にげ腰ごしになりそうな自分を内心、叱った。薬を手に入れないと。

　自分の性別を、他人の視線でもって生々しく自覚するなんて。泣きたくなる。

「薬なんて高価なもん、そうたやすく遊女ごときにやれると思うのか……畑も枯れ始めて、飢うえるかどうかってときになあ」

　ずきりと胸が痛み、私は視線を落とした。畑が枯れ始めている。ここの場所からでは、もっと奥まったところにあるんだろう集落の田畑の様子はうかがえない。でも、乾ひ涸からび始めている周囲の景色を見れば、この人の言葉が決して誇こ張ちようなんかじゃないってわかる。

　私は自分の身から腕輪や指輪を外した。腕輪は、手首の痣あざを隠かくすものだ。こっそりと確かめて、目を疑う。遠凪さんにつけられた痣が、いつの間にか広がっている？

「おい？」

「あっ……、あの、これを薬代に！」

　私は我に返り、腕輪と指輪を差し出した。男の目の色が変わる。翡翠ひすいと瑠る璃り、水すい晶しようであしらった装そう飾しよく品だ。帰き鼓こ廷てい製なので、たぶん最高級のはずだった。

「……都の、お世話になっている貴人からいただいたものです。薬とかえてくれますか？」

「ふうん……、あんた、よく見りゃあ、うちの女にはねえ、きれいな肌はだしてるもんな」

　舐なめるように見られ、顔がひきつりそうになった。

　私は必死になってもう一回、頼んだ。供人の怪我がひどい、早く薬がほしいんだと。

「いいだろ、ここで待ってな」

　男は了りよう承しようし、身を翻ひるがえした。

　そのまま持ち逃げされるかも、と嫌いやな考えが頭に浮かんだけれど、一緒についていく気にはなれない。集落の人たちに見つかって大勢で追つい及きゆうされたら、噓を突き通すのは難しい。

　でも杞き憂ゆうだった。男はすぐに戻ってきて、約束通り薬をくれた。

　私は安あん堵どし、何度も礼を述べた。身体からだに絡からみ付く男の視線を振ふり払って、遠凪さんのところへと逃げるように走る。口のなかが、強い怖おそれと不安でからからだった。

　白雨さんは、ああいう視線を毎日毎日、身に浴びていたんだろうか。それで、あんなに暗い目をするように？

「──遠凪さん！」

　どこへも行かずに待っていてくれた遠凪さんの姿を目にして、私は心から安心し、崩くずれ落ちそうになった。

「……本当に薬を持ってきたのか」

　ちょっと驚いたように遠凪さんが呟つぶやく。もしかして、あのまま逃げた、と思われてたのかも。

　私は慌あわただしく真向かいに座り込み、さっきまでの恐きよう怖ふをごまかしながら遠凪さんの腕うでを取る。小さな木の容器に入れられた薬を指ですくい、そうっと爛ただれた部分に塗ぬる。

　なんで使い方を知っているかというと、剣けん士したちと善ぜん処どころでめしを作っていたとき、軽い火傷やけどをした人がいて、手当ての仕方を見たことがあったためだ。

「清きよ姫ひめ──腕輪はどうした？」

　手首を突とつ然ぜん摑つかまれた。痣の部分。これ、どうして痣の範はん囲いが急に広がっているのか、遠凪さんは理由を知っているかもしれない。でも、今聞く気分にはなれない。

「薬と、交こう換かんして……」

　じっと見られ、俯うつむきそうになった。遠凪さんの、波のない静かな目が、心のなかを暴あばきそうで怖こわかった。自分がなんだかとても汚きたないものを隠しているような、いや、汚いもの自体に変わってしまっているような気がしていたたまれない。

　遠凪さんは、なにかを察した様子で眉まゆをひそめた。
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「まこと、愚おろかな娘むすめ」

「……は、はい。あの、手当て……」

　なんでだろう。遠凪さんに罵ののしられると、悲しい。胡こ汀ていや白雨さんに言われるのは好きなのに。

　項うな垂だれながら遠凪さんの手当てを続け、布を巻く。……ほんと、不器用だな私。ぐるぐる巻き状態になっているけれど、大だい丈じよう夫ぶかな。怒おこられるかも。

　恐おそる恐る視線を上げたときだった。遠凪さんが急に眼まな差ざしを鋭するどくし、木立へ顔を向けた。

「と、遠凪さん？　どうしたんですか」

「人どもめ」

　嫌けん悪おの走る声こわ音ねに私はびくりとし、それから遠凪さんの視線を追った。

　ぱりぱりと、乾き切った灰色の落葉を踏ふみつける音が近づいてくるのに気づく。

　どういうことかはっきりと理解する前に身体が反応し、寒気が走った。

　こちらへ忍しのび寄る複数の足音。密ひそやかな呼吸の音が聞こえそうな、粘ねばつく気配。

　私は無意識に、遠凪さんの衣ころもの裾すそを握にぎった。

　足音がすぐそばまで来る。私は我に返り、遠凪さんの顔を見上げた。人と対立する滸こ楽らく一族の王。見つかったら、大変なことになる。

　私は遠凪さんの手を引き、急いで木こ陰かげに隠れた。緊張と怖れで身体が震ふるえそうなのに、遠凪さんのほうは慌てた感じもなく、いつも通り泰たい然ぜんとしている。別に見つかっても構わなかったが私のために一いつ緒しよに隠れてやった、って雰ふん囲い気きだ。

「──おい、本当にこっちか？」

　誰かの声が耳に飛び込んできた。足音の持ち主だろう。私は息をひそめた。

「夢でも見たんじゃねえのか、そんな上玉が、ふらふらうろついているはずがねえ」

「うるせえ、静かにしろ！　この飾かざり物も幻まぼろしだっていうのか」

「いいから捜さがせ。ああ、ついてねえ。田は枯れるわ、弟に蓄たくわえを持ち逃げされるわ、……まったく、ついてねえ。遊女でも相手にせねば、やってられんわ、くそ！」

「おまえもなんで、その女を縛しばっとかねえんだよ」

「うるせえって。供の男がいると言っていたんだから、仕方ねえだろ。一人じゃやられちまうかもしれねえ。おい、おまえら、俺が最初だぞ、相手をするのは。死なせぬように気をつけろ。最後は贄にえとして川底に埋うめるんだ、上玉の女なら川の神だとてまんざらじゃねえ──」

　私は気分が悪くなった。重心が崩れそうになるのを必死にこらえる。歯を食いしばっていないと、喚わめき出してしまいそうだった。

　遠凪さんが突とつ然ぜん、私の顎あごに手を置き、顔を上げさせた。目が合った瞬しゆん間かん、遠凪さんの表情が冷れい酷こくな仮面に覆われる。

　あっ、と胸が冷えた。動こうとする遠凪さんに、抱だきつく。言葉なくとも、遠凪さんがなにかに腹を立て、声の主たちを皆みな殺ごろしにしようと考えているのがわかった。

　だめ、動かないで。このまま見つからないように、やりすごして。

　しがみつく遠凪さんの身体から、焦じれったさと怒いかりが伝わった。私はその胸に額を押しつけ、だめ、と首を小さく振った。

「もっと向こうを捜せ──」

　足音が遠ざかっていく。

　十分離はなれたと確信したあとで、私は俯いたまま遠凪さんの手を引き、足早にこの場所から移動した。

　巨きよ人じんがダンスでも踊おどって踏み荒あらしたかのような、やけにでこぼことした地面が広がる一帯にくる。その、身を隠すのによさそうな盛り上がった土と折れた幹の横に、私は座り込んだ。遠凪さんが、腹立たしげに私の前に膝ひざをつく。

　視線を合わせられなかった。きっとひどい表情をしているに違ちがいない。汗で髪かみが肌にはりついているし、衣もよれているし、すごく不細工に顔が引きつっているだろうし……。

「清姫」

　ふいに、両手で頰ほおを包まれた。付着していた汚よごれを拭ぬぐうように。

「わたしの女め神がみが、卑ひ屈くつな顔をするな」

「え……、あ」

「そうまで苦しんでいるのに、なぜとめた。なにをしようと、ここにはわたしとおまえしか知る者はおらぬ。それでも、愚かな者の命を護まもるのか」

「遠凪さんが怒ってくれてるから、もういいんです」

　なんとか微笑ほほえむことができた。それなのに遠凪さんはもっと表情を硬かたくし、なにかを振り払はらうように横を向いた。

「なぜわたしは、おまえを前にするとおのれの立場を忘れるのか。憎にくしみが薄うすまるなど。か弱き者が、つまらぬせいなのか」

　遠凪さんが、おろつく私の身体を引き寄せる。懐ふところにしまいこむように、抱きしめられた。

　鼓こ動どうが跳はね上がる。またあの不可解な感情に動かされ、拒きよ絶ぜつができない。

　ずっと一緒にいたい、と別の私が強く願っている。いったいどうなっているんだろう？

　──胡こ汀てい。私、どうしたらいいの。

　私はとても、苦しくなった。
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　決して眠ねむるつもりなんかなかったのに、遠凪さんに瞼まぶたの上を優しく撫なでられた瞬間、意識にじわりと黒い幕が下りてきた。

　力を失ってぐらつく私の身体を、遠凪さんがそっと支え、樹木のもとに寄りかからせる。

　置いていくつもりなんだとわかった。

　途と切ぎれそうになる意識のなか、必死に、行かないでと願う。

「帰き鼓こ廷ていへ戻もどれ、知夏。ここでおまえに会うつもりはなかった。安全な地で、ずっと守られていればいい。そうして我ら、互たがいを遠ざけていれば、憎むことも慕したうことも──」

　ぎこちなく頰に触ふれる指。離れるのが惜おしいというように、何度も撫でられる。

「わたしはいったい、なにを迷うようになったのか。憎き女神の末まつ裔えいを奪うばえる機会というのに、逃のがそうとするなど。知夏があまりに愚かゆえか。見るからに凡ぼん庸ようゆえか」

　……。わあ、今一いつ瞬しゆんだけ意識がはっきりしました遠凪さん。

「わたしのなかに滑すべりこむな」

　遠凪さん。

「普ふ通つうの男と女なら、よかったのに」

　ひどく憂うれいに満ちた無念そうな声だった。

　私はどうしても、そう呟いた遠凪さんの表情を見たくなり、身体からだに力をこめた。

　だけど瞼は開かない。乾かわいた冷たい指が、私の唇くちびるをまさぐる。なんだか口づけるみたいな甘い指だった。

　その感かん触しよくに鼓動がどくりと大きく動く。土のなかから根を引っこ抜ぬくかのように、なにかの記き憶おくが殻からを割り、芽を伸のばそうとしていた。

　──私はこの指を、知っている。

　私とは、誰だれ？　緋ひ宮みや？

　答えが見つかる前に、またあの電流が走るような苦しさが全身を巡めぐった。

「我らが王、こちらにおられたか！」

　ざざ、と土を蹴けり、近づいてくる音がした。私のそばから遠凪さんの気配が遠ざかる。

「その娘むすめは──」

「ああ、おまえは清姫に会ったことが──」

「──架か々が裏りの神しん殿でんで──」

　二人の会話が、切れ切れに耳に届く。典てん田でん山ざん、夕ゆう秘ひ関門、襲しゆう撃げき。

　……襲撃？　なんの話だろう。尋たずねたいのに声を出せない。指一本も動かせない。

　必死に働かせていた意識も、ここで急激に落ちていく。

　行かないで、遠凪さん。私を一人にしないで。

　あなたは、我が君、私の──。







　三章







　目覚めたら、朝だった。

　遠凪さんになにか呪じゆ術じゆつでも仕し掛かけられたらしい。樹木にもたれかかったまま一晩爆ばく睡すいしてしまったようだ。山中に置き去りにするなんてひどい、と寂さびしくなったわけですが、ふと、左手の小指に覚えのない青い糸が一巻きされていることに気づく。

「なんだろ……？」

　不思議に思ってそれを外した瞬間、周囲に薄く立ちこめていた霧きりが、ざあっと波が引くように消えていった。呆あつ気けに取られたのち、不自然に視界が開けた理由に思い至る。これ、もしかして遠凪さんの結界とか。私が目覚めて糸を外すまで、この霧に守られていた？

「と、ときめくな。違う、違うんだってば、胡こ汀てい一筋……」

　勝手に高鳴る胸に困り果てながら独白し、そこで我に返る。一晩ここで明かしたってことは。

「朝火さんはどうなったの。胡汀たち、どこ？」

　血の気が一気に引いていく。遠凪さんといるあいだ、心が完全にこの不可解な恋しさに惑わされてしまい、大事な人たちの安否に思い至らなかった。そんな薄はく情じような自分にぞっとする。

「どうしよう！」

　きっと皆みな、私のことを捜さがしているはずだ！

　私は慌あわてて立ち上がり、きょろきょろとあたりを見回した。

　沈しずんだ色合いの景色がどこまでも続いている。灰色の葉が物悲しげに落ちる朝の山。木立の奥は、不安しか存在しないかのように薄うす暗ぐらくぼんやりとしていた。

「どこにいるのか、全然わかんない……」

　心細いし、また皆に迷めい惑わくをかけてしまったし、踏ふんだり蹴ったりの心境だった。

「どうして私っていつもいつも……、ダメなの」

　両手で頭を搔かきむしる。手を抜いたりサボっているわけじゃない、自分では一いつ生しよう懸けん命めいやっているはずなのに空回りばかり。

「捜さなきゃ」

　泣き言を振ふり払って、とにかく周囲を回ってみることにする。

　自分の居場所を伝えるために、声を上げながら捜すべきかと思ったんだけれど、それはそれで躊躇ためらわれた。山中で大きな音を立てれば、危険も招くことになるんじゃないだろうか。たとえば、昨日の男たち。飢うえた獣けものなども。

「胡汀、朝火さん、白雨さん、伊織さん」

　小声でみんなの名前を呼び、走り回る。

　前にも、こんなふうに一人で山のなかを進んだことがあった。

　あのときと今では、置かれた立場はきっと雲うん泥でいの差というほど違ちがうだろうに、同じ行動を繰くり返している。進歩のなさに、鼻の奥が熱くなる。

　険しい山道を進むのに長衣が邪じや魔まで、途と中ちゆうで脱ぬぎ捨てた。それから再び走り出したんだけれど、しばらくののち、なにかが背後から追ってくることに気がついた。

　人間の足音とはリズムが違う。獣の足音？　これもまた前と同じ？

　緋宮と呼ばれる身分を持っても、今の私にできることはやっぱり変わらず、木の上に避ひ難なんするだけ。情けないにもほどがある。

　目に留まった樹木の幹に足をかけたところで、そんな自分が嫌いやになった。

「戦える。私、緋宮じゃないか。自分の身くらい、自分で守らなきゃ」

　ぐっと拳こぶしを握にぎり、力強く振り向く。その瞬しゆん間かん、がしぃぃっとなにかが肩かたにぶつかってきた。か、嚙かまれたー!?

「知夏！」

　嚙まれた、というより飛びつかれた。椰や真まちゃんに。

「や、椰真ちゃんっ、今心臓が消しよう滅めつしそうになったから……！」

「知夏、知夏、無事なのか」

　会えて嬉うれしいんですけれど、ほんと驚いたっていうか、うわああ！

「緋宮！　ご無事か！」

　獣の足音が近づく。危険な獣じゃなくて、緋ひ剣けんたちを乗せた司し狼ろうが地面を蹴る音だったんだ。

　司狼を乱暴に止め、剣けん士したちがばたばたと私のそばに駆かけ寄ってくる。

「緋宮！」

「わ、わっ、白雨さん！」

　椰真ちゃんの次は、白雨さんに抱きつかれた。胡こ汀ていや伊織さん、あっ、朝火さんもいる！　長おささんはどうなったのか聞きたいけれど、白雨さん、ちょっとその、く、苦しい。

「ばかめ！　なぜそうまでみすぼらしいなりになっている、どこを怪け我がした！」

「ごっ、ごめんなさい、怪我してません！」

「紛まぎらわしい格好をするんじゃない！」

「はい！　すみませんっ、もうしません！」

「謝ればすむとでも！　調子に乗って飛び回るからこんな襤褸ぼろ切きれのようになるんだ！」

「ご、ごめんなさ、あっ、その、違ちが」

「白雨、放してやれ。緋宮を絞しめ殺す気か」

　朝火さんが呆あきれたようにそう言った。すると白雨さんが、私を抱だきしめたまま顔を朝火さんに向け、怒いかりさめやらぬ様子で睨にらんだ。

「うるさい！　そもそもおまえが身勝手な真似まねをしたせいで、緋宮を見失ったというのに！」

　朝火さんがとても不ふ機き嫌げんそうに顔を歪ゆがめた。わ、わあ、前よりさらに険悪になっている。

「……無事なのだな？」

　睨み合う二人を無視して胡汀が近づいてきた。あ、疲つかれた顔をしている。だけど、深い安あん堵どが眼まな差ざしに滲にじんでいた。

　私はうなずくことで精せい一いつ杯ぱいだ。もっとたくさんの言葉がほしい、声が聞きたいと思ったのに、すぐに目をそらされる。身分という壁かべに阻はばまれたせいだけじゃなく、胡こ汀ていに距きよ離りを置かれているのがはっきりとわかった。心が、遠くなったように思えた。

「ご無事ですか。どこもお辛つらいところはないのですね？」

　伊織さんも私のそばに立ち、深い息をついてからその場に屈かがんだ。脱だつ力りよくしたみたいだった。

「ごめんなさい、伊織さん。捜してくれて、ありがとうございました」

「よかった、見つかって」

　伊織さんが少し顔を上げ、はにかむ。

　じんときたとき、穂ほ野のさんたちが地面に片かた膝ひざをつき、私に潤うるんだ目を向けた。「ご無事でなにより」と口々に安堵の声を発する。私も再会の喜びに胸を熱くしながら、小さく手を振った。白雨さんにしがみつかれているので、こうする以外の動きが取れない。

「朝火さん、身体からだは大だい丈じよう夫ぶですか。あの、長さんは」

　気になっていたことを尋ねると、朝火さんは珍めずらしくも感情まみれな子どもっぽい顔で私を睨んだ。すっごく腹立たしそうで、不満そうで、ちょっとだけ恥はずかしそう。

「問題はありません」

「長さんは身体から消えた……？」

「おそらく。宮の焼しよう失しつとともに滅ほろびたのかと」

「長さんも蛇へび神がみ一族たちもすべて、失われたってこと？」

　私は唇くちびるを嚙み締しめた。滅ぼしたかったわけじゃない。神様を安心させ、説得するために帰き鼓こ廷ていをあとにしたはずなのに。神も蒸む槻きの一部なら、それは緋ひ宮みやが守るべき存在のはずだ。

「──この男を隔かく離りしたほうがいいのでは？　本当にもう取り憑つかれていないのか、しれたものではない」

　白雨さんの罵ば倒とうに似たきつい声こわ音ねに、朝火さんが顔を強こわ張ばらせた。目め尻じりがうっすらと色づいているのは、怒いかりの他ほかに屈くつ辱じよくもあるんじゃないかと思った。

「怪あやしい気配は、感じないが。だが、蛇一族は呪術に長たけている。憑ひよう依いを最も得意とする種族ゆえに、完全には読み切れない」

　胡汀が片手を朝火さんの額に置き、目を覗のぞき込む。皆に疑われる状じよう況きように腹が立ったらしい。朝火さんは嫌そうにその手をばっと払はらいのけた。

「問題ないと言っている」

　すごく意固地になっているのがわかった。胡汀も気づいたんだろう。今は刺し激げきしないほうがいいというように、ちらっと白雨さんたちを見て、深追いをやめる。

「我ら、あなたを一晩中捜し回った。剣士たちを休ませねば」

　表情と同じ、硬こう質しつな声で朝火さんがそう言った。しどろもどろに謝罪する私を冷めた眼差しひとつで黙だまらせると、朝火さんはさっさと司狼にまたがった。

「山やま裾すその付近に集落がある。そこで休息を取る」

　言い捨てて司狼を進ませる朝火さんのあとを、私たちは慌てて追った。

　一人じゃ騎き乗じようできない私は、朝火さんの次に司狼の扱あつかいが得意な伊織さんと同乗させてもらった。親切な伊織さんは、私に振しん動どうを与あたえないよう丁てい寧ねいに司狼を操あやつった。

　朝火さんの説明通り、しばらく進んだ先に集落があった。私が昨日訪おとずれた集落とは別のところだ。

　家屋のあるほうに司狼を進める。ここの集落のつくりは独特で、田畑に囲まれる形で中心部に建物が密集していた。地形の関係らしかった。高地に家屋、低地に田畑がある。

「──枯かれている」

　後ろに座る伊織さんが小声で独白した。住居区に進むには、田畑のあいだに設けられた畦あぜ道みちを抜ぬける必要があった。否いや応おうなしに目に入る枯れた土地。水が通っていない。白茶けた雑草が、ひび割れた田の上で靄もやのように渦うず巻まいている。

「人がおらぬな」

「山裾の被ひ害がいは甚じん大だいのようだ。木々すら死んでいる」

「土地を諦あきらめ、集落の者は移動したのだろう」

「──気の重いことだ。平民が無断で土地を捨てることは許されぬ。都の騎き土どたちに報告をせねばな」

　先頭を行く朝火さんと胡こ汀ていの会話に、私は息を止めた。きど、ってなんだろう。会話の流れから判断すると、犯罪を取り締まる剣士って感じがする。領主から割り当てられたこの地を、集落の人が見限って引っ越こしたため、処しよ罰ばつするという意味なのか。

　生きるために仕方なくそうしても、捕ほ縛ばくしなきゃダメなんだ。

「ないとは思うが、一応。人が残っていないか確かく認にんをせよ」

　朝火さんの号令に、剣士たちがそれぞれ散った。

　集会所らしき広い建物を借りることにして、司狼を杭くいに繫つないだり、背から荷を外す。その後、私も椰や真まちゃんを肩にはり付かせて、周辺を見回ることにした。白雨さんが付き添そってくれる。

　生活水として使われていたはずの、田畑の脇わきを通る小川の前で、私たちは足をとめた。

　川は隅すみ々ずみまで乾かわいていた。川べりになにか異様な木の棒が立てられている。磔たつ刑けいを連想させるような──。

「人柱を立てたな！」

　怒りのこもった声を絞しぼり出し、白雨さんが縦木に触ふれた。

「磔はりつけ棒ぼうに、名が刻まれている。女の名だ」

　かすかに身体が震ふるえた。真っ先に犠ぎ牲せいとなるのは、弱い立場の人。遊女や無位の者。

「でも、集落が無断で人柱をするのは、確か禁じられているはずじゃ……」

　胡汀も以前にそんなことを言っていた。神事を取り仕切るのは、私たち帰き鼓こ廷ていに属する者だ。

「儀ぎ式しきで災わざわいがおさまるのなら、曲きよくを管理する貴人は見てみぬふりをする。そうすれば、都には──帰鼓廷の神巫かんなぎどもには漏もれずにすむ。そんな話は、よくあることだ」

　よくあること。真実なんだろう。生きるために、他人を殺す。

「だが、生け贄にえを捧ささげても、ここの土地神は去ったか」

　怒りを静めて、白雨さんはぽつりと告げた。

　蒸む槻きにおわす数多あまたの神々。各地、各集落を見守る神様たち。いわば座ざ敷しき童わらしのような、豊かな実りを与えてくれる小さな神様だ。

　それが、去っていく。神しん花かが咲さかず加護を失って衰おとろえる大地に見切りをつけ、散り散りになる。そうして、さらに大地は死にゆく。

「緋宮、向こうに祠ほこらが」

　こっそりあとをついてきていたらしい伊織さんが隣となりに立ち、一番奥まった場所にある田畑の方角を指差した。私は彼の案内のもと、祠に向かった。

　緋剣や剣士たちが全員、そこに集まっている。

　神木めいた巨きよ木ぼくのそばにある祠は、骨のように白い岩石を抉えぐって作られたシンプルなものだった。その手前に設けられた田畑の一画だけは、他と違ちがってかなり小さめながらも、とても綺き麗れいに耕されているのがわかった。それに、赤と緑の縄なわを用いた木もく柵さくが張り巡めぐらされている。なにか、重要な作物でも植えていたかのようだった。

「──神花の田です」

　朝火さんが、重い声で言った。私は田を凝ぎよう視しした。

「以前、土老人をお招きしましたね？　あなたは神花の種をお渡わたししたはず。地神の長おさである土老人がそれぞれの土地神たちに種を配り、あの祠に届けられるのです。集落の者はその種を田に植える。楽らく奪ばい月つきに咲く唯ゆい一いつの花が土地の枯こ渇かつを防ぐ。世は、循じゆん環かんの定めです。土地神たちは、おわす地の気を取り込み、人を見守る。人は土地神を敬い、実りを捧ぐ。だが、天てん祖その加護を失い地の乾きがやまねば、定めの環わが割れる」

　私はその説明を聞きながら、乾いた田を言葉なく見つめ続けた。

　神花が咲かない。この蒸槻でもっとも許されざる罪のように思えた。

　咲かせたい。心の底から、咲かせたいのに。

「あそこに、通つう門もんが」

　胡汀が田の中央を指差した。崩くずれかけの、ぼろぼろの通門が見える。大きさは二十センチもない。神様に捨てられた門だ。

　私はそちらに近づいた。割れた門の上部に、鬼おに顔がおのムカデが乗っていた。門をかじっている。

「蟲むし鬼おにがいる。通門の神気を食くらおうとしているのか」

　私を後方へ下がらせようとする胡こ汀ていに首を振ふり、蟲鬼を睨にらむ。

「待て、緋宮。それに触れては──」

　私はむんずとその蟲鬼を摑つかんだ。虫苦手、なんて気持ちはもう、どうでもよくなってきた。背後で動どう揺ようしている剣けん士したちを無視し、私は思いっきり振りかぶって蟲鬼を遠くにぶん投げた。

　それから、頭に挿さしている簪かんざしを一本抜き、ざくっと門の横に突つき立てる。

「護まもられますように」

　ぱんぱん、と二回、手を叩たたいてお祈いのりした。お守りがわりになればいいと思った。

　立ち上がり、皆みなの側そばに行こうとして、ふらつく。

「緋宮！」

　手を差し伸のべる皆に、私は頑かたくなに首を振った。

「大だい丈じよう夫ぶ、一人で立てますから……少し待ってください」

　私はゆっくりと息を吐はき、地面に膝ひざをついた。たちくらみがおさまるまで、深い呼吸を繰くり返す。そして、神花の芽すら見せない乾ひ涸からびた土を叩いた。

「咲いて。咲いてよ」

　引きちぎるように、土を摑む。

　どうして咲かないんだろう。気が触れそうになるほど強く、咲いてほしいと願っても叶かなわない。そのかわりにまた、あの嫌いやな痺しびれに襲おそわれる。なにかがお腹なかのなかで渦うずを巻いているようだった。ざわりと耳鳴りまで聞こえる。人の話し声だろうか。誰だれかに呼ばれている。

「緋ひ宮みや？　立てないのか？」

　白雨さんが気き遣づかわしげに私の肩かたに手を置いた。少しだけ痺れが遠ざかった。

　蒸む槻きに来てからいったい何度、身体からだが引き裂さかれるような思いを味わい、「ごめんなさい」っていう言葉を繰り返しただろう。

「ごめんなさい」

　謝っても謝っても、まだ足りない。
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　一晩、この集落で過ごすことになった。

　徹てつ夜やで捜さがし回ってくれた剣士たちに、きちんと休息をとってもらいたかったからだ。彼らは休まずとも平気だと主張したけれど、緋宮命令でなんとか従ってもらった。

　遠凪さんの呪じゆ術じゆつでたっぷり眠ねむることができていた私は、見張り番の剣士を残して皆が休むなか、背中に無言の椰や真まちゃんをはり付けて神花の田畑へと向かった。

　木柵の前で一度足をとめ、空を仰あおぐ。

「今って夕方くらいなのかな……、変な天気だ」

　そろそろ夜が近づく時間で、空には一面、灰色の厚い雲が敷しかれているのに、闇やみの薄うす暗ぐらさを感じとれない。どこか色あせ、白々とした奇き怪かいな明るさがある。

　これも楽らく奪ばい月つきの影えい響きようなんだろう。私は視線を正面に戻もどし、田畑のなかへと足を進めた。

　帰き鼓こ廷ていでは蕾つぼみこそ開かないものの、芽自体は伸びていた。それは神巫かんなぎたちの呪まじないと、よく手入れのされた肥土があったからだ。

「咲いて、神花」

　私は田の真ん中で屈かがみ、土を軽く叩いた。水気を失い乾ききった田は、手のひらを汚よごすこともない。地面に爪つめを立て、がりがりと削けずってみる。石のように硬かたい土だった。

「まずは水を通さないといけないよね。でも、川が涸かれちゃっている。他に川はないのかな。ここから一番近いところで……」

「水脈は遠いぞ、知夏」

「そうなんだ……。ねえ椰や真まちゃん、緋宮って神じん力りよくを持つんだよね？」

「けき」

「私もその、神力っていうの、使えないの？」

「くき…」

　椰真ちゃんがもぞもぞと背中で身じろぎし、頭上からさかさまに覗のぞき込んできた。椰真ちゃんの長い髪かみがばさりと囲いのように垂れてくる。

「碁ご子こを呼べるだろう？　それに、鉄を操あやつれる」

　慰なぐさめるように、椰真ちゃんが優やさしい声で言う。

「そうだけど……、胡こ汀ていや架か々が裏りさんのように呪じゆ文もんを唱えて大だい蛇じや呼び出したりとか、川を蘇よみがえらせたりとか」

「──神力は、万ばん能のうではない」

　私の言葉に答えたのは椰真ちゃんじゃなくて、こっちに近づいてきた胡汀だった。

「あっ胡汀、だめだよ、寝ねていないと」

「呪術を使いたいのなら、まずその呪文を学ぶのが先。剣けんと同じで、使い方を知らねばおのれの身を傷つける」

　胡汀は涼すずしい顔で私の言葉を無視し、真正面に片かた膝ひざを立てて座った。水みず袋ぶくろと干ほし柿がきに似た食べ物を差し出してくる。

「食べなさい。食し、眠る。この二つが欠けると気が乱れ、身を損そこなう」

　私は恐おそる恐る受け取った。微び妙みように視線を合わせてくれない胡汀に、少し傷つく。

　干し柿の半分を椰真ちゃんにあげ、水袋の水をそうっと地に流してみた。こうしたらジャックと豆の木みたいに、勢いよく神花が生えてこないかな。

「緋宮。他ほかではなく、まずおのれの身を尊べ」

　咎とがめる声に、私はびくっと手をとめた。やだなあ、胡こ汀ていにまで、緋宮って言われるの。

　暗い気持ちでそう考えたときだった。まさか心の声が届いたはずじゃないだろうに、胡汀が突とつ然ぜん、「知夏！」と強く名前を呼び、私の腕うでを摑んだ。

「おまえ、これは？　滸こ楽らくの嚙かみ痕あとが広がっている！」

「あっ」

　しまった。ばたばたしていて、手首の痣あざを隠かくすのを忘れていた。

　緋宮の立場で、仇きゆう敵てきである滸楽がつけた痣の変化を隠すことは間ま違ちがっているんだろう。

　そうわかっていても、言葉を発せない。これを見せたら遠凪さんが悪く言われるかもしれないっていう思いが、胸を占領しているせいだ。

「知夏、なぜ言わない！　帰き鼓こ廷ていを出てからこうなったのか？」

　私は視線をさまよわせたあと、胡汀に摑まれている自分の腕を見つめた。そして、驚おどろく。昨日よりもさらに痣の範はん囲いが広がっている？

　一センチくらいの幅はばで、ブレスレット的に手首にぐるっと浮うかんでいた蔦つためいた痣が、いまや五センチくらいにまでなっている。これともしかして関係があるんだろうか、胸を突くような痺れとお腹のなかでなにかが蠢うごめく感覚も頻ひん度どを増している気がした。

「いつからだ？　痛みは？　他に変わったところはないか」

　私は曖あい昧まいに首を振った。なんだか本当に自分が別の生き物に変わってしまいそうだ。

　怖こわい、と純じゆん粋すいに思った。胡汀に、心のままにそう伝えようとして、とどまる。

　もうそんなふうに親しく感情を明かすことはしちゃいけないんだろう。相手に甘えすぎてきたから、佐さ基きさんを失ったんだ。大人になって、なんでも一人で耐たえる訓練をしないと。

「知夏。答えないか」

「……大丈夫。とくに痛みもないし、そのうち消えると思うから」

　顔の筋肉を緊きん張ちようさせて、毅き然ぜんと答えたつもりだった。なのに胡汀は、弱ったような顔をした。

　私の背中にはりついていた椰や真まちゃんが、ふいに怒おこった声を出した。「胡汀が悪いぞ。知夏はおまえの素っ気ない態度に悩なやみ、落ち込んでいる」と、きっぱり暴ばく露ろしてくれた。

　……や、椰真ちゃん、なんてことをこの場で言うかな！

　慌あわてて視線を後ろに向け、椰真ちゃんに、それ以上言わないで、と合図すると、またさかさまに顔を覗き込まれた。「椰真は知夏を応おう援えんしている。胡汀は鈍どん感かんだ」と凜り々りしく言ってくださったが、違ちがう、激しく厚こう意いがずれています！

　ああ顔に熱がたまる。首まで真っ赤になっている自信がある！

　胡汀の視線を濃のう厚こうに感じながら、荒あれ狂くるう心を暴あばかれないよう深く項うな垂だれたときだった。

「おまえをどう扱あつかっていいか、わからない」

「……は、はい？」

　予想外の言葉に顔を上げると、妙みように眉み間けんに皺しわを寄せながら悩む胡汀の姿があった。胡汀さん、悩み方も大変偉えらそうで……や、なんでもない。

「だが今は、俺やおまえの感情がどうであれ。神巫かんなぎたちを刺し激げきせぬようにしたほうがいいのだろう？　我がを張ればさらに状じよう況きようが悪くなる」

　私は、胡こ汀ていの言葉の意味を真しん剣けんに考えた。胡汀も私と同じ戸と惑まどいを抱かかえているってことなんだろうか。それでわざと距きよ離りをとった？　これ以上、引き離はなされないように……？

「だいいち、娘むすめの扱あつかいなど得え手てではない」

「えー…」

　深刻な葛かつ藤とうを脇わきに追いやり、つい胡う乱ろんな目で見てしまった。

　うっそつきーぃ。あれだけかわいい美鳥たちに囲まれてちやほやされてたくせに、娘の扱いなど知らんと。どの口が言うんですか。

「はーん、わざわざオレサマが気配りせずとも美人たちが甲か斐い甲が斐いしく奉ほう仕ししてくれるぜー、という羨うらやまし過ぎるハーレムな過去……、や、やだ、久々の虐ぎやく待たい、いたたっ」

　そんなに強く髪を引っ張られたら抜ぬける、抜けます。

「ごまかすな。この痣あざの広がりはどうした。おまえ、そもそもどうやって一人で蛇へび神がみの巣そう窟くつを抜けた。一晩、山中をさまよったのか？」

　お互たがいの無事に安あん堵どする気持ちが先にたち、それからここまで慌ただしく来たため、詳くわしいことを突つっ込んできたのは胡汀が初めてだった。状況が落ち着いたら、誰だれかに尋たずねられるだろうなとは思っていたけれども。

「ちゃんと答えろ。まさか滸こ楽らくに会ったのか？」

　鋭するどい。でも私は正直にうなずけず、ぐっと唇くちびるを結んだ。

「知夏！　隠すな！」

　怒られたときだ。

「なにを騒さわいでいる？」

　不ふ機き嫌げんそうな朝火さんが姿を見せ、こっちに近づいてきて、胡汀の横にどかっと座った。どうも朝火さんは、蛇一族の長おささんに憑ひよう依いされた腹立たしさがおさまらず、眠ねむれずに外をうろついていたらしかった。

「朝火。帰き鼓こ廷ていに戻ったほうがいい」

「なにを言っている？」

「緋ひ宮みやの手首にある痣が広がっている」

　私の腕を摑つかみ直し、朝火さんに見せる。

「緋宮？　これはいったい？」

　朝火さんの不機嫌さが一層増したように見えた。二人掛がかりで威い圧あつ的に睨にらまれ、額にじんわり汗あせが滲にじむ。どうしても遠凪さんを裏切りたくない。会ったことを、言いたくない。

　こうまで意固地に遠凪さんを守ろうとする私は、本物の「私」なんだろうか。

　どうすればこの場を穏おん便びんにやり過ごせるか、突とつ破ぱ口こうを探して視線を動かしたとき。

　先ほど水を注いだ地面から、密ひそかに碁ご子こちゃんが顔を出していることに気づいた。碁子ちゃん、結構前から出現していたっぽいけれど、空気を読んで静かに待っていたらしい。

　私が見つめると、「知夏！　気づいてくれて嬉うれしいぞ！」とちびた羽をばたつかせ、ぽんっと飛び出してくる。そのあとに続き、ぽこここっとおよそ十羽ほどが湧わいて出て、座り込んでいる私の太ふと腿ももに寄り添そう。か、かわい……くない、ごめん碁子ちゃん。

「って、椰や真まちゃん、どうして一羽わをつまみ上げ……？　だ、ダメッ碁子ちゃんを食べたらダメ！」

　ぱくんと口に放ほうり込もうとする椰真ちゃんの手から、碁子ちゃんを急いで救出する。かわいそうに、恐きよう怖ふのあまり碁子ちゃん仮死状態！

　他の碁子ちゃんたちが、「おまえなんか嫌きらいだ嫌いだ、向こうへ行け」と怯おびえながらも抗こう議ぎをするように飛び跳はね、ざざっと逃にげていく。

「碁子ちゃん、待って！」

　私は立ち上がり、傷心中の碁子ちゃんたちを追った。この流れを借りて、胡こ汀ていたちの問いをかわす目的もあった。

　ずいぶん濃のう密みつな怒ど気きをまといつつも、胡汀たちが仕方なさそうに私のあとを追ってきた。

　碁子ちゃんたちの動きは案外すばやく、ええ、あの、全国の女子に悲鳴を上げさせる某ぼう黒い虫的速さで……木立のあいだを器用に縫ぬい、逃げていく。

　お、追いつけない！　走り回るうちに集落からかなり離れたみたいだ。木々の種類が異なる一帯にまで来ちゃっている。もしかして別の曲きよくに突とつ入にゆうしているかも。

「待て、知夏！」

　胡汀が突然、私の腕を後ろからひっぱり、動きを封ふうじた。走っていた勢いをすぐには殺せずにつんのめった私を庇かばい、両りよう腕うでで抱だきとめる。ああっ、この一いつ瞬しゆんで碁子ちゃんを見失った！

「あそこにも通つう門もんがある」

　胡汀の視線を追うと、確かに、上空で枝が絡からみ合う二本の樹木のもとに、子どもの背せ丈たけ程度の通門があった。そこから猪いのししくらいありそうな大きさの、ぬるんとした生き物が這はい出てきた。まるで、ナマズのような形だ。

「──ぬまごえ様!?」

　私は思わず叫んだ。ナマズといえば、ぬまごえ様だ。緋宮として目される前、山やま越ごえ途と中ちゆうで出会った、どこかおかしみのある沼ぬま神がみ様。

　その黒いぬるっとしたものが、私の声に答えるように振ふり向いた。

「ぬまごえ様、じゃ、ない……」

　茶色いぶちのある、でかナマズだ。ぬぼっとした顔はぬまごえ様によく似ているけれど、大きさも色も違う。

「わしを呼び止めるとは、おまえ様、何者か？」

　訝いぶかしげに、ぶちナマズがひれを動かした。

「ぬまごえと言うたな。沼主たる我が長を知っていると？」

「長？」

　ナマズ一族……沼神一族の長が、ぬまごえ様ってことなのか。

「ん？　おまえ様、まぶしい気をお持ちだが。ちっぽけな小こ娘むすめにしか見えぬが、どこぞの、おんなかみでいらっしゃるのか？」

　いやあ、さすがぬまごえ様の一族、口が悪いです。

　ぶちナマズが、くるんと身を捩よじり、変へん化げする。十二、三歳の将来有望そうな少年にだ。ちょっと目つきが生意気そうだけれども。

「わし、ときごえ。おまえ様は」

「あ、あの、私、知夏と言います！　ぬまごえ様の元花はな嫁よめ候補でした！」

　真実を告げたというのに、ときごえ様だけじゃなくて静観していた胡こ汀ていや朝火さんまでも「うっそだぁー。こんな阿あ呆ほ鳥どりがなんで神の花嫁候補になれるんだ。見み栄えはんなや」ってな大変許せぬ顔をしました。

　しかし、ときごえ様は私をじっくり眺ながめると、お、と納なつ得とくした様子でうなずいた。

「さようか！　我が主あるじ様より聞いておるぞ、きさまが知夏か。新しん暦れきの護ご女じよよな？　噂うわさ通り、陳ちん腐ぷな顔だな！」
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　ちょっ、おまえ様呼びからなぜ「きさま」に格下げ。ぬまごえ様、私のことをいったいなんと説明してるんですか。

「して、なに用か？」

　私はここで、はっと自分の役目を思い出した。

　神様たちを引き止める作戦だったじゃないか！

「ときごえ様、どちらへ？」

「どちらもなにも。わしの住すみ処かが枯こ渇かつしたゆえ、越こさねばならぬ。蜜みつ葉はの森が枯かれたのよ。さすれば地の毒が溢あふれ、とてもとても、住めたものではない。護女め、神しん花かを咲さかせぬとは。我ら蒸む槻きの神々に、なぜこのような惨むごい真似まねができる？」

　恨うらめしげに睨まれ、私は困った。

「もしや、我が主様が、きさまになんぞ無体な真似をしたのか。その、嫁よめ入いり前に。それで主様を捨て、かような仕打ちを？」

「頰ほおを染めないでくださいときごえ様。違ちがいます違います！」

　つまらん、と不満そうに溜め息をつかれてしまった。こんないたいけな美少年顔をしているくせに、中身エロ親父おやじですか。

「わざと神花を咲かせないわけじゃないんです。私、どうしてなのか神じん力りよくが安定してなくて、それで神花が咲かないみたいなんです。だけど蒸槻を守りたいです。お願いです、この国から去らないで」

　その場に正座し、頭を下げる。緋宮、と朝火さんが驚おどろきの声を発した。

　椰や真まちゃんが私の背から離はなれ、隣となりにちまりと座って、同じように頭を下げる。胡こ汀ていもまた、無言で片かた膝ひざをついた。すると、ちょっぴり渋しぶ々しぶと言いたげに朝火さんも倣ならった。

　しばしの沈ちん黙もくが広がる。答えをもらえるまで、てこでも動かないつもりだった。

「……護女よ」

「はい！」

「我が主様がな、地を捨ててやるな、と言うていた。新暦の護女は、間が抜ぬけているが、よき娘むすめだからと」

「ぬまごえ様が……？」

「なれども、わしらはきさまを知らぬ。住処を移らねば、わしのつかわしめたちが衰おとろえる」

　さっきまでのどこかとぼけた明るさを消し、その幼い美しさには不ふ釣つり合いな、厳げん粛しゆくな眼まな差ざしを見せる。

「護女、この、戸と味み境きようが主たる『ときごえ』が問う。神の名をもって、わしらに誓ちかうか？　地を護まもりきれねば、女め神がみの末まつ裔えいであるその輝かがやく命をもって蒸槻を蘇よみがえらせると」

「沼神の一族ごときが、天てん祖そ陽女ひめ神がみの末裔に対し、かように無礼な誓いを迫せまるのか。身の程ほどを知らぬようだ」

　ときごえ様の言葉を侮ぶ辱じよくと受け取ったのか、朝火さんが立ち上がり、自分の手から護ご剣けん士しの特とく殊しゆな剣けんをとり出した。

　ときごえ様が、高みの者の目を朝火さんに向けた。

「人だとて、守らぬ神に用はなかろう。わしらとて、加護をもたらさぬ女神などには従えぬ」

「女神の加護にて生きながらえる者どもめ。縋すがるだけ縋り、もはや利用できぬと知れば、こうもたやすく背を向ける」

「朝火さん、待って。剣をしまって！」

　私は慌あわてて朝火さんを引き止めた。が、『緋ひ宮みや』を誰だれより慕したう朝火さんは、『私』の言葉には耳を貸さない。

「朝火！　剣をしまえと命じています。さがりなさい！」

　強く言うと、ときごえ様に斬きり掛かかろうとしていた朝火さんはぐっと眉まゆを寄せ、だけどもゆっくり剣をおさめた。それから従順に、私のそばに膝ひざをつく。

「ときごえ様、すみませんが誓えません。死んだあとのことは責任を負えないから。生きて、なんとかしてみせます」

　ときごえ様は淡あわく笑い、「さようか」とうなずいた。

「珍ちん奇きな女神のために、今少し、待って差し上げる。だけども猶ゆう予よはないぞ」

　ときごえ様は、するりと渋しぶい色合いの上衣を脱ぬいだ。上半身をはだけさせる。

　私は悲鳴を上げそうになった。ナマズ姿のとき、ぶちに見えたのは、ただの模様じゃなかったんだ。

　むごたらしいほど、ときごえ様の上半身はやせ細っていた。昔の椰や真まちゃんみたいに骨の形がくっきりと浮うき上がっている。皮ひ膚ふの大部分も壊え死ししたように黒く変わっていた。

「神も死ぬのだ、醜みにくき姿と化し」

　柔やわらかに、ときごえ様が言う。

　私はとっさに腕うでを伸のばし、ぎゅっとときごえ様を抱きしめた。とても細くて、枯れた匂においがした。神様だから、私よりも本当はかなり年上のはずだろう。

　だけどこの瞬しゆん間かん、見た目通りの、他者の助けを必要とする華きや奢しやな少年に思えた。

「はよう、救うてくれ、護女。苦しいのだよ」

　待っててやるから、とときごえ様が笑う。

　神花の咲かない代だい償しようを、私は再び嚙かみ締しめた。







　四章







　それから、数日をかけて私たちは神門のある夕ゆう秘ひ関門前の区画に到とう着ちやくした。

　ここに来るまでのあいだに、目に映る景色は荒こう野やと化していた。死んだ灰色の葉が地面を埋うめ尽つくす。裸はだかの木々は、まるで悪あく魔まの槍やりのよう。餓が死し寸前の狼おおかみの群れが、涸かれた川の溝みぞを力なく舐なめていた。こんなに急激に大地が枯れてしまうなんて、思っていなかった。

　だけど、さすがに関門付近は、賑にぎわいが見られた。人の行き交かう姿があることに、心底安心する。

　以前に見た関所と同様に、関門を挟はさんだ向こうとこっち側の両方に市いちが設けられている。この、上部が櫓やぐらとなっている赤い石門は、もちろん人間の通行用。

　目的の神しん門もんは、隠かくれ門だ。こっち側の市の横手に広がる山林のなかに設けられている。人間が不用意に入り込まないよう、呪じゆ術じゆつが仕し掛かけられているらしい。

　はやく神門の元へ行きたかったのに、皆みなに強きよう硬こうな態度で反対された。

　市のなかにある休み処どころで少し休むべきだと諭さとされ、問答無用で連れられてしまう。

「立ちくらみの回数が増えているだろう。ろくに歩けもせぬというのに、休まずにどうする？」

　胡こ汀ていに叱しかられ、私は表面上、大人しく従った。頻ひん繁ぱんにめまいが起きており、確かに不調続きだ。でも、のんびりと長く休んでなんかいられない。一時間だけ横にならせてもらったら、すぐに神門へ行こう、と内心誓う。

　私たちが入ったのは、最上階が東あずま屋や風に吹ふき抜けとなっているところだった。苺いちごとそっくりな果実をつける植物が螺ら旋せんを描えがくようにして壁かべに絡からまった、木造の五階建て宿屋。蔓つるからぶら下がる果実は今、萎しなびて黒ずんでいる。

　外観は、日本にあった五ご重じゆうの塔とうに少しだけ似ていた。あそこまで立派じゃないけれども。

　各階ごとに四つずつ部屋があり、通路は基本、縁えん側がわ的にぐるんと一周する形で外付け式。上階へ移動するときは、この廻り縁に設置されている丈夫な階きざはしを使う。一階に湯ゆ屋やや廁かわや、厨くりやが集まっている。

「ごゆっくり」

　休み処の主人は、私たちを三階の部屋に通した。そういえば緋ひ剣けん以外の剣士たちはどこへいったんだろう。宿の周辺を見回りに行っているんだろうか。

「痣あざがまた広がっている。滸こ楽らくの求きゆう婚こん痕あとを見たのは初めてじゃないが、こうも変化するものなどなかった」

　部屋に入り、床ゆかよりも高い位置に作られた、四柱式の木製の寝しん台だいに寝ねかせてもらったあと。寝台の端はしに腰こし掛かけた朝火さんがふいに私の腕を取り、そう言った。

　頭側にある柱のそばに寄った白雨さんが、「不敬だ」と言いたげに朝火さんの背中を睨にらんでいる。断りもなく触ふれた、ということが腹立たしいらしかった。

「胡こ汀てい、理由がわかるか？」

「……常として、滸こ楽らくに嚙まれた女は暗示状態に陥おちいると。その嚙んだ主を恋こいしがるというが。また、その滸楽にのみわかる独特の匂いを放つとも」

「ああ。俺もそう聞いている。しかし、それだけだ。なぜ緋宮の痣はこうも鮮あざやかに変化する？　そのくせ暗示には落ちていない様子」

　朝火さんの隣となりに胡汀も腰こしを下ろし、私の腕を見つめて深刻そうに眉を寄せる。

　嚙まれたことが原因で、自分の意志とは無関係に遠凪さんに惹ひかれているんだろうか？

　帰き鼓こ廷ていという強力な結界の場を出て、この痣が広がるにつれ、めまいや息苦しさが強くなっていったのは否定できない。でも、暗示という雰ふん囲い気きじゃないと思う。

「そうだな。これだけはっきりと痣が浮いているのなら、心が狂ふれていてもおかしくないのに、不調以外の変化が見られない」

「まれびとである影えい響きようか？　暗示に落ちにくいのかもしれない」

「さて。こればかりはなんとも……」

　二人の会話を聞きながら、私も仮説を立ててみた。この痣は暗示の域を飛び越こえて、もっと強く私に働きかけている気がする。身体からだの奥で眠ねむっていたものを目覚めさせるような、鋭えい利りな感覚。それは、嚙んだ遠凪さんでさえ予想外のことなんじゃないか。

「緋宮。まことに、これは滸楽が嚙んだのですか」

　しばし私の腕を矯ためつ眇すがめつしたあとで、朝火さんが探さぐるような目を寄越した。滸楽が嚙んだということは、バレている。その滸楽が王であることは、私と椰や真まちゃんしか知らない。

　寝台の柱に寄りかかっていた白雨さんが、つと、朝火さんの腕をひいた。

「休ませてやるはずではないのか。質問責めにして疲つかれさせてどうする」

　朝火さんは、嫌いやな顔をした。この数日の朝火さんは温和な笑えみで取り繕つくろうことをせず、生の感情をよく見せる。

「……では、お休みください」

　私がふらふらしていたのは事実だったからなのか、朝火さんは珍めずらしいことに皮肉なしで、白雨さんの言葉を受け入れた。でも、ばちばち睨み合っている。や、あのう、この張りつめた空気のなかでは休めない……。

　私は気を紛まぎらわすために、部屋に入ってからまだ一言も発していない伊織さんに顔を向けた。

　伊織さんは会話に参加せず、一人離はなれた位置にいる。柔らかな曲線を描く火灯窓の側そばに立ち、外の様子を真しん剣けんに観察している。

「伊織さん……？」

　おずおずと呼びかけると、観察に没ぼつ頭とうしていたっぽいのに伊織さんはすぐ反応し、こっちに来てくれた。

「なにか？」

　寝台の近くで片かた膝ひざをつき、さっきまでの硬かたい表情を消して優やさしく尋たずねてくれる。ご、ごめんなさい、とくに用事があったわけじゃないのに呼んでしまいました。

　私の顔つきを見て、ただ呼んだだけってわかったんだろう。それでも怒おこらずに、どこか初うい々ういしい微び笑しようを見せる。伊織さんと接するときって、自分も乙女おとめっぽい気持ちになってもじもじしちゃうんだけれど。

「あの、ごめんなさい。考えごとしてたんですよね？　邪じや魔ましちゃって……」

「用がなくとも、呼んでくださってかまわぬのです。それでお心安らかになるのなら、いくらでも」

「……ご親切に、その、ありがとうございます」

「……いえ、とんでもない」

　二人して恥はじらい、淡あわく赤面していたら、他の三人がすっごく冷たい目をして私たちを見た。「……わけなく許せんわ」「阿あ呆ほどもが」「邪魔してやるか？」と三人のあいだで、邪じや念ねん漂ただよう声なき声が飛び交ってます。こういうときだけ意気投合ですか。

「外に、なにか変わったものでも？」

　白雨さんが甘あま酸ずっぱい空気を叩たたき壊こわすように、どかっと妙みように男らしい仕草で寝台の端に腰かけ、伊織さんに尋ねた。普ふ段だんなら苦い顔をして行動を咎とがめるだろう朝火さんでさえ、つらっと知らぬふりをするとは。あのう、私のこと休ませてくれるんじゃ……？

「いや、なにもない」

　なにかある、といいたげな顔で否定されると、さらに探りたくなるのが人の心ってものです。

「──ないゆえ、奇き妙みようだと。どこの地も枯こ渇かつし、異常が見られるのに、ここには常通りの賑わいがある」

「平へい穏おんなのが逆に不思議、ってことですか？」

　驚おどろきながら聞き返すと、伊織さんが肯こう定ていするより早く朝火さんと胡こ汀ていが立ち上がり、火か灯とう窓まどに視線を投げた。

「おまえたちは、緋ひ宮みやのそばを離れるな」

　朝火さんが鋭するどく命じた。緋剣のリーダーは、やっぱり一番緋剣歴の長い朝火さんだ。こういう状況のときは、彼を嫌っている白雨さんも抵てい抗こうせずに従う。

「朝火、剣けん士したちは外にいるのか？」

「念のため、周辺を確かく認にんしに行かせている」

「合流を──」

　二人は会話をしながら、部屋に持ち込んでいた小刀や弓などを手早く身に備え、出ていった。

　室内に広がる緊きん張ちよう感かんにあてられ、私も落ち着かない気持ちになった。上半身を起こし、居残りを命じられた白雨さんたちの表情をうかがう。

「緋宮、起きてはいけない。寝ていなさい」

　白雨さんが酸っぱい口調で言った。

「私、今すぐ神門に行ったほうがいいんじゃないかな？」

　焦あせりに背を叩かれ、そう呟つぶやくと、二人が同時に首を横に振ふった。さらに、神しん出しゆつ鬼き没ぼつな椰や真まちゃんが現れ、みしっと爪つめを立てるようにして、わざとらしく背中にくっつく。……重石おもしがわり、ってわけですか。移動させないための。

　さりげなく二人までも、寝台からはみ出ていた私の衣ころもの裾すそを手で押さえているんですが。

　天あまの邪じや鬼くな気分になり、どう脱だつ出しゆつするかをつい考えこんだときだった。扉とびらの向こうから、声がかかった。

「──手て桶おけをお持ちしましたが」

　休み処どころの使用人らしかった。伊織さんが警けい戒かいの表情で立ち上がり、扉に近づく。だけど、開ける前に、ぴりっと全身に緊張感を走らせ、すばやく剣けんをとり出した。彼の動きを見て白雨さんが私を庇かばうように前に立ち、やはり、剣を手から抜ぬき出す。

「けだものの匂においがする」

　椰真ちゃんの警告が落ちた瞬しゆん間かん、再び声が聞こえた。

「手桶をお持ちしましたが」

「桶をお持ちしましたが」

「いりませんか」

「いらぬのか」

　次し第だいに嘲ちよう笑しようを帯びていく声。伊織さんが数歩下がり、剣を構え直した。起き上がって、伊織さんのほうへ行こうとすると、白雨さんが振り向いた。片腕を伸ばして私を自分の先へは行かせないようにする。私は白雨さんの背中にしがみつき、様子を窺うかがった。

　奇き怪かいなことが起きた。扉の貫木かんぬきが突とつ然ぜん、ぼろりと腐ふ食しよくして床ゆかに落ちたんだ。

　ぎっ、と耳みみ障ざわりな音を立てて、扉が開かれる。

　その瞬間、角を持った大おお犬いぬが群れをなして飛び込んできた。伊織さんは、一頭を斬きり捨てた。だけど大犬の、矢のような速さでは、一度に何頭も防ぐことは無理だ。

「白雨っ！」

　唾だ液えきをまき散らして飛びかかってきた一頭に、白雨さんが剣を突つき立てた。その腕うでがかすかに、震ふるえているのがわかった。帰き鼓こ廷ていでたくさんたくさん鍛たん錬れんを重ねてきたけれど、自分の手で生き物を斬るのは初めてに違ちがいない。

　かくいう私も、震えがとまらない。いかにも魔ま物もの的な容よう貌ぼうの鬼おにたちとやりあったことはあっても、こういう多少なじみのある犬形の獣けものと敵対する経験はなくて──待って、この獣……滸こ楽らく一族!?

　白雨さんが、もう一頭を斬り裂さいた。滸楽を殺す聖なる剣。滸楽たちが、ただの剣ではないことに気づき、やみくもに襲おそいかかるのをやめて壁かべ際ぎわにいったん引いた。

「椰や真ま、緋……娘むすめを、逃にがせ」

　白雨さんが両手で剣を握にぎりしめ、低く告げた。私を緋宮と呼ばなかったのは、滸こ楽らくに正体を明かすまいとしたため？

　椰真ちゃんが私を背後から抱かかえ、宙に浮うく。特とく殊しゆな剣を持つ二人があきらかに私を守っていることがわかったんだろう。滸楽たちの目が、私に集まった。

　出口は、彼らが飛び込んできたところだけだ。白雨さんと伊織さんは自らすすんで囮おとりとなるつもりらしく、注意深く私を見上げている滸楽たちに積極的に斬りかかっていった。

「や、椰真ちゃ……！」

「知夏、静かに！」

　椰真ちゃんが私を抱だきかかえ、部屋の出口を目指す。

　でも、外付けされている通路にも、伏ふく兵へいが待ち構えていた。曲がり角から突然襲われ、椰真ちゃんと一いつ緒しよに、通路に倒たおれ込んでしまう。

「椰真ちゃん！」

　通路の欄らん干かんに背中をぶつけ、その痛みに顔を歪ゆがめながら、離はなれた位置まで吹ふき飛ばされた椰真ちゃんに手を伸のばす。椰真ちゃん、羽が折れてる……！

　体勢を整えた滸楽が尾おを振り、椰真ちゃんに嚙かみつこうとしていた。私はとっさにそっちへ駆かけ寄って両手を広げ、怒ど鳴なり声を上げた。

「やめてっ！　嚙んじゃダメ！」

　その滸楽が動きをとめ、目を細めた。すぐさま、わああ！　飛びかかってきた！

「わ、わ!?　ちょっ……ぎゃあああ！」

　突とつ進しんされた……というか、その滸楽が自分の頭を使って、がきっと硬こう直ちよくしている私の身体からだをすくいあげ、背中に乗っける。あれよあれよという感じで、滸楽が通路のさらに外へと飛ひ翔しようした。そう、これって廻まわり縁えん。欄らん干かんを飛び越こえてしまえば、地に落下。

「ええええ！」

　私は思わず滸楽の背中にしがみつき、地面に激突する恐怖に耐たえた。滸楽は私を乗せたまま、音を立てて威い勢せい良よく地面に降り立った。あ、危な…っ、死ぬところだった、心臓破は裂れつしそうだった！

　転がるようにして滸楽の背中から降り、周囲を見回す。

　なにか異様だった。市いちのなかに人間と敵対する種族の滸楽が出現したというのに、どこにも混乱の様子は見えない。というより休み処からどすんと飛び降りてきた私たちって、かなり目立つはずだ。それでも、誰だれも驚かない。

「なんで？」

　茫ぼう然ぜんと独白した瞬間、ごく普ふ通つうに建物や天幕のあいだを行き交かっていた人々が、全員ぴたりと足をとめた。な、なにこの、すっごく怖こわい雰ふん囲い気き、おかしくない？

「女の匂いだ」

　足を止めた通行人たちが、ぽつり、ぽつりと呟き始めた。

　その不可解な言葉に、私は一歩あとずさった。通行人が皆みな、緩かん慢まんな仕草でこっちに目を向けた。全員が、男性だと気づいた。女は私だけだ。

「女の匂い」

　一番近くにいた、三十代くらいの粗そ末まつな衣をまとっている男性が、妙に獣じみた動きでぶるりと頭を振った。見る間に身体の形がひしゃげていく。

　私は腰こしが抜けそうになった。彼が大犬の姿に変わったからだ。

　伝でん染せんしたかのように、通行人たちが次々とぶるぶる頭を振り始める。

「こ、こんな……」

　通行人全員が滸こ楽らく一族だなんて、そんなバカなこと、ある？

　ふいに、手の甲こうがざらりとした濡ぬれた感かん触しよくに襲われた。

　ぞくりとしながら見下ろせば、さっき一緒に休み処の廻り縁から飛び降りた黒毛の滸楽が、私の手をうっとりとした様子で舐なめていた。はっきりと媚こびている仕草に見えた。

　私は振りほどくようにして手を引き、数歩、逃げた。ただ暴力的に嬲なぶり殺される、って雰囲気じゃない。もっと怖い目に遭あうような気がして、手足の震えがとまらない。

「だ、誰か」

　建前や責任とかを全部取っ払ぱらったところでの、本能的な恐れが全身を満たしていく。

　腕うで輪わと薬を交こう換かんしてくれた、集落の男性を唐とう突とつに思い出した。あのときひしひしと感じた、総毛立つような空気がここにも存在し、私を圧あつ迫ぱくする。

　逃げなきゃいけないのに、今にも腰が砕くだけ落ちそうで、立っているだけで精せい一いつ杯ぱい。

　どこにいけば逃げ道がある？　滸楽が人間に成り済ましていたっていうんなら……、本来ここにいた人たちはどこへ行ったの？　胡こ汀ていと朝火さんはどこ。白雨さんたちは無事？

「私の緋ひ剣けん、どこ？」

　混乱と恐怖が高まり、視界が濁にごった。頭のなかに色々な光景が浮かんでは消えていく。椰や真まちゃん、羽が折れていた。周囲の様子を確かく認にんに行った穂ほ野のさんたちの姿も見えない。私の神じん力りよくが不安定なせいで、魔まを討うつ緋剣たちを支えることもできていない。

　黒毛の滸楽が再び距きよ離りをつめて、私の手を舐めた。じわりと、人間の衣い装しようを脱ぬぎ捨てた周囲の滸楽たちも、輪をせばめる。

　へなへなと座り込んでしまったとき、ふいに、黒毛の滸楽が私のそばから飛び退のいた。他の滸楽たちも一いつ斉せいに毛並みを揺ゆらし、低い唸うなり声を響ひびかせて後退する。

「──知夏！」

　突然、強く名を呼ばれ、私は緩慢に瞬まばたきをした。ざんっ、と重い着地音を立て、司し狼ろうが目の前に降ってきた。しなる長い尾が美しい。

「こて……」

　視線を、私の名を呼んだその人へとずらす。荒あら々あらしい気配をまとい、片手に赤い弓を持って、優美な獣を操あやつる胡こ汀ていの姿が目に映った。射貫ぬくように鋭するどい眼まな差ざしだった。宙にひるがえる衣ころもは、黒地に朱しゆ色いろの刺し繡しゆうがはいったもの。舞まい上がる白い煙けむりは、絵巻に出てくる風雲のよう。

　本物の荒あら神がみみたいに美しく、幻げん想そう的だった。一いつ瞬しゆん、時がとまったんじゃないかと思った。

「ご無事か！」

　天神が放った矢のように、司狼にまたがった朝火さんや剣けん士したちも降りてくる。

　司狼は空を飛べるわけじゃない。どうやら、滸こ楽らくの上を飛び越えて私のもとに着地するために、建物や木々を踏み台にしたみたいだった。私は放心して、彼らを見上げた。

「乗れ！」

　ちぎれちゃうんじゃないか、と思うくらいの手荒な動作で腕を摑つかまれ、司狼の上に引っ張りあげられる。背後で風が鋭利な音を響かせた。胡汀が助けてくれなければ、私は黒毛の滸楽に襲われていたと気づく。

「皆、まとまるな。二手にわかれて行け！　おまえたちは防ぼう御ぎよに回れ！」

　剣士たちにそう命じると、朝火さんは司狼に合図を送り、先せん陣じんを切って滸楽たちに突つっ込んでいく。はっとした。そうだった、滸楽だけは、普通の剣士が持つ破は魔まの剣けんで討つのが難しい。優すぐれた再生能力を持つからだ。緋剣の持つ隼はや鉄てつの剣でなければ、殺せない。

　私を同乗させた胡汀は接近戦になってしまう剣ではなく、持っていた弓で滸楽の足をとめた。

「知夏、落ちぬようにしっかり摑まれ！」

　私は邪じや魔まにならないよう、言いつけを守って大人しく胡汀の背中にはりついた。この人、ほんとどういう運動神経なんだ。滸楽の爪つめと牙きばをかわすために、暴れ馬みたいに司狼を動かしながら矢を放つとか！　私、両手でしがみついていても振ふり落とされそうなのに。

　目を瞑つぶり、落ちないように意識を集中させる。獣の咆ほう哮こうに、剣の音。風を切る音。凄まじい振動。地面をシャッフルされているみたい。髪かみが乱れ、頰ほおをこすった。瞼まぶたをしっかり閉とざしていても、司狼の激しい呼吸と動きで、景色が流れるように去っていくのが感じられた。

「だめだ、追いつめられている！　朝火、撤てつ退たいを！」

　胡汀の怒鳴り声が聞こえ、私はびくっと身をゆらした。目を瞑っているあいだに、市のはしっこのほうまで移動していたらしい。倉庫的な高たか床ゆか式の細長い建物が並ぶ場所だ。

「朝火、戻もどれ！」

　建物の陰かげから飛び出してきた滸楽の一頭を斬きり捨てて、朝火さんが振り向いた。

「今ならまだ逃にげられる！　白雨たちと合流して──」

「逃げぬ!!」

　朝火さんは暗く輝かがやく目で私たちを見つめ、剣の血ち糊のりを乱暴に払はらった。彼の乗る司狼が、その荒あらぶる気配につられたように、毛を波立たせた。

「去りたいのなら好きに去れ！」

「朝火、おまえ！」

「殺し尽つくしてやる、けだものどもめ！　命果てても邪じやと化してでも、根絶やしにしてくれる!!」

　長おささんの言葉が脳のう裏りに蘇よみがえった。朝火さんは小さい頃ころに家族を目の前で攫さらわれたって。だから滸こ楽らくを憎にくみ、それ以上に、身を動かすことができなかった自分を激しく呪のろっていると。

「朝火さん──朝火、だめ、従いなさい！」

　朝火さんが一瞬、こっちに視線を向けた。苦痛に満ちた、歪んだ顔を見せ、だけど振り切るように剣をもう一度払うと、建物の陰から躍おどり出てきた滸楽に好戦的に突っ込んでいく。

　緋剣のなかで誰よりも『緋ひ宮みや』を慕したう朝火さんが、命令を無視した。憎くて憎くてたまらないのだと、振り上げる剣やその壮そう烈れつな躍やく動どう、すべてが物語っていた。滸楽を滅ほろぼすという誓ちかいに溺おぼれ、緋剣の立場をも捨て去ろうとしている。

「朝火さんっ!!」

　声は届いているはずなのに、怒いかりをまとう朝火さんは振り向かない。

　私がここに来るって言わなければ。こんなふうに、皆を危険な目に遭わせずにすんだ？

「どうしよう、胡こ汀てい。朝火さんが！」

　叫さけんで、胡汀の服を引っ張ったときだった。背後から獣の走る音が迫せまってきた。

　次々と滸楽を叩たたき斬りながら遠ざかっていく朝火さんの背を、胡汀は強く睨にらんだあと、司狼の首を音のほうへ向けさせた。同時に、弓を引く動きをとる。私はいきなりの鋭い動きに振り落とされそうになった。

「待て！　射るな、胡汀！」

「伊織か！」

　背後に迫って来たのは滸楽じゃなくて、剣士の一人と相乗りしている伊織さんだった。危ない、胡汀ってば弓を放つところだった！

「よかった、無事ですか！　あっ白雨さんは！」

「穂ほ野のとともに、こちらへ向かっていたはずだが。途と中ちゆうではぐれました」

　そうか、穂野さんたちが伊織さんを助けてくれたみたい。白雨さん、大だい丈じよう夫ぶだよね!?

「夕秘関門の者、すべて、滸楽が化けています」

「すべて……？」

「男は皆みな殺ごろしになった模様。女は大半が奪うばわれました。一部の女が倉に監かん禁きんされていたのを、剣士たちが助けたと」

　伊織さんが、相乗りしている剣士に目を向けた。その剣士は顔中に緊きん張ちようをはり付けてうなずいた。

　皆殺し──!!

「滸こ楽らくが侵しん入にゆうしているということは、夕秘関門の界が破られたか！　まさかこれほど早くこの地の加護を失うとは──もし神しん門もんまでも穢けがされていれば。蒸む槻きに大きな風穴があく。滸楽のみならず、異国の悪あつ鬼きや醜みにくきものどもがそこからどっと流れこんでくる」

　胡こ汀ていが口早に囁ささやいたときだった。伊織さんが来た方角から、滸楽の群れが押し寄せてきた。その数、およそ十数頭。

「どこから湧わいてきやがるのか！」

　伊織さんは荒っぽく罵ののしると、胡汀に目配せし、司狼を走らせた。胡汀も伊織さんに続く。私は慌あわてて胡汀の背中にしがみつき、ちょっと振り向いた。

　滸楽。人間と敵対する遠凪さんの一族。恋こいしさに似た気持ちが溢あふれそうになるのをこらえ、ぎゅっと胡汀の背中に頰を押しつける。

「数が多い！　徹てつ底てい的に関門を制する気なのか！」

　伊織さんが叫んだ。神しん花かが咲さかないでいるのを好機と見て、一丸となって、神門のある夕秘関門を狙ねらってきたのか。ちょうどそのとき、私たちがここに到とう着ちやくしたんだろう。

「白雨たちとはぐれたのはもっと向こうだ。そちらへ行かねば！」

「待て伊織。朝火を連れ戻すのが先だ。滸楽への憎ぞう悪おで我を忘れている。あのままでは嬲なぶり殺される」

　胡汀の言葉に伊織さんは大きく舌打ちしながらも、了りよう承しようした。

　左から右から飛びかかってくる滸楽をかわして朝火さんを捜さがすうち、木材などを積んでいる一画に入り込んだ。

　ピラミッド的に置かれた角材の側そばで、数頭の滸楽が熱心になにかを貪むさぼっていた。滸楽たちの隙すき間まから、長く美しい尾おがぴくぴくと蠢うごめいているのが見えた。

「あれって司し狼ろう……朝火さん!?」

　かすれた悲鳴を上げてしまった。胡汀がすばやく矢を放ち、そこの滸楽を動かした。

　飛び退のいた滸楽たちが、血に濡ぬれた鼻の上に皺しわを寄せ、牙を剝むいて私たちを威い嚇かくする。

　私は胡汀の後ろから身を乗り出し、滸楽たちが貪っていた血まみれの肉につ塊かいを見やった。

　殺されたのは司狼だけだ、じゃあ朝火さんは無事に逃げたの!?

「向こうだ」

　胡汀が矢でもう一度、滸楽たちを牽けん制せいした。十分な距きよ離りを稼かせいだところで勢いよく司狼を走らせ、滸楽を振り切る。それから隣となりの区画に立ち並ぶ藁わら葺ぶき屋根の建物を迂う回かいし、干ひ物もの台と大きな水屋の歯車が回る場所へ移動した。

「あっ、朝火さん！」

　胡汀の読みは正しく、朝火さんが水屋のそばにいた。孤こ立りつ無む援えんで、十頭以上の滸楽に囲まれながら。

「来るな！」

　私たちが来たことに気づいた朝火さんが、嚙かみつこうとする滸こ楽らくの牙を刃やいばで受け止め、そのまま力で押して斬きりつけながら怒ど鳴なった。

「斬っても斬っても蘇る！　化け物どもが！」

　朝火さんに斬りつけられた滸楽の傷口が、見る間に塞ふさがっていく。凄すさまじい蘇そ生せい能力。個体差はもちろんあるだろう。魔ま力りよくの高い者の場合、緋宮の力で底上げされた特とく殊しゆな剣であっても、胴どう体たいを斬っただけでは死なない。一いつ瞬しゆん黒い霧きり状じようと化し、滅めつしたかに見えた瞬しゆん間かん、再び蘇る。

「なぜ戻ってきた！」

　朝火さんが荒い息の下、私たちを刺さし殺しそうな目で睨んだ。

　私は茫ぼう然ぜんとあたりを見回した。

　囲まれている。たくさんの滸楽たちに。逃げ場所がない。

　そう思ったとき、胡こ汀ていが聞き覚えのある祝詞のりとのような呪じゆ文もんを紡つむいだ。途と端たん、水が噴ふき上がるように、地面を割って鬼き面めんの大だい蛇じやが出現した。胡汀の呪術によるものだ。

　その大蛇が虎とらのような速さで地を這はい、朝火さんを狙っていた滸楽に襲おそいかかった。

　私は胸むねを撫なで下ろした。そうだ、胡汀は呪術を操あやつれる。この隙すきに朝火さんを助けて逃げることができるかも。

「知夏、あとは朝火に従え。いいな？」

「え、朝火さんにって……胡汀？」

　胡汀が突とつ然ぜん、司狼から降りた。私も急いで降りようとしたのに、その行動を許さず胡汀は司狼の背を叩き、朝火さんのほうに走らせる。

「こてっ…!?」

　振ふり向きながら名前を呼んだ。それでバランスを崩くずしそうになったとき、こっちに駆かけ寄ってきていた朝火さんが司狼をとめ、すばやく私の後ろに乗って、身体からだを支えてくれた。

　私を追うようにして、剣けん士しの一人と司狼に相乗りしている伊織さんもそばに来る。

「行け！　滸楽は俺がとどめる！」

　胡汀が離はなれた場所から叫んだ。

「胡汀!?　わ、私も一いつ緒しよに！」

　朝火さんは誰だれにともなく不ふ明めい瞭りような短い罵ば声せいを落とすと、私の腰こしに片かた腕うでを回し、迷いなく司狼を走らせようとした。胡汀を置き去りにしてだ。私は慌てて司狼の毛を引っ張り、とめた。

「緋宮！　抵てい抗こうはよせ！」

「だって、胡汀を置いてけない！」

「囮おとりが必要だ。あなたを逃にがすための。……馬ば鹿かめ、この俺に緋宮を渡わたすとは！」

「おとり……？」

　鳥とり肌はだが立った。この状じよう況きようで一人、残るだなんて。滸楽の数はさっきよりもっと増えているじゃないか。いいように嬲り殺されるのは目に見えている。

「だ、だめ、胡こ汀てい。皆みなで一緒に逃げないと」

　司狼から飛び降りようとした瞬間、朝火さんに強く抱だきしめられた。

「──俺の過あやまちだ。あとで俺を殺せ。だが、あなたを逃のがすまでは」

　囁き声に私は目を見開き、朝火さんの腕うでを乱暴に振り払はらおうとした。

「いや、いやだ！　囮なんて！」

　もがく私を簡単に片腕で押さえこみ、朝火さんが無理に司狼を走らせようとする。私は髪かみを乱しながら何度も振り向いた。何匹も大蛇を召喚する胡汀が邪じや魔まなんだろう、滸こ楽らくたちがそちらへ群がっている。

「やだあ!!　やめてやめて、やめて!!」

　私のせいだ、だから誰かとめて、胡汀を助けて！

「お願い、お願い、胡汀！」

「緋ひ宮みや！　暴れるな！」

　理性的に考えることができない。危機も恐きよう怖ふも関係ない、胡汀のところへ戻もどりたい。だって私の飼い主なの、傷つけないでやめてよ、お願い、なんでもするから！

　次々と打ち破られていく大蛇が目に映る。滸楽たちが狙う中心に、私の飼い主がいる。

　やめて、襲わないでお願い、誰か。その人は私の。

「好きな、人なの……っ！」

　見えなくなる、滸楽に飛びかかられ、その姿が。一瞬、頭のなかが真っ白になり意識が遠のいた。私は叫さけび声を上げた。朝火さんがかき抱いだくようにして私の口を塞ごうとする。ああ、こんなことしていたらダメだ、また足手まといになる、皆を安全な場所に連れて行かないと、でも悲鳴をとめられない、あの人がもし死んだら私壊こわれる、助けて──。

「──嘆なげくな、きさま」

　突然、笑い含ぶくみの優やさしい声が耳に滑すべり込んだ。

　誰かにぽんっと軽く肩かたを叩たたかれ、砕くだけ散っていたはずの正気が舞まい戻ってくる。振り向こうとした瞬間、ざあっと凄まじい、嵐あらしが通ったかのような轟ごう音おんが顔の横を駆け抜ぬけた。

「なんだ、この風──!?」

　私だけが感じた幻まぼろしではなかった。朝火さんも驚きよう愕がくの声を上げ、私が吹ふき飛ばされないようはためく衣ころもごと抱かかえ込む。風の唸うなり声を聞きながら、私は胡汀のほうへと顔を向けた。

　なにかが、滸楽に嚙みついていた。茶色い、ぬるんとした生き物たちだ。

「ときごえ様……？」

　あの姿は、ときごえ様の一族？

「乙女おとめをお泣かせする不ふ逞ていの輩やからは、わしら、許しておけぬのだ」

　ときごえ様たちが丸い頭を揺ゆらし、私に向かって手を振った。

「わしたち、いいのう」

「かっこういいのう」

　ナマズ的お姿の一族たちが楽しそうに自賛し、がばりと自分の腹部を一文字に切り裂さいた。血を迸ほとばしらせながら滸こ楽らくたちに飛びつき、一気に身体からだを膨ふくらませる。そして腹の裂け目に滸楽を閉じ込め……彼らは、一いつ匹ぴき、また一匹と連れん鎖さするように自じ爆ばくした。

「と、ときごえ様、一族さん……？」

　私はその光景の意味をうまく理解できず、つかの間放心した。

「……加勢を」

　伊織さんが感情を押し殺して鋭するどく言い、胡こ汀ていたちのほうに司狼を走らせた。朝火さんも、一いつ拍ぱくの沈ちん黙もくのあと、私を落下させないようにと片腕でしっかり腰を支え、司狼を動かす。

　先にそちらへ到着した伊織さんが、司狼から降り、劣れつ勢せいへと変わって動転している滸楽を追い払った。ときごえ様一族の助けによって立場が逆転している。

　群がっていた滸楽たちはそれを悟さとり、私たちから距きよ離りをとった。

　水屋の屋根や干物台の上、倉庫の屋根に飛び上がって、こっちを注意深く見つめる。

　胡汀は無事だった。ときごえ様の一族が助けにきてくれたから。だけど。

「ときごえ様」

　私は司狼から降りて、地面にうずくまっている血まみれのデカナマズに近づいた。

　そのナマズ様がぱちぱちと瞬まばたきし、身を震ふるわせる。しゅるりと姿を溶とかし、華きや奢しやな少年に変へん化げする。

　胡汀が静かな表情で少年の上体を起こし、支えてあげた。

　胡汀に寄りかかるときごえ様の前に両りよう膝ひざをつき、私は震える手を伸のばした。

「わし、かなりかっこうよかったろう？」

　どこかのどかに、ときごえ様が笑った。片目が潰つぶれ、頭部も少しへこんでいた。腹部は救いようがないほどに、失われていた。

「と、ときごえ様」

「死ぬるは、苦しいなあ、知夏。しかし、人を助けるのは嬉うれしいことだ」

　ぐしゅり、と奇き妙みような音が聞こえた。ぎこちなく視線を動かせば、助力に駆けつけてくれたときごえ様の仲間の姿が、溶けて崩れ始めていた。

「きさまは、わしら、神とも呼べぬ小さき神にも頭を下げる。我らの誇ほこりは護まもられた。よい、よい。よき護ご女じよとなる。だからもう、よい」

「や、やだ、ときごえ様、やだ」

「ふふ。わしら沼ぬまの者、陽女ひめ神がみのお役に立ったな？」

　ときごえ様は、恥はずかしそうに微笑ほほえんだ。悪戯いたずらが成功したような、嬉しげな顔にも見えた。

「わし、嬉しい」

　それが最後だった。ときごえ様の頰ほおに触ふれた瞬しゆん間かん、じゅっと音を立てて泥どろに変わる。その体が、汚きたない、ぬるりとした泥の塊かたまりに。

「ときごえ様。ときごえ様が」

　両手を汚よごす泥を見つめながら、何度も何度も、ときごえ様と繰くり返す。こんなの……ないよ。死んでなんかない。神様が死ぬはずない。絶対ありえないんだから。

「知夏。すまない。すまなかった」

　胡こ汀ていが急に私の頭を引き寄せ、抱きしめた。どうして胡汀が謝るんだろう。そう思ったとき、朝火さんや伊織さんまでも私に謝罪し始めた。

「な、なんで!?　なんで謝るの!?　やめてください、だって違ちがうもの！」

　謝られるの嫌いやだ。ときごえ様が本当に死んだみたいじゃないか!!

「我らの愚おろかさ、弱さが、神の死を招いた。だから緋宮、あなたのせいではない。ここでおのれを責めて心を落とさぬよう。償つぐなうべきは我らだ」

「なんで──償うとか、言うの!!」

　誰だれもが一いつ瞬しゆん、私から目をそらした。

　私に責任を感じさせないために、自分たちのせいだ、なんて噓うそをついている。そして「すまない」と。謝罪の後ろに「神を救えなかった、死なせてしまった」と、そう続くんだ。

　でも私、助けるってときごえ様に約束したんだよ。どうして反対に私が助けられているの？

　一番謝らなきゃいけないのは、私じゃないか。

「──犠ぎ牲せいを、無む駄だにしてはならない」

　胡汀が私をぎこちない手つきで抱き上げた。

「滸こ楽らくが再び数を増す前に。逃げねば」

　胡汀を凝ぎよう視しした。私のために、無理やり作った優しい微び笑しようを浮うかべている。途と端たん、喉のどの奥がつまり、目め頭がしらが燃えるように熱くなった。ときごえ様。

「わ、私のせいで、こんなこと。ときごえ様を引き止めなければ、死なずに」

　神しん花かを咲さかせていれば。あのとき、ときごえ様に声をかけずにいれば。

「知夏。違うと言っている。ときごえは泥の身を捨てていった。輪りん廻ねは、かの神を清いものへと押し上げる。新たな神として、きっと生まれ変わる」

　根こん拠きよのない労いたわりなのか真実の話なのか、見分けがつかない。心が砂に変わってぼろぼろと崩くずれていきそうな感覚が、とまらなかった。

「早く騎き乗じようを！」

　伊織さんが周囲に視線を走らせ、小声で叫んだ。

　でも。逃にげるチャンスを、私たちは失ってしまったようだった。

「──去るつもりか？　仲間を置いて」

　嘲あざけり声とともに、倉の裏から数人の男が現れた。

「や、椰や真まちゃ……、白雨さん！」

　私は驚愕の声を上げた。血ちまみれの白雨さんと穂ほ野のさんがその男たちに捕とらえられている。彼らの横を歩く獣けもの形の滸こ楽らくは、椰や真まちゃんの羽をくわえ、無造作に引きずっていた。

「おまえたちは、帰き鼓こ廷ていの者だな？」

　男が確信に満ちた態度でそう言った。三十代後半あたりの人間の姿をしているけれど、正体は滸楽に違いなかった。

「我らを滅めつする隼はや鉄てつの剣けんを持つのは、護女を守護する剣けん士しどものはず。護剣士が神しん門もんの番に来たか。だが、こたびの護剣士は弱きことよ。帰鼓廷の護女も失望することだろうな」

　──この話し方、もしかしてまだ、ここにいる私が緋ひ宮みやだとは気づいていない？

　緋ひ剣けんが楽らく奪ばい月つきに関所に来て神門の番をする、というのは昔からの慣習として滸楽たちも知っているだろう。

　でもまさか緋宮までもが同行しているとは、思っていないようだった。

「しかし隼鉄の剣は侮あなどれぬか。さあ、この護剣士は殺さずに捕らえよ。目め障ざわりな帰鼓廷を開放させるのに、役に立つだろう」

「神かみ女めもいるようだが？」

　男の一人が私にちらりと目を向けた。私のことを神女と勘かん違ちがいしているみたいだった。

「ああ、女の身は傷をつけるな。……妬ねたましきことだ、人どもには腐くさるほど女が生まれ落ちるというに、我らの種族ときたら」

「男ばかりが腐るほどに生まれ落ちるな」

　滸楽の男性たちが、どこか凄すごみのある皮肉な笑みをこぼした。

「急げ。護剣士以外の男は皆みな、始末しろ」

　反はん抗こうせずにいれば、少なくとも剣士たちは人ひと質じちにされるだけですむかも、と少し期待していた。今のところは大人しく従い、あとで隙すきを見て脱だつ出しゆつしたほうがいいと。

　でも、男は始末しろ、と言う。黙だまっているわけにはいかない。

「もう犠牲は嫌だ」

　私は自分だけにしか聞こえないような呟つぶやきを落とし、胡こ汀ていの腕うでから飛び降りた。手のひらに付着していた泥を、ぎゅっと握にぎり締しめる。勇気がほしくて、泥の手を自分の心臓の位置に強く押しつけた。ときごえ様、ごめんなさいごめんなさい。私にも人を護る力をください。

「知夏。なにをするつもりだ」

　胡汀が私の腕を摑つかむ。振ふり向き、視線を交わらせる。胡汀が硬かたい表情を見せて、軽く髪かみを揺らした。「だめだ」と言うようにだ。私はその腕を振り払はらった。

「帰鼓廷の突とつ破ぱじゃなくて、私を殺すことが目的なんじゃないですか？」

　私は声を張り上げた。緋剣たちが、愕がく然ぜんと私を見た。でも誰だれも口を開かない。声に出して状じよう況きようを変えてしまうのを、ひどく恐おそれているのだと気づく。

　滸楽の男へと足を進めようとしたとき、朝火さんと伊織さんが無言でその場に片かた膝ひざをつき、私を必死の表情で鋭するどく睨にらみ上げた。どこへも行くな、って懇こん願がんしている。

　私は二人の視線も振り切り、一歩進んだ。

「剣士たちを放してあげて」

「──知夏！」

　胡こ汀ていが、心のひび割れたような声を上げる。私は緋剣たちが動く気配を感じて、振り向いた。力ずくでも私をとめようと決意し、剣を持ち上げたんだろう。なのにその刃やいばをどうしても私に突つきつけることができず、葛かつ藤とうしている。

「緋剣が私を阻はばんじゃいけません。私の剣なら、従って」

　私は懸けん命めいに厳しい顔を作ると、傷ついた目をして押し黙る彼らに命じた。

「私の剣だと？　どういうことだ？」

　滸こ楽らくの男が訝いぶかしげに尋たずねた。私は最後の悪あがきとして、奇き跡せきがどこかに落ちてないだろうかと視線を巡めぐらした。ひっそり落らく胆たんする。奇跡は見当たらない。

　完全に滸楽たちに囲まれている。少しの剣士と緋剣だけで逃げ切るなんて到とう底てい無理だった。

「だめだ、なにも答えるな、知夏。頼たのむから」

　胡汀がもう一回、きれいな目のなかに混乱を宿し、私の腕を摑んだ。私はさっきと同じ動作を繰り返した。振り払って、また一歩進む。

「剣士たちを殺さないでください。これ以上、人を殺さないで。帰き鼓こ廷ていにも手を出すのはダメです。そうしたら、私は」

「知夏!!」

「緋宮は、あなたたちのものです」

　ぐったりと地に伏ふしていた椰や真まちゃんが、折れた羽をか弱く動かした。怪け我がをして力を失ったためなのか、最初に会ったときのようにミイラめいたボロボロの姿に変わっている。めがみ、と椰真ちゃんが悲しげに、小さく呼ぶ。

　待っていてね、助けるから。帰鼓廷に戻もどったら、たくさん隼鉄を食べてね。それから、九く支しさんたちに、ごめんなさいって伝えて。

「おまえが、緋宮？」

　滸楽の男が驚おどろきの目で私を見た。肌はだの奥まで貫つらぬくように、観察している。

　朝火さんたちが動き、私の前に立って男の視線を阻もうとした。それを私は、睨んでとめた。緋剣たちが子どもみたいに腹を立てた顔をする。今にも地じ団だん駄だを踏ふみそうな。

「まさか。緋宮がたったこれだけの護衛と、関門に来たというのか？」

　男は猜さい疑ぎに満ちた否定的なニュアンスの言葉を発した。信じてもらえないとは思わず、私は困った。そうか、危険の多い楽らく奪ばい月つきに、外を出歩く緋宮なんていなかったんだろう。

「──そうとも、ありえぬこと。この娘むすめが護ご女じよに見えるか？　馬ば鹿か馬ば鹿かしい！」

　朝火さんが男の疑念に便乗し、引きつった笑い声を上げた。

「本物のはずがない。我らが女め神がみは、帰き鼓こ廷ていの護まもりのなかにおられるに決まっている。悪あしきけだものの一族など、我らのみで片付けられる！」

　伊織さんまでが語気を荒あらげて噓を言う。彼らを挑ちよう発はつして、私から意識を逸そらそうとしているみたいだった。私は慌あわてて、自分が緋宮だと主張しようとした。

　でも、その必要はなかった。

　滸こ楽らくの輪から、他とは違ちがって悪あく魔まのような角を持つ獣が悠ゆう然ぜんと現れたためだ。

　その獣は、私が見つめる前で姿を溶とかし、そして一人の美しい青年に化けた。

「──清きよ姫ひめ、戻れと言うたのに」

　遠凪さんだった。血でそめたような、豪ごう奢しやな赤い衣ころもをまとった滸楽一族の王。

「我らが王、本当にこの娘が……？」

　滸楽の男の問いに、遠凪さんは華やかな微笑を浮かべた。肯こう定ていの証あかしだった。

　途端、獣姿の滸楽たちが跪ひざまずくかのように、ぺたりとお腹なかを地面につけて座る。私は驚いた。どうして……？　彼らは緋宮を憎にくんでいるんじゃないの？　なんで恭きよう順じゆん的な姿勢を取るの？

「滸楽の王？　この男がけだものの主あるじだと？」

　朝火さんが棒立ちのていで遠凪さんを凝ぎよう視しした。青年姿を目にするのは初めてらしかった。

「清姫、さきほどの誓ちかいはまことか。我らのものと？」

　私は少しの躊躇ためらいののち、こくりとうなずいた。

「緋宮!!」

　朝火さんが叫さけんだ。怒いかりと怖おそれがつまった声だった。

　滸楽の怨うらみは、陽女ひめ神がみ様を手に入れるまで終わらないのだという。じゃあ陽女神様の末まつ裔えいって言われている私が今、彼らに従えば、すべて丸くおさまるかもしれない。

　私はそう安易に考えた。人間に手を出さず、蒸む槻きの地も荒あらさず、神世から引き継つがれた壮そう大だいな呪のろいをきれいに断たち切ってくれるんじゃないかって。

「なにか、気に入らぬ」

　遠凪さんが、微笑ほほえみながら首を傾かしげた。

「愚おろかしき人間どもを護るために我らのもとへ？　そうでなく。我らを見捨てたように、人間どもを無む慈じ悲ひに打ち捨てねば」

「──緋宮、行くな！　護女が滸楽に屈くつするなど、我らへの裏切りだ！　それは許さぬ！」

　頰ほおを紅潮させた朝火さんが私を抱だきしめるようにして肩かたを摑み、叫んだ。

「我らを救うために裏切るなど、そんな馬ば鹿かなことがあるか！　俺の過あやまちだ、復ふく讐しゆうに固こ執しゆうした、その咎とがゆえに！　命をもって償つぐなう、だから、行くな!!」

　朝火さんの言葉が胸に突き刺ささる。こんなときにまた──あの不快な痺しびれが身体からだに走った。私は苦しさをこらえ、朝火さんの腕を振り払うと、額に浮ういた汗あせを片手で拭ぬぐった。心臓が胸から飛び出そうなくらいどきどきしていた。

「緋宮、あなたが滸こ楽らくにくだっても、我らを逃のがすはずがない」

　伊織さんもまた、必死の形相で私をとめようとする。頭痛が増した。今までで一番の変調が訪おとずれている気がした。なんで、こんなときに！

「緋ひ剣けんたち、さがって」

「緋ひ宮みや!!」

　叫ばれるとさらに頭痛がひどくなる。得体の知れない異様なものが身体のなかで目覚めそう。お願い、静まって。

「まるで頑がん是ぜ無ない子どものようだな。これほど愚かな者たちのために、犠ぎ牲せいになるとは」

　遠凪さんが緋剣たちに侮ぶ蔑べつの視線を投げて、笑った。

「愚かとか頭がいいとか、関係ないんです。緋剣や帰き鼓こ廷ていの人たちは私の家族みたいなものだから。遠凪さん、前に捕とらえられた仲間を助けにきたこと、あったでしょう？　私もそのときの遠凪さんと、きっと同じ気持ちです」

　大切だから護りたい。ただそれだけだ。

　大事な人が無事でいられるなら、どんな馬鹿なこともできる。

「まこと、気に食わぬ」

　微笑みに苛いら立だちを乗せ、遠凪さんは独白した。それから、冷めた目で私を見つめる。

「知夏」

　名前を呼ばれ、どきりとした。また身体の痺れが強まる。

　一いつ瞬しゆん、立ちくらみのときのように視界がぶれた。ざわざわと誰だれかが騒さわいでいるような幻げん聴ちようも拾ってしまう。瞼まぶたの奥に、この現実とは異なる光景がにじんでいた。

「知夏、わたしの妻になるか？」

「え……？」

「女神が我らの子を授さずかり、新たな歴を生む。それを繰くり返せば、我らが怨みも薄うすまろうな」

「それって、先代の……架か々が裏りさんのように？」

　任期中は滸楽以外、孕はらませることはできないんだよね？　つまり架々裏さんに続いて次代である私も手に入れたいと──。そう考えて、なにか自分でもおかしいと首を捻ひねった。

「架々裏を身み籠ごもらせたのが、我が一族だと？　面おも白しろいことを言う」

　否定の言葉に、私は戸と惑まどった。

　でもそういえば遠凪さんは以前、架々裏さんの妊にん娠しんについて、一族の人たちとは無関係っぽい言い方をしていた。どこぞのけだものが孕ませた、という感じの言葉だったはず。

　仲間が関かかわっているのだとしたら、あんな突き放した物言いはしないんじゃないだろうか。

　なら架々裏さんは、いったい誰だれの子を身籠ったの？

「緋宮に滸楽の子を生ませるなどと……よくも、薄うす汚ぎたない欲よくを垂れ流す」

　朝火さんが憎ぞう悪おの溢あふれる声で呟つぶやいた。それを受けて遠凪さんが嘲あざ笑わらうようにもう一度、「わたしの妻になるか」と問いかけてくる。

　言葉ではっきりと緋剣たちとのあいだに亀き裂れつを入れ、裏切らせたいんだろう。

　心情的には護るためであっても、緋宮が自分の意志で滸こ楽らく側に行く、という事実は歴史を覆くつがえすようなものに違いなかった。

　そんな大きな決断を勝手にしていいのか、私はようやくここで冷静に考えた。

　この瞬しゆん間かんのために、異界の人間である私が緋宮として選ばれたんだろうか。蒸む槻きの人ではできない裏切りを、やるために？

「……蒸槻の人たちから、本当に手を引いてくれる？　もう襲おそったりしない？」

「よかろう。清姫がそう望むのなら」

「それなら、私」

　遠凪さんを信じていいんだろうか。だけど、神しん花かの一本さえまともに咲さかせられない緋宮に、こうする以外のなにができるだろう。彼らの怨みが晴れれば、楽らく奪ばい月つきの呪いも浄じよう化かされて大地が復活するんじゃないかな。そうしていつか全部の種族が、共存できないだろうか。

「──だめだ、渡わたさない」

　刃やいばの鋭するどさを持つ拒きよ絶ぜつの声が、割り込んできた。途と端たん、後ろに吹ふっ飛ぶくらいの強さで腕うでを引っ張られる。

「──胡こ汀てい!?」

「なぜ俺の鳥を、けだものなどに渡さねばならぬのか」

　私と場所を入れ替かえた胡汀が、隼はや鉄てつの剣けんでざっくりと自分の腕を斬きった。溢れ出る血。

「我が血、仇あだなす巨きよ大だいな怪と化せ」

　怨みを絡からめた低い声に、寒気がした。以前、架か々が裏りさんに投げかけた闇やみの言葉によく似ている気がした。地面にこぼれ落ちた血の上に、胡汀は隼鉄の剣を勢いよく突つき立てた。

　私は大きな不安を覚えた。いつもの大蛇召喚となにか違う。

　胡汀が剣から手を放し、私たちを後方に下がらせた。地面を濡らす血が沸き立ち、樹木のように分裂して虚こ空くうへと広がった。そして地を貫いている剣に巻き付き、生き物のように蠢うごめく。

「来よ──鬼神」

　胡汀が呪文を唱えた。血に包まれた剣の周囲に赤黒い靄もやが生まれる。それがぼんやりと人の形を成し、剣を摑んだ。

　直後のことだった。胡汀が招いたその靄が一気に変貌した。隼鉄の剣を飲み込み、呪じゆ詛その通りに巨大な怪と化す。下半身は蜘蛛くも、上半身は阿修羅のように七本の腕を持つ鬼神の姿へと。獣じゆう骨こつの冠かんむりをかぶり、目玉を連ねた首くび飾かざりを下げている。そういう、赤黒い不気味な異形だった。

「こ、こて……！」

　私は茫ぼう然ぜんとした。これは──なに？　黒い瘴しよう気きがはっきりと見える。

　なんで、こんなに邪じや悪あくなものを呼んだの？　剣と自分の血を贄にして……？　胡汀がどうして。

「──滅ほろぼされし太古の鬼神を招いたか。禁きん忌きの呪いを操あやつるとは、男、何者だ？」

　遠凪さんが争いの意い欲よくを刺し激げきされた様子で、楽しげに笑った。

　私は信じられない思いで胡こ汀ていのそばに駆かけ寄り、横顔を凝視した。胡汀は返答せず、乱れた髪かみの隙すき間まから魔ま物ものの王のように冷然と、遠凪さんを見つめ返している。なにか今、胡汀の周囲に、見えた気がした。黒い影……羽のような。なに？　どういうことなの。

「胡汀、どうして鬼神なんかを……！」

「鬼神よ、けだものどもを殺し尽くせ」

　槍やりめいた八本の足を異様な速さで動かし、鬼神が遠凪さんに突とつ進しんした。遠凪さんは動かない。そのかわり、周りにいた滸こ楽らくたちが一いつ斉せいに飛びかかり、鬼神の全身に嚙かみついた。鬼神はうるさそうに腕を振ふり回し、槍の足で滸楽たちを蹴け散ちらした。

　私はぞっとした。遠凪さんの盾たてになるべく立ち塞ふさがった滸楽たち。それを鬼神が、無情にも槍形を成す鋭するどい八本足でぐちゃぐちゃに潰つぶし、切り裂さく。

　滸楽の肉にく片へんがこっちに飛んできて、びしゃりと足元に落ちた。私はこの残ざん酷こくな景色を目にして、だんだんと感情が凍こおりついていくのがわかった。

「胡汀。胡汀……」

　やめてほしくて鬼神を操る胡汀の腕を引くと、冷たく振り払はらわれた。私は自分の心に無数のひびが入った気がした。置いてきぼりにするように、胡汀が衣ころもの裾すそを翻ひるがえし、数歩、前に出る。

「お願い、もう」

　振り向いてくれたら安心できるのに。頑かたくなな背中は、ひたすら怒りに満ちている。

　鬼神は地面まで届きそうな長い舌を出すと、胴どうの半分を失ってよろめいていた一頭の滸楽を搦からめ捕った。口を、ぐん、と大きく横に開き、自分の顔以上に大きな体たい軀くの滸楽を頰ほお張ばった。盛大に喉のどを鳴らしながら、飲み込む。ぺろりと平らげ、嬉うれしそうに八本足をばたつかせる。

　意識せず、涙なみだが頰を流れた。虐ぎやく殺さつの光景は、とどまるどころか加速していく。

　鬼神に切り裂かれて怪け我がを負った滸楽たちが、毒に感かん染せんしたように身を痙けい攣れんさせ、異形の姿に変へん化げし始めた。胡汀が招いた、この鬼神とよく似た小型の魔物にだ。

「やってくれる」

　遠凪さんが、低い声で呟いた。

「女め神がみの剣をとり込んだゆえの力か。わたしの一族を変貌させるとは」

　整った微び笑しように憎にくしみを混ぜ、ちらりと水屋の脇わきに立つ横並びの倉庫に目をやって、なにかを投げつけるように片かた腕うでを振る。

　見えない手で破は壊かいされたように、倉庫の貫木かんぬきが落ち、戸が弾はじけ飛んだ。

　私は目を疑った。倉庫のなかからどさどさと転がり落ちてきた重いもの。

　たくさんの、人間の死体に見えた。

「え」

　さっき誰かが、皆みな殺ごろし、って言ってた。男は殺された、女は攫さらわれた。

「遠凪さん……、遠凪さんが？」

　私はなんだか、とても現実感が乏とぼしくなった。夢ゆめ見み心地ごこちのような心境で口を開いたんだけれど、自分でもなにを聞きたいのかよくわからない。これ以上ない悪夢に思えた。

　遠凪さんは、底の知れない目で私を見た。ぼんやりと、理解した。遠凪さんが命じたんだ。ここの関門を突とつ破ぱして蒸む槻きを芯しんまで穢けがすため、男を殺せ、女を攫えって。だったら。

「噓うそだったの？」

　神花が咲かないから、私の身を心配して様子を見にきてくれたんじゃなく。

　神花が咲かないから、護まもりは薄いと考えて襲しゆう撃げきに来た。

　その途と中ちゆうでただ偶ぐう然ぜん会っただけ？　薬を手に入れたとき、傷心の私のために、男の人たちに腹を立ててくれたじゃないか。膝ひざ枕まくらもしてくれたし、青い糸を指に結んで守ってくれた。

「ち、違ちがうよね……？」




　──また、裏切られる。




　胸の底から、ふいにそういう悲痛な声がせり上がってきた。

　これは誰の声なの。私じゃない、だけどどうしてこんなに気持ちが重なるんだろう。

　だって、胡こ汀ていだけじゃなく遠凪さんまで私の気持ちを踏ふみにじる。皆みな、勝手に、むごい争いをし始める。

「いや、待て。あの者たち、生きている……!?」

　伊織さんの驚おどろきの声に、私はふっと正気に返った。あの人たちは死んでいない？

　よく見れば、どさどさと倉庫から転がり落ちてきた人々は、多少の怪我があるものの、気絶しているだけだったようで、ぴくりと時々身体が痙攣していた。

　殺していない。女神に愛される人間を憎み、呪のろい続けているはずの滸こ楽らくなのに、命を奪わなかった。私はその事実に打たれ、放心のていで遠凪さんを見つめた。

　遠凪さんは俯うつむき、苦く笑った。

「わたしの、最後の慈じ悲ひだった。だが、もはや」

　なにかを振り切るように遠凪さんはかすかに首を振った。

「我ら一族を踏みにじり、切り刻む非情な者たちを、どうして許せようか」

　そうして私たち全員をとらえた眼まな差ざしは、冷れい酷こくな獣けものの主人そのものだった。

「狂くるえ、人ども」

　遠凪さんが、さっきの胡汀とよく似た真似まねをした。自分の片手を傷つけ、血を地面にしたたらせる。止める暇ひまもなかった。その血が、瞬く間に地面を走り、昏こん倒とうしている人々の肌はだにはりついた。目や耳、口といったわずかな隙間からじゅるっと滑り込む。

「あっ」

　人々が突とつ然ぜん、操り人形みたいな動きで起き上がった。まさか、と強い恐きよう怖ふを覚える。遠凪さんは彼らを使って私たちと戦わせようとしている？

「だ、だめ、やめて……！」

　人々の身体からだがみるみるうちに変化した。双そう頭とうで六つ足の、けむくじゃらな大狼おおがみに。唾だ液えきをまき散らし、胡こ汀ていが招いた鬼神に狙ねらいを定めて疾しつ駆くする。

　魔物と獣の強きよう烈れつな殺し合いが始まった。

　伊織さんが私を庇かばい、安全な位置にまで下がらせようとする。

　朝火さんは、魔物たちが交戦している隙すきを見計らい、地にうずくまったきりで動けずにいる白雨さんや穂ほ野のさんの救出に走った。

　乱戦。魔物たちが叫さけぶ。嚙み付き、血を迸ほとばしらせる。

　胡汀は振り向かない。遠凪さんもこっちを見ない。二人は惹ひかれ合うように、互たがいしか映していなかった。胸が痛くて痛くて、たまらない。もう優やさしい言葉は届かず、取り返しのつかないところまで来てしまっている。

「どうしてなの」

　鬼神と大狼おおがみが踊おどるようにもつれあい、咆ほう哮こうした。小型の魔物たちも同じように、殺さつ戮りくを望む。あっという間に、地面にいくつもの血だまりが作られた。花火のように魔物たちの血肉が飛び散って。

「お願いだよ、もうこんなの、ダメ」

　私の懇こん願がんを踏みにじるように、胡汀と遠凪さんはさらなる呪詛を放った。地面を覆おおっていた魔物たちの血肉が脈動し、新たな異形を生み出す。前よりももっと醜しゆう悪あくな姿だった。

　こんな戦いをするために、ときごえ様たちは犠ぎ牲せいになったの？

　私は両手で髪を握にぎりしめ、首を振った。

「どうして、こんなことに」

　誰だれも答えてはくれなかった。私は、争いを見たくてここに来たわけじゃない。

　護りたかった、豊かにしたかった、この地を。




　──あの日も。




「分が悪いな。隼はや鉄てつの剣けんを飲み込んだ鬼おに神がみが相手とは。ならばわたしも女神の僕しもべに協力願おうか」

　遠凪さんの視線が、仲間の滸こ楽らくに羽をおさえられて地に伏ふしている椰や真まちゃんに向かった。

「──噓」

　椰や真まちゃんまでも、鬼神のように作り替かえる気？

「やめて」

　許さないって言った。椰真ちゃんに手を出したら、遠凪さんが相手でも絶対許さないって。

　骸がい骨こつの容よう貌ぼうに戻もどってしまった椰真ちゃんが、どこかあどけなくこくりと首を上げ、私を見た。「知夏」と呼んだのがわかった。涙が一気に溢あふれ出た。

「やめて……、やめて」

　伊織さんが、壊こわれた干ひ物もの台の陰かげで怯おびえている司し狼ろうを連れてこようとしてか、私のそばを一いつ瞬しゆん、離はなれた。私はよろよろと歩いた。頭痛と痺しびれがひどくて、まともに真っすぐ歩けない。

　転びそうになりながらも、遠凪さんたちのほうへ向かう。もどかしくてたまらない。水のなかを進んでいるようだった。

「あぁっ、お願い、遠凪さん」

　両手を伸のばす。届かない。走れない。視界が滲にじんで、手がどうしても届かない。

　遠凪さんが再び血の術を使った。地面を走る呪のろいの血。

「待って、待って！」

　抗あらがうすべを持たない椰真ちゃんが、遠凪さんの血に犯おかされ、びくびくと羽を揺ゆらした。そうして苦しそうに身を膨ぼう張ちようさせ、獣の胴どう体たいと翼つばさを持つ醜みにくい化け物の姿へ変へん化げする。

「やめて!!」

　椰真ちゃんが声なき咆哮を響ひびかせた。行く手を遮ろうとした蜘蛛くも足の鬼神を一いち撃げきで吹ふき飛ばし、胡こ汀ていに狙いを定める。嚙かみ砕くだこうとしていると、気づいた。それまで鬼神を操あやつることに集中していたらしい胡汀は、すぐには動けない状態だ。逃にげられない。

　私は無む我が夢む中ちゆうで胡汀の前に飛び込んだ。

「──知夏!?」

　迫せまる椰真ちゃんの、化け物めいた仮面顔。その表面に、血走った目玉がいくつも浮うかんでいた。こんなに巨きよ大だいになっても椰真ちゃんてば、上半身だけはやっぱりがりがりで、骨っぽくて……、とても辛つらそうだ。

「だめ、椰真ちゃん」

　私はそうっと囁ささやいて、椰真ちゃんに手を伸ばした。

　椰真ちゃんは大きく口を開け、私に嚙みつく寸前でぴたりと動きを止めた。でも、犯された血の威い力りよくが強いのか、身体からだが痙けい攣れんし始め、私に死神の鎌かまのような爪つめを伸ばそうとする。

「苦しい思いをさせて、ごめんね椰真ちゃん。すぐに助けるよ」

　私は涙なみだを拭ぬぐって、情けなく微笑ほほえんだ。

「うん、出番だ、碁ご子こちゃん」

　呟つぶやいた瞬しゆん間かん、「よしきたー、任せとけやー！」という感じでざわざわざわわっとそれはもう大量に、地面から丸くて黒いものが噴ふき上がってきた。不気味でかわいい、……うん、か、かわいい、碁子ちゃんたちだ。

「わしらの親のくせに、異様なモノに変わりおって……」と腹立たしげに椰や真まちゃんによじのぼり、かぷっと嚙み付く。碁ご子こちゃんは一見無害そうだけれども、立派な毒を持っている。

「少し、眠ねむらせてあげてね？」

　暴れる椰真ちゃんの身体にびっしり群がった碁子ちゃんたちが「わかったよー」という感じに、ちまい羽を動かした。そうして、ずぶずぶと土のなかへ道連れにする。

「……知夏」

　後ろから響く、ぎこちない声。

「胡こ汀ていもだめだよ。ああいうの、呼び出しちゃ」

　私は振ふり向かずに、胡汀をひっそり叱しかった。背後の胡汀がふっと力を抜ぬいたのに気づいた。

　さっき椰真ちゃんに吹き飛ばされた鬼神が、ちぎれた足で再び起き上がろうとしていたけれど、胡汀の気配の変化とともに土つち塊くれと化し、ぼろぼろと崩れた。

　悪かった、と小さく謝罪の声がした。同時に、後ろから手を握られる。私は視線を落とし、きゅっと胡汀のあたたかい手を握り締しめた。

　その瞬間だった。次々と、異形の大狼おおがみたちの身が破は裂れつした。

　もとは人間であった者たち。黒い血ち飛沫しぶきをあげ、それが霧きりのように広がって視界を覆う。

「なにこれ……!!」

　霧は一気に濃のう度どを増した。すぐ真後ろにいるはずの胡汀の姿さえぼんやり搔かき消すほどに。

　胡汀の手に緊きん張ちようが走はしり、私を引き寄せようとするのがわかった。

　だけどその前に。甘く、冷たく囁かれる。

「──わたしの妻が、他の男に触ふれるのか？」

　厚みのあるものを斬きる鋭えい利りな音が聞こえた。

　私の手から胡汀の指が離れた。空気が動き、この場の霧が薄うすくなる。

「胡汀!?」

　胡汀が肩かたを押さえ、地面に片かた膝ひざをついていた。破れた衣ころもから、赤い液体が滲んでいた。

　誰かに、斬られた！

　胡汀へと伸ばしかけた腕うでを、横から強く摑つかまれる。そのままぐいっと捩ねじ曲げられて、私は驚おどろき、痛みに顔を歪ゆがめた。

　豪奢な赤い衣い装しようが目に飛び込む。その人の手には、胡汀の血で汚よごれた細い剣があった。

　私は視線を上げた。力を持つ、冷たい美び貌ぼう。遠凪さんが照準を合わせるように目をすがめ、微笑んでいた。腕うでを引かれ、その衣装のなかに抱き込まれる。

「遠凪さん！」

「不ふ貞ていではないか、知夏？」

「──けだものが触れるな！」

　胡こ汀ていが怒ど気きを放ち、起き上がりざまに遠凪さんに斬り掛かかった。遠凪さんは私を突つき飛ばし、片手に下げていた剣で胡汀の刃やいばを防いだ。がきっと、刃は物ものがぶつかり合う鋭い音が散る。

　二人は刃と同じ威力を持つ獣のような目で、睨にらみ合った。身の内にある荒あらぶる魂たましいを呼応させ、互いに囚とらわれている。

「おまえの女ではない。けだものが女め神がみに触れるなど、おこがましい！」

「ああ、おまえ、妬ねたましいのか。女神も見み蕩とれる、このわたしが？」

　遠凪さんはそう言うと、胡汀の剣を弾はじき、すばやく身を屈かがめた。そして後方に回り胡汀の肩を乱暴に摑む。血が流れている箇か所しよだ。胡汀はうめき、ぐらっとその場に崩くずれ落ちた。

「胡汀！」

　叫さけんだ瞬間、こっちに戻ってきた遠凪さんに、背中の骨がおかしくなりそうな強さで抱だき寄せられた。微笑んでいても、眼まな差ざしの奥には深い憎ぞう悪おが瞬またたいている。

「清きよ姫ひめはどうして、他ほかの男の名ばかり口にするのか。わたしに跪ひざまずくのではなかったか？」

「い、痛…っ、力、緩ゆるめ……！」
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　怒りを隠した優しい声を耳にして、ますます息苦しさが強まった。いや、そのせいだけじゃない。息苦しくてたまらないのは、遠凪さんに触れられているからだ。鐘かねが鳴るように、身体中が過か敏びんに反応している。

　どうしてこんなに、気持ちが全部遠凪さんに惹き付けられてしまうのか、わからない。

「神々とは、だれもかれもが節操なく姦かん通つうをする。我らけだものより不実なことだ」

「か、姦通！」

　言葉の凄すごさに、打ちのめされそうになった。

「わたしの女神」

　女神。めがみ、めがみ。頭ががんがんする。女神が私のなかで叫んでいる。なにを？

「知夏を放せ……っ」

　肩を押さえて起き上がろうとする胡こ汀ていを、遠凪さんが冷れい酷こくな表情で一いち瞥べつした。それだけで、胡汀の身に重力がかかったみたいに、がくんと沈しずみかける。

「胡汀、大丈夫!?」

「清姫、なんて賢かしこくない」

「遠凪さん、お願いだから……！」

「おまえが男の名を呼ぶほどに、わたしは殺したくなるというのに」

　私は遠凪さんの腕のなかでじたばたともがき、その赤い衣を摑んだ。

「胡……、こ、この人、傷つけないで！」

　名前を呼ばないように苦心しながら訴うつたえると、とても呆あきれた顔をされた。

「気の抜ける……」

　溜ため息いきとともに睨まれた。瞳の奥にさっきまでひそんでいたはずの深い憎にくしみが、ずいぶん和やわらいでいることに気づく。遠凪さん、と私は小さく呼んだ。

　遠凪さんが顔を近づけてきた。銀の星ほし屑くずを散らしたような長い黒くろ髪かみが、私の頰ほおをかすめた。

　目の下に唇くちびるが触れるか触れないかという位置で、遠凪さんは動きをとめた。あたたかな吐と息いきとともに、睦むつ言ごとめいた言葉が降ってくる。

「賢くない女に、こうも口づけたいと願う日が来ようとは」

　ずきっと、胸が激しく痛んだ。息ができない。またあの痺れだ。

「わたしを裏切るのは許さぬ。裏切りは、人のすべ。おまえがどれほど愛いとおしんでも、この男や蒸む槻きの人間どもはおまえを裏切る。だが我らは決して、女神を捨てぬ」

　噓うそだ。心のなかで、私が叫ぶ。目覚め始める怒いかりと悲ひ嘆たん。

　噓だ。噓、噓！　だってあなたは！

「だから、知夏」

「──噓つき！」

　私は遠凪さんの体を、力ちから一いつ杯ぱい押しのけた。

　ああ、頭が痛い。ぐるぐるしている。誰だれかとめて、おかしい。

「噓つき、噓つき、噓噓噓!!」

「女神……？　なにを」

　私は痛みに耐たえきれず、両手で頭を抱かかえた。

「噓つき！　裏切り者、裏切り者、どうして、どうしてどうして!!」

「女神!!」

「知夏！」

　胡汀と遠凪さん、二人が同時に叫んだ。

　痛みがぐんと増す。全身をナイフで貫つらぬかれているみたい。

　──そうだ。実際、それほどの痛みを、この私はかつて受けたのだ。

　光り輝かがやく、この私。無む垢くであった、愚おろかであった。

　我が身から、穢けがれし血を垂れ流すことがあろうとは。裏切りは人のすべではない、因果の罪は神に集つどう。私は恋こいしき人を憎む定め、だから力の限り叫ぶのだ。砕くだけた心を握にぎりしめて。

「裏切ったのは、あなたではないか！　我が君、あなたが──!!」

　目を見開く。痛みが弾はじける。

　そして、太古の記き憶おくが舞まうなかに。







　──私は目を凝こらす。

　そばには、神しん竜りゆうの形を模して築かれた壮そう麗れいな橋。

　ふと、自分がなにかを抱えているのに気づく。種を入れた丸まる籠かごだ。

　ああ、そうか。我らが楽土の花はな守もりたち……花愛めでし乙女おとめらに、新たな種を渡わたしに行くところ。

　これが咲さかねば、香かおる風も吹ふかぬ。さすれば楽土に悪あく霊りようが忍しのび込む。

　私は早足で橋を渡る。長い裳もが邪じや魔まで仕方ない。腕から滑すべり落ちそうな領巾ひれに気づき、私は橋の途と中ちゆうで足をとめた。籠を欄らん干かんの上にいったん置き、衣を整える。

　それからまた籠を持とうとしたのだけれども、思わぬことが起こり、私は小さく悲鳴を上げた。神竜の鱗うろこ模様が浮うかぶ不安定な欄干の上に載のせていたため、指がぶつかった拍ひよう子しに、川に落ちてしまったのだ。

「あっ」

　うつつとゆめと、いにしえに繫つながるという万ばん羅らの天の川。砕いた黒くろ水ずい晶しようのごとく輝く美しい水面の底に、種が沈んでいく。

　私は欄干から身を乗り出し、天の川を覗のぞき込む。困ったことになった。

　私が落とした種はいったいどの世で咲くことになるのやら。ゆめか、いにしえか、それとも。

　黒く輝く天の川の水面に人ひと影かげのようなものが映った気がした。不思議な衣ころもを着た娘むすめ？

「いとし乙女、なにをされている？」

　大気もとろける甘い囁ささやきに、私は振ふり向く。

　後ろにおられたのは、朝焼け色の衣をまとう、誰より恋しき我が君だった。火鳥の羽はね扇おうぎを片手に、その端たん麗れいな面おもてに微び笑しようを乗せて私を見つめていらっしゃる。

「そう身を乗り出していては、川に落ちてしまうかも」

　我が君が微笑ほほえむ。美び貌ぼう咲さき誇ほこる我らが楽土のなかであっても、ひときわ美しくあられる我が君。なのに──どうしたことか、あなたのお姿が、よく見えぬ。私は一いち抹まつの不安を覚え、後ずさりをした。我が君が、当とう惑わくの感をにじませて言う。

「なぜそのような、悲しげな顔を？　声も聞かせてくださらぬ？」

　いつもの我が君だ。私は安あん堵どし、慌あわてて笑みを作った。なにを不安に思うことがあろうか。今日も、明日も変わるはずがない。永遠に続く、恋深き日々。

「恋しき乙女。わたしを見て、お逃にげになろうとするとは。わたしに触ふれずに去られるのか？　あなたはそれでよくても、わたしは寂さびしくてたまらない」

　私は羞しゆう恥ちに頰を染め、ぎゅっと目を瞑つぶった。あなたはいつだって、そういう恥はずかしいことを平気で口にされるのだ。

　裏切りなんて知らなかった、蜜みつ月げつの記憶だった。







　──私は瞼まぶたを開き、そして、目を凝らす。

　恋しい人の姿をもっとよく見ようと。

　だが、楽土すべてに霧きりがかかり、恋しい人の姿も曖あい昧まいだった。

「──夏」

　遥はるか彼方かなたから、誰かの声が降ってくる。呼ばないで、嫌いやだ、振り向きたくない。

　未来なんて知りたくない。ここにとどまっていたい。辛つらいことも悲しいことも見たくない。誰かが傷つくのも、死んでしまうのも嫌だ。私が誰かを傷つけてしまうのも。

「知夏」

　声がはらはらと雪のように降ってくる。ああ嫌だ、私はこの景色を知っている。遠い未来で、私は知るのだ。振り向きたくない。我が君のそばにいたい。ずっと瞼を閉とざしていたい。

　だけど……、逃げないって誓ちかったじゃないか。護まもりたい人がたくさんいて、幸せにしたい人がたくさんいて。故郷を失ったとしても頑がん張ばろうと、そう思ったんだ。

　私は振り向いた。霧が搔かき消え、視界が晴れる。

　ざあっと雪が舞い散る、夜の世界。あそこは、私の故郷は、とても美しかった。体の芯しんまで凍こおらせ、吐息も固める孤こ独どくな夜。黒と白の、カレイドスコープ。

　なにも知らなかった頃ころの私がいる。裏切りを知らず、平和で、のどかな日々を生きる私。

　この夜を越こえていく。早く未来に行かないと。

　きっと待っててくれてる人とか、飼い主とかいるもんね。こうしちゃいられない！

　私は、過去の「私」に手を振った。ひどく悲しげな顔をした、光り輝く女め神がみに。

「大だい丈じよう夫ぶ、頑張ってくる！」

　私のしぶとさ、ラスボス級なんですから。

　それで、できれば。太古の呪じゆ縛ばくを解き放ちたいな。

　私はきらびやかな重い衣い装しようを脱ぬぎ捨てた。いつもの制服がなんだか懐なつかしく思える。よし、と拳こぶしを天に突つき上げて飛び跳はね、スカートを翻ひるがえして黒と白の夜を走る。

　埃ほこりが舞う学校の廊ろう下かを、意味もなくわくわくしながら突っ走ぱしるときのように。

　あの雪柱を目指して。
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「知夏！」

　私は、はっと瞼まぶたを開けた。すべての霧が弾け飛ぶ。

　白と黒の世界。夜を彩いろどる細ささめ雪ゆきの色。地平線の彼方までずっと敷しきつめられている。その光景が、目に飛び込み──。

「違ちがう」

　ここは、過去の夜じゃない。緋ひ宮みやと呼ばれる私が生きる蒸む槻きの世界だ。

「知夏、神しん花かが──」

　胡こ汀ていの茫ぼう然ぜんとした声が聞こえた。へたり込んでいる私の横に膝ひざをつき、夢でも見ているような眼まな差ざしを周囲に向けている。私も、ぼんやりと視線を巡めぐらした。

　雪と、夜の色じゃない。見覚えのある黒い葉の形。

　これは神花だ。見回せば、辺り一面、蕾つぼみを開いた神花で埋うめ尽つくされている。

　鋼はがねのような黒い葉と茎くき、その上に爛らん漫まんと咲く大おお振ぶりの白い花。以前、一度だけ見たことのある月下美人に少し似ていた。

　ざあっと強い風が吹き、うねる波のように純白の花びらが揺ゆれる。

「なぜ、神花がここに咲く……？」

　朝火さんや伊織さんたちもこっちに近づいてきて、やはり茫然と神花を見つめている。

「籠、落としちゃったからだ」

　私は呟つぶやき、ふと首を捻ひねった。籠って……なに言っているの、私？

「──あまつおとめ」

　かすれた声に、私は視線を動かした。

　遠凪さんが荒あらい呼吸を繰くり返しながら苦しげに胸を押さえ、片かた膝ひざをついてこっちを見ていた。私を貫つらぬくその眼差しに、深い混乱が見えた。

「わたしは」

　さっきの私がなにかを忘れたのと同じように、遠凪さんもどう言い表せばいいのかわからないという、もどかしい顔をして口をつぐむ。

「遠凪様！」

　驚きよう愕がくの表情で立ち尽くしていた仲間の男が駆かけ寄ってきて、遠凪さんの身を支えた。

「関門の界が復活し始めています。退たい却きやくせねば、我らは閉じこめられてしまう。去りし神々の気配までも──」

　立ち上がろうとした遠凪さんが再び苦痛に顔を歪ゆがめた。神花のせいなんだろうか。

「清きよ姫ひめ、我らやはり──離はなれる定めなのか？」

　遠凪さんは混乱の気配を消し去って、以前と同じ怨うらみの眼差しを取り戻もどし、苦く笑った。

「もう慈じ悲ひはない。今、結ばれぬのなら」

　私は息を止めて、遠凪さんを見つめた。

「恋こいしき乙女おとめ、ここで別れを？　それとも」

　その人の手を取れば。未来はどう変わるんだろう。蒸む槻きはもう神世の呪のろいに悩なやまされることは本当に、ない？　私は自分の膝に拳を押し当てた。足を踏ふみ出そうか。

「行くな、俺の鳥」

　つん、と髪かみの引っ張られる感かん触しよくに、私はびっくりした。

　胡こ汀ていが指先に軽く私の髪を絡からめ、わあ……、こんなときでも、なんて生意気そうな態度と目つき。暴君様め。しかしそこがよいわけですが。

「我らが女神。置いてゆくな」

　朝火さんまでも、私の横に膝をついた。殊しゆ勝しような様子で肩かたに、ちょん、と額を押し当てる。くう、純情ぶっちゃって……、やっ、なんでもないですごめんなさい！

「緋宮。どうか」

　伊織さんまで膝をついてぎゅっと手を握にぎってくるとか。いいよいいよ、伊織さんならなんでも許しちゃう……や、やだ胡汀、その目、死神的！

「緋宮……」

　ああっ白雨さん！　あれっ傷が治ってる？　神花効果なんですか、って夢ですか幻まぼろしですか、あなたまでもが甘えるように私の膝に頭を乗せるとか。なにこれ私、今かなり緋ひ剣けんたちに愛されてる気分。……緋宮ってもともとそういうもんの気がするけれど、初めて実感したっていうか、それも寂しいような。

「知夏、知夏」

　椰や真まちゃんが、ばさっと突とつ然ぜん、姿を現した。碁ご子こちゃん治ち療りようが終しゆう了りようしたらしい。

「やっ、椰真ちゃーん！」

　ふよふよ飛んできて、私の背中にはりつく。姿は骸がい骨こつ系のものだけど、羽だけはちゃんと治ったみたいだ、よかったー！

「緋宮」

　穂ほ野のさんたちもやけに健けな気げな顔をして私の側そばにやってきた。

　咲さき乱れる神花のなかから、悪あつ鬼きに変わっていた滸こ楽らくたちや人々が寝ねぼけ眼まなこで身を起こす。

　どうやらほんとに、なぜか大量に湧わいて出た神花がばばーんと咲いた効果らしい。

　あたり一帯を浄じよう化かし、化け物に変わっていたみんなを元に戻したっぽい。

　わ、私、自覚あんまりないんだけれども、もしかしてやったー!?

　私は全員を見回し、そして最後に遠凪さんを見た。

　いつのまにか全身を圧あつ迫ぱくしていた息苦しさや痺しびれが、きれいに消えている。ただ、なにかがお腹なかのなかに残っているのがわかる。それは今、眠ねむりについているようだった。

　私は夢から覚めた気持ちだった。

「遠凪さん、私、行けない。だってこんな、暴君様と猛もう烈れつＳエス様と純情たらし様と女王様と私専用飛行機、どこにも置いていけないし……いたっ、いたたっ、痛い、やだ全員で虐ぎやく待たい、まさかの伊織さんまでそんな」

「──なら、殺し尽くすしか」

「遠凪さ……」

　とっさに立ち上がろうとした私を、胡こ汀ていたちが全員、髪や腕うでを引っ張ったり背中にはりついたりしてとめた。

「幾いく度ども我らを見捨てる無情の女神、それでも」
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　憎ぞう悪お閃ひらめく、美しい眼差しだった。

「憎にくみ、慕したい続ける。世が果てようとも」

「遠凪さん──！」

　遠凪さんは微笑ほほえみひとつ残し、獣けものの姿に変へん化げした。

　仲間に合図し、神花を踏みにじって、地を駆ける。

　決別に、涙なみだが滲にじんだ。遠凪さんが離れていくのが、辛つらかった。

　本当にどうあっても共存は無理なのか。手を取り、支え合って生きていきたいのに。

　私たちは少しのあいだ沈ちん黙もくし、去っていく滸楽たちの姿を見つめた。

　彼らへの復ふく讐しゆうを目標としている朝火さんでさえ、動こうとはしなかった。

　ようやく咲いた純白の神花を殺し合いで血に染めるのはまずいかもって、私と同じようなことを皆みなも考えたのかもしれなかった。







　五章







「咲きましたね……」

　伊織さんがまだ微睡まどろんでいる最中のような表情で言う。

「豪ごう快かいに、咲いたものだな」

　朝火さんもなんだか気の抜ぬけた感じだった。ってお兄さん、私の肩を背もたれにするとは、なんぞこれ。

「咲き過ぎだろう」

「胡こ汀ていさん胡汀さん、誰だれもが感じている本音を真顔で言っちゃいけないと思います」

「まったくふてぶてしい神花だな。間抜けな主あるじとは正反対に。まさか蒸む槻き全体に咲いているのか、これは？」

「白雨さん、私の言葉を無視して……」

　なんだろう緋剣たち、私にさりげなく腹を立ててませんか。

「知夏、そこに神がいるぞ。くきき」

「椰や真まちゃん、なに……？」

　後ろから地面を指差す椰真ちゃんをちょっと振ふり返って見つめる。それから、指し示す方向に視線を向けた。

「……ちっさ！」

　私はつい突つっ込んだ。目の前を、変なモノが通ってる。

　やけに凜り々りしい雰ふん囲い気きの茶系碁ご子こちゃんに、小指ほどの大きさの生き物が乗っていた。なにこれ椰真ちゃん、つまんでも平気？　だめ？　えっ神様なの。柱はしら神がみの一人？

　か、かわいいような、ちますぎるような。釣つり竿ざお持っているし。狐きつねのお面被かぶっているし。

「護ご女じよであられるか？」

「は、はい！」

　話しかけられたー！

「わたくし、みずの、じゃ」

「みずの様？」

「うんうん。護女、きさまの名は？」

「ちょっ、ここでもきさま呼び……知夏です。天あま野の、知夏」

「知夏か。うんうん」

　釣り竿をふらふら揺ゆらしながら、みずの様がうなずいた。碁子ちゃんに乗ったままの状態で私の膝ひざに上がろうとする。白雨さんが少し慌あわてた様子で、場所をどいてあげた。みずの様は、釣り竿の先で私の指をつついた。痛っ、爪つめ剝はがれてる部分ですよそこ……って、どうやら文字を書いているみたい？

「柱の神、よいのか。よいのか？　おまえから名乗り、神しん紋もんを与あたえたことになるぞ」

　みずの様の釣り竿につられて椰や真まちゃんも、私の背後でもさもさと揺れながら、そう言った。

　えっと、神紋？　言い方が同じだけれども、神しん門もんとは別のものだよね？

「くけけ。もしや、知夏を食うか？」

「ううん、食わないよ」

「水地の柱神、その神紋を与えたということは。知夏に、そちらの通つう門もんの渡わたりを許すのか」

「よいよ。鈍どん重じゆうだが、よき護女のようだからねえ」

　話が見えないよ椰真ちゃん。通門の渡り？　えっ、もしかしてみずの様の地区にある通門を、私も使えるようになるの？

「あのう、どうしてそんなサービス……ご厚こう意いをくださるんですか？」

「わたくしの門、鬼おにから護まもってくれたろう。きさまは大きな神も小さな神も、隔へだてなく大事にする。よきことじゃ」

　わたくしの門って……私、いつ護っただろう？　もしかして神花の田のなかにあった、ぼろぼろの通門のことだろうか。

「護女、よう神しん花かを咲さかせた」

「は、はあ、遅おくれまして、どうもすみません……」

「うんうん。でも、たくさん咲いた。神々がな、戻もどってくると」

「え!!　本当ですか！」

「まことだよ。この神花はとてもよき香かおりがする。護女さえよければ、たくさん咲いていることだし、少し摘つんで帰ってもいいかえ？」

「どうぞどうぞ！」

　むしろ咲き過ぎなので、減らしてくれるとありがたい気がひしひしとします。

「これだけ咲けば、楽らく奪ばい月つきは安あん泰たいじゃ。魔ま物ものがほら、慌てて逃にげ帰っていく」

　みずの様が、私の膝の上で釣り竿を遠くに向けたけれど、なにも見えません。……ん？　なにか、あっちのほうに黒いものがよぎった？

「乾かわきの大地も、蘇よみがえる。川も泉も生き返るだろう」

「ほんとですか？」

「うんうん。それにじゃ」

　みずの様が、なにやら恥はずかしげにもぞもぞした。か、かわいい。乗り物碁ご子こちゃんは、やけに凜々しいし。

「きさま、きれいじゃの」

「や、ありがとうござ……え!!　ええ!?　今、なんとっ!?」

　きれい？　まさか、まさかと思うけれども私が？

　そんなはずはない、他ほかの人と間ま違ちがえているんだと思い、私は本気できょろきょろした。以前にもこういう会話をかわしたような記憶があるけれど、ともかく、みずの様ってばすっごい悪あく趣しゆ味みとか、目が悪いとか、あ、もしかして私と白雨さんを勘かん違ちがいしている？

　胡こ汀ていたちもほら、硬こう直ちよくしちゃって……ってなんだか皆さん、複雑そうな顔をしてらっしゃる。

「さすがは陽女ひめ神がみの末まつ裔えいじゃ。淡あわく輝かがやいておるの」

　私は目をぱちっと瞬またたかせ、空を仰あおいだ。鈍にび色いろの空。太陽はない。……のに、肌はだがそういえばパールパウダーをまぶしたみたいに、少しきらきらしている？　陽光のせいじゃないなら、なんで？　肌はだ艶つやもよい感じだし。そのうちもとに戻るんだろうか？

「じゃあ、護女。わたくしは神門に行く。去った神々もな、迎むかえがないと、きまりが悪かろうから」

「は、はい。あっ私も」

「ううん、いい。神々、恥ずかしがりだから。人がそばにいると来ない。それにきさま、きれいじゃ。かどわかされるよ。神々、色好みだから」

　全力で神様たちの美人基準がわからないんですが。

「では、またな」

「はい、あの、またお会いできますか？」

「うんうん。会おうてあげる」

　嬉うれしそうに釣り竿を振ると、みずの様は、凜々しい碁ご子こちゃんを動かして、ちまちまと去って行った。あっ途と中ちゆうで碁子ちゃん、転こけかけた。大だい丈じよう夫ぶかな。

「……念のため、追いますか？」

　朝火さんに言われ、私は自分の使命を思い出した。そうだった、もともとは蒸む槻きを去ろうとする神様たちを引き止めるため、まず最初に夕ゆう秘ひ関門に来たんだった。

　神花が咲いたから、もう大丈夫なのかな。みずの様、神様たちを迎えに行ってくれるって言ってたし。ここの結界も修復されているって、滸こ楽らくの男性が口にしていた。

「それとも市いちの様子を先に見ておきますか」

　私は、不思議そうに周囲を見回している夕秘関門の人々へ目をやった。

　悪あつ鬼きと化していた人々は、無事に蘇った。でも、なかには復活できなかった不幸な人もいるはずだ。私たちがここへ到とう着ちやくする前に攫さらわれてしまった女性も、たくさんいるに違ちがいない。

　私は表情を硬かたくした。やっぱり決別は必要だったんだろう。遠凪さんの手を取れば、蒸槻の人たちに対する裏切りになったはずだ。

「市のほうはあとにして、みずの様をこっそり追いましょう」

　考えた末、そう答えた。みずの様を疑うわけじゃない。神門が無事なのか、穢けがされていないか。確かく認にんしないと。それから残りの二つの神門に行かなきゃ。

　立ち上がろうとして、失敗した。全身がくらげのようにぐにゃぐにゃだ。

　胡汀たちが慌てて私を支えてくれる。

「神花を咲かせた反動では」

　朝火さんの説明に、そうかも、と思った。気を抜ぬいたら眠ねむってしまいそうなくらい、疲ひ労ろう感かんでいっぱいだ。

　胡こ汀ていが私を抱だきかかえてくれた。最初に会ったときみたいに、片かた腕うでに乗せるようにして。……はいはい、止まり木なんですね胡汀さんの腕。そう言いたげな目をしてますから。くそう暴君、とどまらぬ。

　背中にはり付いていた椰や真まちゃんはというと、近くで神花をわしわしと食べている。そうか、隼はや鉄てつ同様に神花も椰真ちゃんには栄養になるのか……。姿、戻るかな。

「神門はどこにあるんでしょうか？　みずの様のお姿、完かん璧ぺき神花に埋うもれて見えないんですが」

「場所は俺が知ってますよ。ただ、ゆっくり行かねば……途中で踏ふみつぶさないように」

　朝火さんが苦く笑しようまじりに答えた。

　胡汀がふと顔を横に向け、咳せき払ばらいをする。うん、私も今笑いそうになった。ごめんみずの様。

　そのとき、九く支しさんが寄よ越こしてくれたらしい剣けん士し集団が、遠くの傾けい斜しやから司し狼ろうに乗ってやってくるのが見えた。

「ああ、ちょうどいいところに。緋ひ宮みや、少しお待ちを。彼らに、周囲の視察と民たみの保護を頼たのみます」

　朝火さんがそう言いおいて、彼らのほうに近づいていく。

　私たちは神花を踏まないよう気をつけながら、そばに立っている倉庫へと足を向けた。正面入り口前の階きざはしにそれぞれ腰こしをおろし、朝火さんが戻ってくるのを待つ。胡こ汀ていは意外なところで親切だ。自分の膝ひざに私を座らせてくれる。

「残り二つの神門は、どこか知ってる？」

「南下した峰みね々みねの向こうに関門が設けられている。そこに神門があると朝火が言っていたが」

　あっ、そうだった、都から下がって西と南西、東南東あたりにあるんだっけ。移動に、どのくらいの日数が必要になるのかな。

「行く必要はないだろう。柱はしら神がみが保証されたのだ、おそらくは他の関門も無事なはず。おまえはもう、帰き鼓こ廷ていに戻らねば」

「そうだな。今度は神々のかどわかしを案じたほうがいいのでは？」

　伊織さんが真面まじ目めな顔をして、胡汀に同調した。

「我ら緋ひ剣けんが神門のある地へ行く。それでいいんだろう？」

　白雨さんの言葉に、二人がうなずく。

　楽奪い月には、緋剣たちが要かなめとなる関所──神門のある地──に行き、護るのが通例だけれどもだ。ここで一人だけ離り脱だつするというのは、すっきりしない。

　馬ば鹿か正直に頼んでも、同行はダメって叱しかられそうだ。それなら、従順な態度を見せてこっそり尾び行こうするとか……と悪わる巧だくみをし、勘かんのいい胡汀に「こら、まさかオマエ……？」という目で睨にらまれたときだった。

　剣士たちに指示を終えた朝火さんが、数頭の司狼を連れて戻ってくる。

「お待たせしました。行きましょう」

　今度は、胡汀と相乗りさせてもらった。後ろ側は嫌いやだと態度で示し、胡汀の前に乗せてもらう。私は手た綱づなを握にぎる胡汀の片手を奪い、自分のお腹なかに押し当てるようにして握りしめた。深く息を吐はく。意識ははっきりしているけれども、すごく大事なことを忘れているような……、置き去りにしているような、不安な気持ちが胸にたくさんあり、妙みような高こう揚よう感かんに包まれている。

　それにまだ遠凪さんとの決けつ裂れつを、心のなかで直視できずにいた。

「どうした？　なにか気がかりなことでもあるのか」

「……ううん、違うよ。なんでもない」

　こうして胡汀に触れていると落ち着く。いや、心臓はどきどきしっぱなしだけど。胡汀がまとう静かな気配が、私をこの現実にしっかり繫つなぎ止めてくれるんじゃないかって思う。

「寄りかかれ。羽を休めよ」などと阿あ呆ほ鳥どり扱あつかいされてしまったものの、うんうん。さっき会ったみずの様のかわいさに免めんじて許してあげよう。

　人々の保護と建物の補修などは剣士さんたちにまかせ、私たちは夕秘関門の市を抜けた。

　さすがに蒸む槻き中っていうわけじゃないだろうけれども。夕秘関門一帯は、どこまでも神しん花かで埋め尽つくされている。や、白のなかに黒い葉がチラ見え。

　圧巻だった。一いつ瞬しゆんだけ懐なつかしい故郷の雪景色が頭をよぎる。遥はるか彼方かなたまで続く雪道。私は冬が一番好きだった。

「これだけ咲さいていれば。次の実りは保証されるでしょう」

　先を進む朝火さんが振ふり向いて、珍めずらしく、声音通りの穏おだやかな微び笑しようを見せた。

　胡汀は司狼を、朝火さんの横に進ませた。私は司狼の上で体勢を変え、横座りした。胡汀がそのあいだ、落ちないように緩ゆるく支えてくれる。

「神花は、楽らく奪ばい月つきにしか咲かぬ花。月が終われば一いつ斉せいに枯かれて地に還かえり、沃よく土どを生む。久々に、豊ほう穣じようの年が来るかもしれぬ……」

　胡こ汀ていは遠くを見やりながら、目を細めた。

　でも、豊かな年を喜ぶ気持ちは少なかった。多くの犠ぎ牲せいがあったからだ。優やさしいときごえ様。炎ほのおにまかれた蛇へび神がみ一族。さらわれ、殺されたかもしれない夕秘関門の人々。

　この世界はほんとになんて残ざん酷こくなんだろう。胡汀も含ふくめた朝火さんたち全員がこんなに簡単に死を受け入れている。いや、簡単って言い方は違うか。心を動かされないわけじゃない。むしろ神々の存在が近いからこそ、命に対する誠実な敬けい虔けんさがいつもある。

　そのうえで、殺し殺され、という最も残ざん忍にんな行いを、珍しくはない日常の一部として受け止めている雰ふん囲い気きがあった。

　私もだんだんと、そう捉とらえるようになるんだろうか？

　ひっそり考えこむうちに、朝火さんの先導により市の外に広がる山林へ入った。帰き鼓こ廷てい側へ山を登るんじゃなくて、夕秘関門の右手側に進む感じだ。

　木々の根元に、赤石で作られた小さな獣けもの形の置物があることに気づく。道しるべなんだろう、一定間かん隔かくで置かれているそれを目にしながら、山中を行く。そんなに遠くない。たぶん十二、三分で到着したと思う。

　起き伏ふくが多く、人の背せ丈たけくらい高さがありそうな巨きよ岩がんがごろごろしている場所だ。

　その、巨岩の隙すき間まに隠かくれるようにして黒い門が立っている。やっぱり鳥居的な形。

「近づきすぎぬように。こちらから見ましょう」

　朝火さんの声に全員微び妙みような顔をしながらうなずく。神々、恥はずかしがりって言ってたもんね。私たちは、離はなれた巨岩の裏からこっそり眺ながめることにした。ちなみにここにも神花が咲きまくりだ。

　身体からだにまだ倦けん怠たい感かんが残っているので、倒たおれないよう胡こ汀ていの脇わき腹ばらにしがみつき、神しん門もんを凝ぎよう視しする。胡汀が無意識の動作で私の頭をぐりぐりし、抱かかえ込んだ。

　神門から、小さいものが出てきた。神々を迎むかえに行ったみずの様だ！　……ってみずの様みずの様、そのプチサイズなお身体で神花を持つなんて無む謀ぼうすぎます。やばい、支えてあげたい……ふらふらしているし！

　私は駆かけ寄りたい衝しよう動どうを、ぐっとこらえた。あ、白雨さんの横顔も、「手のひらに乗せて運んであげたい」っていう欲よつ求きゆうを耐たえているような。わかる、わかる。

「……あれ？」

　歩むみずの様の姿が、途と中ちゆうでふわりと溶とけるように消えた。椰や真まちゃんの神しん出しゆつ鬼き没ぼつ術のようなものか。自分の土地にお帰りになったんだろう。

　みずの様のあとに続いて神様が戻もどってくるのかと思ったけれど、なにも見えない。

　ただ、何度か蜃しん気き楼ろうのように空気が揺ゆれ動いた。

　以前土老人さんをお招きしたときのように、薄うす闇やみが満ち、厳おごそかな気配が広がる。

「──戻りましょう。神々に見つかり、機き嫌げんを損そこねないように」

　朝火さんの静かな言葉に、私たちは従った。姿は見えなくても、神様方が神門を通って蒸む槻きの地に戻られたのがわかった。

　帰り道は皆みな、騎き乗じようしなかった。司狼の手綱を引っ張り、ゆっくりとした足取りで巨岩地帯を抜ける。体力不足の私だけ申し訳ないんだけれど、司狼に乗せてもらっている状態だ。

　皆が無言なのは、私と同じでなにか後ろ髪がみを引かれるような、曖あい昧まいな戸と惑まどいを感じているからかもしれない。

　夕秘関門まであともう少し、というときだった。

　朝火さんが突とつ然ぜん、よろめいた。手綱を強く引っ張られる形となった司狼が驚おどろき、暴れそうになるのを、伊織さんが慌あわてて宥なだめる。

「朝火？」

　私を乗せた司狼を背の高い樹木の横に止めて、胡こ汀ていがすぐさま朝火さんに近づいた。地面に片かた膝ひざをついてうずくまる朝火さんの背中に手を置き、顔を覗のぞき込む。

　もしかして滸こ楽らくたちと戦ったときに、傷を負ってしまったんだろうか。でも神花が咲いたことで、滸楽も人も分け隔へだてなく、怪け我がは治ち癒ゆされたんじゃないの？

「気分でも悪く──!?」

　彼の隣となりに膝をついて心配そうに声をかけた胡汀が、はっと身を引いた。

　その動作は、遅おそかった。仲間の朝火さんがいきなり刃は物ものを振り上げて斬きり掛かかってくるとは、誰だれだって思わない。

「胡汀!!」

　ぱっと、神花の白に、赤い雫しずくが飛び散った。

　私は転げ落ちるようにして司狼から降り、胡汀たちに駆け寄った。

「緋ひ宮みや！」

　途中で白雨さんが私をとめ、抱だきかかえる。私はその腕うでをくぐり抜ぬけ、胡汀に飛びつこうとした。

「胡こ汀てい、朝火さん!!」

「来るな！」

　胡汀は、斬られた肩かたを押さえながら叫さけんだ。奇くしくも、さっき遠凪さんに傷つけられた場所と同じだった。私は、制止の声に動きを殺され、彼らの手前でべたりと崩くずれ落ちた。

「──今さら」

　朝火さんが低い声で、呟つぶやいた。

　……違ちがう、朝火さんじゃない。闇やみを拾い上げて瞬またたく、その異質な虹こう彩さい。

「今さら、神花が咲いてなんになる？　生き残った私の一族は、もはやあらかた邪じや気きを帯び、穢え主ぬしと成り果てているのに」

　まさか、この人は。

「長おささん……！」

「どうせ下げ劣れつな憑つき神がみの一族など、滅ほろびようが穢けがれようが誰も見向きなどせぬか。ああ、つまらぬ一族だ」

　朝火さんが──長さんが笑って、胡汀の肩を裂さいた隼はや鉄てつの剣けんを払はらい、ゆらりと立ち上がった。

「よき身体であったのに、この男。怨うらみの念渦うず巻まく深しん淵えんのごとき心。住みつきやすかった、このまま眠ねむりにつければと思うていたが余計な真似まねをしてくれるねえ、護ご女じよ。神花のおかげで、目が覚めてしまったよ」

　長さんは、身を起こせずにいる胡汀の首に剣を向けた。

「やめて!!」

「なあ護女。我一人、まともでいる苦痛がわかるかね？　一族は嬉き々きとして穢主となり、血を舐なめ回す。刻一刻と醜みにくくなりゆく一族を、私は護まもりも捨てもできぬ……」

　剣けん先さきをずらし、胡汀の顎あごを軽く上げる。

　伊織さんと白雨さんが目配せし合い、そっと動こうとする。すると長さんは剣先で、ぐっと胡汀の顎の下を押した。わずかに血がにじみ、滑なめらかな首の肌はだに一筋流れ落ちた。

　伊織さんたちは険しい顔をして、動きをとめた。長さんが凶きよう行こうに及およぶには不ふ釣つり合いな、どこかぼんやりとした表情を浮うかべ、私たちを見回した。

「なぜ人ばかりに再起が許される？　なぜ美しく、花はな咲さくように、新たな日々を摑つかみ取れるのか？　なぜ我ら地を這はう一族は、穢れたままなのか。天の定めとはこうまで無情であられるか」

　ぐ、とさらに剣が胡汀の喉のどを押した。胡汀が瞼まぶたを震ふるわせ、静かに長さんを仰あおぐ。

「やめて、お願い……」

　私は見ていられず、喘あえぐように頼たのみ込んだ。大声で叫びたいのに、それがもし引き金になって胡汀の命を奪うばうことになったら。考えるだけで鼓こ動どうが狂くるい、息が詰つまった。

「護女、その身をもって献けん花かとなってはくれぬか。我ら醜き一族のために」

　なる、なるから、やめて。傷つけないで。そう思って、手を伸のばそうとした瞬しゆん間かん。

「──だめだ、緋宮、従うな……っ」

　長さんが突然、苦しそうな声こわ音ねで私を呼んだ。身体のなかで、朝火さんと長さんの意志がぶつかり、せめぎあっているようだった。

「躊躇ためらうな、俺を殺……！」

　長さん──いや、きっと今は朝火さんの意志が勝まさっている。額に汗あせを浮かべ、苦く悶もんの表情でそう言った直後、大きく身をぐらつかせた。その隙すきを逃のがさず、白雨さんと伊織さんが接近した。白雨さんが胡こ汀ていを引き離し、伊織さんが長さんの剣を弾はじき飛ばした。

　それから、胡汀がされていたように、地面に膝ひざを落とした長さんの首に剣を突つきつける。

「──殺せ」

　長さんは、笑った。やっと迷いが晴れたような、嬉うれしそうな笑え顔がおだった。意識がまた切り替かわったようだった。

「朝火の身体から出れば、いくらでも殺してやるが」

「出たくても、出られぬねえ」

「なに？」

「緋ひ剣けんに取り憑ついた咎とがかね。さすがは女め神がみの寵ちようを浴びし者というべきか？　閉じこめられてしまったようだ。我が霊たまに、絡からみ付いて離はなれぬのよ、男の怨みがな。まあそのおかげで、神しん花かによる浄じよう化か時、滅めつされずにすんだようだが」

「──では、どうしろと？」

「どうもこうも。肉体ごと私を殺さねば、男の霊がいずれ狂うだけ。ああ、それもよいか。男ともども荒あらぶる神と化し、女神の地を穢してやろうか」

　長さんは、けらけらと笑った。

「この……！」

　伊織さんが腹立たしげに、剣の柄つかで長さんのこめかみを殴なぐりつけた。長さんの身体が、地面に倒たおれる。

「だめ、殴らないで！」

　長さんは殺されたいんだ。だからわざと私たちを挑ちよう発はつし、怒おこらせようとしている。

「さあ、早く殺せ」

　もう一回、期待のこもった笑顔でそう言った。

　私は目を疑った。今の表情は、違う……長さんじゃない。入れ替わった朝火さんだ。

　伊織さんも表情の差異に気づいたんだろう。まじまじと朝火さんを見下ろしている。

「穢主のものに、取り憑かれるなど。操あやつられるくらいなら、殺せ」

　殺せと言われて、誰がうなずけるだろう？

　だって、この人は私の剣で、皆みなにとっては仲間で。決してとっつきやすい人じゃないけれど、それでも朝火さんがいなければここまで来ることはできなかった。それは、対立の立場にいる伊織さんや白雨さんだって、きっとわかっていることだ。

　だから、緋剣として動くときは皆、逆らうことなく朝火さんの指示に従う。

　どんなに頼まれたって殺せるはずなんかない。なのに。

「──いいだろう」

　さらりと答えた人がいた。

「……え？」

「望み通り、殺してやる」

　白い髪かみが目の前をふわりと流れた。その手に握にぎられた隼はや鉄てつの剣。刀身に赤い花が咲さいている。

「白雨さん……！」

　白雨さんが朝火さんの前に立ちはだかった。とめる余よ裕ゆうもくれず、跪ひざまずいている朝火さんに剣を振ふり上げる。私は頭のなかが真っ白になった。私の位置からだと二人の姿は重なってしまい、剣のおさまる行方ゆくえを目にできない。でも、衣ころもを裂き、肉を貫つらぬく音がはっきりと耳に届いた。

　刺さした。本当に刺すなんて!!

「ばかめ」

　ふん、と白雨さんが女王様然とした嘲あざけりの顔をして、朝火さんから躊躇いなく剣を引き抜いた。しゅっと、切れ味のよさがわかる鋭するどい音が耳に飛び込む。

　白雨さんは剣を下に振り、血ち糊のりを乱暴に払った。

　その容よう赦しや皆かい無むな刃の動きを茫ぼう然ぜんと辿たどり、「……え？」と私は首を傾かしげた。

　白雨さんは、肩を刺した？

　しかもそこって……胡こ汀ていが斬きられた部分と同じのような気がする。

　は、と朝火さんが目を大きく見開く。

　その瞬間、肩の傷口から勢いよく黒い霧きりが噴ふき出し、宙で渦うずを巻いて──ぽろんと小さな白い蛇へびに変わった。頭部と尾おの先がちょっぴり黒い。あんまりにょろっとしてなくて、意外にかわいいような、やっぱりアレなような。碁ご子こちゃんのおかげで、不気味系に慣れてきた気がする。

「……長さん？」

　ぐってりしている蛇を、私は恐おそる恐る両手で拾い上げた。みずの様ほど小さくないけれど、トカゲ的に手に乗るサイズだ。

　気絶中の蛇をとりあえず抱かかえ、朝火さんに視線を向ける。

　傷口をひどく痛そうに押さえているものの、致ち命めい傷しようではないみたいだった。

「朝火さん、傷の具合は……」

「──殺せといったのは、俺だが。よくもこう、貫かん通つうするまで深く刺したな」

　朝火さんの苦く笑しようを見て、白雨さん以外、私たちは、はー…、と大きく溜ため息いきをついた。

「さすが隼はや鉄てつの剣けん。霊に絡まる念を断たち切ったか」

　胡こ汀ていが自分も痛そうに顔をしかめつつ、白雨さんを見上げる。こんなときもラブ鉄賛美を忘れないとは胡汀さんってば。

「甘えるな。この私が、男をたやすく殺してやるように見えるのか」

　白雨さんが剣を消し、またまた女王様の微び笑しようで格好よく言った。

　わあ、ステキ態度に見み惚とれましたが、本当に男おとこ嫌ぎらい炸さく裂れつで……と感心したんだけれども、男三人はなぜか非常に微び妙みような顔をしている。いたたまれないというか、居い心地ごこち悪いって感じのもやもやした雰ふん囲い気き。なんで？

「……ばかども！　そういう意味じゃない！」

　男三人の顔色を読んで、白雨さんが頰ほおに朱しゆを差し、怒ど鳴なった。そういう意味？　そういう……、まっまさか、えろえろしい意味と勘かん違ちがいしたのか、この人たち！　今の状じよう況きようで！

　男三人、そーっと視線を合わせ、「……だってなあ、白雨が言うとそういう意味にしか…、なあ？」と妙みようにわかり合っている。そのくせ、私とは絶対に視線を合わせようとしない。私はじぃっと三人を見た。その視線をずらし、今度は、じいいいいっと白雨さんを見る。

「緋ひ宮みや！　違ちがう！　こんな男など、私はまったく好いておらぬ！」

「やだ白雨さん、そこまで必死に否定されると逆に疑っちゃう……」

「神にかけて！　こういう無礼で悪あく辣らつないかがわしい男など！」

「……そこまで言うのは、俺に失礼だぞ」

　複雑そうに朝火さんが呟つぶやいた。利口な伊織さんはろくでもない会話にいっさい口を挟はさまず、朝火さんの傷口に布を巻いてあげている。

　私も胡汀にやってあげようと思い、ずりずりと這はって近づいた。脱だつ力りよくしたからか、身体からだの疲ひ労ろう感かんがさらに増している。

「そもそもは、おまえが蛇へび神がみになど憑かれたせいだろう！」

「だから、死んで詫わびるべきと」

　白雨さんたちの会話を聞きながら、私は自分の帯を一本ほどき、胡汀の傷口を押さえた。迷いのない朝火さんの言葉に、眉み間けんに皺しわが寄るのがわかった。

「剣を使う者ならば、剣の法にて償つぐなうべき。むろん俺とて例外ではない。おのれの怨うらみが原因で、緋宮を危機に晒さらした。それは死罪に値あたいする」

　さらに自分が険しい顔になったのがわかった。胡汀がもの言いたげに私を見る。

「ずいぶん軽いものだな、おまえの命は」

　白雨さんの痛つう烈れつな皮肉に、朝火さんは苦笑を深めた。

「俺は一度も、おのれの命を重いなどと言ったことはない」

　ぐぐっと眉間に山谷ができたのがわかった。胡汀が目を泳がせている。

「死んで、現うつつの罪から逃にげるのか。だから男というものは」

「おまえも言っていただろう。死んでも生きても、さほど変わらぬと。まったくだ。神の世も、人の世も。怨みばかりがあるのなら」

　私は無言で、肩かたに乗せていた気絶中の蛇を胡こ汀ていに預けた。

　伊織さんと同じく、胡汀もまた余計な発言はせず、大人しく蛇を受け取った。二人とも完全に、「さわらぬ神に……」という君子の顔だ。

　私はしずしずと、朝火さんのほうに這い寄った。ありがとう伊織さん、お願いする前にすばやく場所を譲ゆずってくれて。

「朝火さん」

　言こと霊だまを重視している国なんでしょう？　なのに、すぐそうやって死を誘さそい込もうとする。

「緋宮？　なにか」

　片かた膝ひざを立てて地面に座っている朝火さんは、怪け訝げんな顔をして私を見た。

　怒いかりのままに朝火さんを往復ビンタしようと考えていた。この表情を見るまでは。

　あんまり透とう明めいな眼まな差ざしをしているから、手を振り上げることができない。大げさに悔かい恨こんしているのでも自分を卑ひ下げしているのでもなく、ごく普ふ通つうに、自分は死ぬはずだったと考えている。

「……私だって」

「緋宮？」

「私だって、さっきの白雨さんと同じ気持ちです。あなたたちのような悪辣でワガママでいかがわしい人たち、簡単に死なせてなんかあげません！」

　私は両手を伸のばし、往復ビンタの代わりに朝火さんの顔を余すところなく撫なで回した。

「緋宮、待て、なにをされるのか」

　朝火さんはさすがに驚おどろいたようで、慌あわてた声を上げる。ははーん！　パワハラされるとは思わなかったでしょう！　そっちがその気なら私だってですね、手段は選びません。緋宮の特権フル活用するんだから。

「私、朝火さんのこと、嫌いです。私がばかなせいだったとしても、江え房ふささんとか、あんなふうにひどいことした。すぐに極きよく端たんな方法で解決しようとする。だから、おっかないって思ってるし、一いつ緒しよにいると緊きん張ちようするし」

　遮さえぎろうとする朝火さんの手を、私は八つ当たり気味にばしっと叩たたき落とし、またその少し汗あせばんでいる頰を撫でた。朝火さんは諦あきらめたように、溜息を落とした。

「でも、やっぱり、もうあんまり怨みを持たないで、幸せになってほしいです」

　朝火さんが視線を上げて私を見た。耳慣れない言葉だ、という顔つきだった。

「忘れないでください。緋ひ剣けんたちが、私を引き止めたんです。滸こ楽らくたちのほうじゃなく、こっち側で生きるようにって」

　手で触ふれる朝火さんの頰が、強こわ張ばったのがわかった。

「私は緋宮です。緋宮として命じます。自分の判断で死ぬことなんて許しません。緋剣の命は、私のものです」

　なんだか私ってば胡こ汀てい以上に暴君っぽいな、と思った。笑いたくなったのに、実際には涙なみだがあふれる。

　さやさやと、風に神しん花かが少し揺ゆれていた。甘い芳ほう香こうが辺りを包んでいる。白い花はどこまでも続いている。神聖な色だ。葬そう列れつをも連想させる。

　もっと早く咲さいていれば。そう思わずにいられない。

　だけど私は項うな垂だれず、背を伸ばして、緋宮らしく言葉を紡つむぐ。

「あなた方に自由なんてあげません。私が命じたときに、死になさい。幸せになれといったら、そうなりなさい。従うことを、疑っても迷ってもダメ」

　わかりましたか、と強く尋たずねると。朝火さんが困こん惑わくの表情を見せ、私に恐る恐るという仕草で手を伸ばした。頰を滑すべる涙を、拭ぬぐおうとしたんだろう。私は睨にらんで、その手をとめた。

「触さわっていいなんて、許可した覚えはないんですから」

「緋宮」

「私が命じたときに、触りなさい。私の命令以上に、緋剣を動かすものはないんです」

「──はい」

「私は、あなた方の命を握にぎる護ご女じよです。もう一回、命じます。生きて、たくさん幸せになりなさい。その様子を、私に見せなさい」

「緋宮」

「なんですか」

「触れても？」

「ダメです。認めません」

　ビンタはやめてあげたんだから、このくらい意地悪してもいいはずだ。

　そんなことを考えて、かなり突つっ慳けん貪どんな言い方をしたのに、朝火さんは今までのなかで一番嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。ＳエスでＭエムな人なんだ、絶対。

　最初で最後の一いち撃げきになるかもしれない、むしろ今しかチャンスはない。私はこの人から受けまくった恐おそろしさや不安に対する仕返しを決めた。

　ぺちり、と朝火さんの額を指先で軽く叩く。こ、怖こわい！　あとが怖い！

「……」

　違う意味で、やばかった。

　朝火さんは、狼ろう狽ばいを隠かくすように口を引き結んだあと、目め尻じりを赤くして俯うつむいた。







　六章
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　話し合いのもと、怪け我が人の胡こ汀ていと私は帰き鼓こ廷ていに。朝火さん、白雨さん、伊織さんは神しん門もんのある関門にちらばって、楽らく奪ばい月の番をする運びになった。

　朝火さんが一番の怪我人なので安静にすべきだと思ったんだけれども、頑かたくなに、帰鼓廷にはまだ戻らないという。独断行動の責任を取るために、ここに残って剣けん士したちと復旧作業をするんだって。白雨さんの剣による肩の傷をおしてだ。

「神門は、他に二か所。南の十と十と山ざんにある関門。そして、東の石いし馬ば山ざんにある瀬せ見み関門に。白雨、伊織。おまえたち、両関門に剣士を率いて、行けるか？」

「むろん」

　朝火さんの言葉に、伊織さんと白雨さんは、難なくうなずいた。仲良くとまではまだいっていないようだけれども、以前と違ちがって険悪な空気がなくなっている。

「穂ほ野のと彦ひこ那なは、前の歴の楽奪い月に関門の番をした経験がある。同行させるゆえ、そこでの儀ぎの法、神門の場所などは、彼らに聞け」

「わかった。気をつけることはあるか」

「なに、難しいことなどはない。人に混じって関門を抜ぬけようとする悪あつ鬼きを払はらい、滸こ楽らくの訪おとずれを阻はばめばよいのだ。そして、神門が穢けがされぬよう見守る。これだけだ」

　けろりと言う朝火さんに、伊織さんは呆れたような笑え顔がおを見せた。白雨さんが気難しげに腕うでを組み、朝火さんを見る。

「待て。穂野とは、あの、へらへらした賭と博ばく好きの剣士か……？　あれを信じて大だい丈じよう夫ぶなのか」

「白雨、ああ見えて穂野は神じん力りよくが高いぞ。まあ、確かに賭博好き、女好きだが」

「絶対に私につけるな。伊織にしろ」

「かまわぬが。しかし穂野以上に彦那も、女好きだぞ」

「両方いらぬ。伊織に押しつけよ」

「おい白雨。なんで俺に。おまえなあ……」

　おお、三人が！　普通に砕くだけた感じで会話をしている！

　すごいよ胡汀、大進歩だよ！　と嬉しく思いながら振ふり向けば、後ろにいたはずの胡汀は、地面を覆おおう神花を真しん剣けんに見つめている。あの目、「……神花を隼はや鉄てつの精製時に混ぜれば、どうなるのか」とラブ鉄世界に行っている気がする。

　あとで好きなだけ胡汀に神花をあげる約束をして、私たちはそれぞれの準備を済ませた。

「では胡汀。緋ひ宮みやを頼たのむ」

　朝火さんたちが、市の境まで見送りしてくれる。

　胡こ汀ていの司し狼ろうに相乗りさせてもらい、皆みなに別れを告げて帰き鼓こ廷ていを目指す。念のためにと、私と胡汀のほうには四人の剣士が護衛としてついてくれた。

　私は寄り道をさせてもらうことにした。まずは、みずの様のおわす集落へ。

　道中、どこまでも雪景色ならぬ花景色。まさか本当に、こんなにたっぷり咲くとは思わなかった。花はな咲さか爺じいさんになった気分なんですが。

「緋宮、あれを！」

　数日の野宿を経て、覚えのある集落が見え始めた頃ころ、剣士の一人が木々の向こうを指差した。荷物を担かついだ人の群れが、遠方にうかがえた。

「民たみたちが集落に戻っている」

　胡汀の言葉に、剣士たちが嬉しそうな顔をした。

「神花が豊かに咲き誇ほこり、大地が肥えるとわかったのでしょう。他の曲きよくでも、きっと人が戻り始めていると思います」

「うん……」

　なだらかな傾けい斜しやの上を歩く人々を、一心に見つめる。なんだかとても敬けい虔けんな気持ちになった。

「緋宮、碁ご子こが花の上にいるぞ」

　人々の群れをしばし眺ながめたあと、胡汀が、司狼のそばに咲さいている神花を指差した。

　花びらの上に、凜り々りしい雰ふん囲い気きの碁子ちゃんが乗っていた。みずの様のマイカー碁子ちゃんだ。

「なにか、くわえている……？」

　司狼から降りて、碁子ちゃんに手を差し伸のべる。碁子ちゃんは「ふん、わしの主人はみずの様だけだぜ」というように勇ましく膨ふくれると、私の手に、くわえていたなにかを落とした。

「なんだろう、これ。指ゆび輪わ？」

　碁子ちゃんは、用事はすんだとばかりにするすると神花から降りて、土に潜もぐり、消えてしまった。渡わたされたものはつるんとした、シンプルな翡翠ひすいの指輪だった。試ためしに指にはめてみると、ちょうどいいサイズ。

「水の神が、縁えんを結んでくださった」

　剣士たちは喜んでいる。そうか、みずの様の贈おくり物らしい。神花のお礼とかかな？

　集落に人々が戻り始めているから、今はみずの様のおられる田畑に行かないほうがいいだろう。そう判断し、あらためて挨あい拶さつにくることを誓ちかって、次の場所へと向かう。

　でも、到とう着ちやくするまで皆には内ない緒しよだ。とめられる可能性が高いから。

「──蛇へび一族の巣そう窟くつに行くのだろう」

　私の後ろに乗っている胡汀が、囁ささやいた。ばれてる。勘かんがいいな、胡汀。

「神花の守護があるから大事にはならぬだろうが。近くまで行って、もしも危険を感じたときは、寄らぬぞ」

「うん。ありがとう」

　自分だけならともかく、剣士たちに怪我させるわけにはいかないもんね。

「緋宮、聞きたいことが」

「なに？」

「おまえ……、滸こ楽らくの王となにがあった？」

「え？」

　振り向けば、感情を抑えている眼まな差ざしとぶつかった。

　なぜか、胡こ汀ていと遠凪さんの姿が重なった。なにかを知っていて、でもうまく表現できずもどかしいという顔つきだ。どうして胡汀までがそんな顔をするんだろう。

「噓うそつき、と言っていただろう。裏切ったのは滸楽の王だと。どういうことだ。元からの知り合いなのか。……俺と出会う前に？」

「あ……あのね。違うよ。なんか、変な白昼夢を見てたみたいで」

「白昼夢？」

「自分でもよくわからないんだけど。時々、めまいとか痺しびれがあって。それで、遠凪さんと関所で会ったとき、一番具合がおかしくなったの。身体からだがざわざわして、覚えのない記き憶おくとか景色が頭に浮うかんだんだ」

「──どういう景色だ？」

　他愛たわいない夢だと一いつ笑しように付されるかと思ったのに、ひどく強こわ張ばった声こわ音ねだった。

「えっと……、ごめん。よく覚えてない。誰だれかと一いつ緒しよにいたような感じがする。で、その誰かのこと、すっごく好きだったみたいなのに、裏切られたー、ばかばか噓つきー、って思って………あっ、私の話じゃないですからね！　夢です、白昼夢です！」

　誤解されたくない。慌あわててもう一回振り向き、手をばたばたさせる。

「遠凪」

「……うん。滸楽の王様の名前」

「名で呼ぶのか？」

　胡汀はすごく複雑そうだった。「滸楽の王を意識しているなどとは絶対に思われたくない。しかし、腹立たしいことに、聞かずにはいられない。この阿あ呆ほ鳥どりめ、おまえのせいだ……」っていう表情だ。私そんな顔されたって、喜んだりなんかしないんだから！

　胡汀は片手を手た綱づなから離はなし、私の腰こしをぎゅっと抱だきしめた。わ、わ！　剣士たちは後ろにいるから、見えないかもしれないですけどね、心しん拍ぱく数すうが上がるし焦あせるし冷や汗あせかくので、そういう不意打ちは教育に悪いと思うんだ。

「知夏」

「は、はいっ？」

「緋宮の任が明けたのちも、そばにいるか？」

「え……？　え!!」

「うるさい。叫さけぶな」

　どきどきした。任期が明けても一緒にいていいってこと？　ほんと？　え、それってええと、や、飼い主？　飼い主として!?

　どっどうしようコレ。いつまでそばにいていいの。どんな立場で？　とかそういうこと、細かく聞くべきなのか。いやたぶん調教師と鳥の関係に過ぎないんですよね、わかってる。

　こういう人が、私にその、きゅんとときめいてくれるはずがないわけで。しかし、１パーセントの奇き跡せきがあってもいいような、って奇跡とはなんだ私、なにを望んでいるんだ！
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「なんだおまえ。嫌いやなのか」

「いいえ！　でも胡こ汀ていさんはそのですね、私に対してどういうアレコレソレで……なっ、なんでもないです！」

　どういう意味で言ったのか、非常に気になるけれどもだ。私に真実を聞く勇気があるとでも!?

「うるさい。むやみにばたつかず、早く問いに答えろ。おまえはどうしたい？」

　さすが暴君様だ、とてつもなく偉えらそうに催さい促そくされてしまった。でも勘かん違ちがいじゃなければ……問いかけの言葉の最後に、忍しのびやかな色っぽさが含まれていた感じがする。

　私は意識するあまり、すぐに返事ができなかった。

「阿呆鳥め。もういいから──うなずいておけ」

　……勘違いじゃない。めちゃくちゃ甘くて、優やさしい。

　私は前のめりになるくらい、がっつりとうなずいた。
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　蛇一族の巣窟の、残ざん骸がいを見つけた。

　雷かみなりが直ちよく撃げきしたかのように割れている巨きよ木ぼく、それが幻げん影えいのなかで見たあの怪あやしい宮の正体だった。この一帯だけに、神しん花かが咲いていなかった。

　私は潰つぶさないように襟えりの隙すき間まに入れていた小蛇を出した。結構前から目覚めていた蛇……長おささんはするりと私の手から降り、司狼の頭に移動して、じっと巨木のなれの果てを見つめた。

「長さん。一緒に、帰き鼓こ廷ていに帰りませんか？」

　長さんが頭をこちらに向けた。ぽろっと、とても小さな涙なみだが丸い目から落ちた。長さんは切なそうに私の指に頭をこすりつけると、司狼から降り、割れた巨木のもとにあった、折れかけの小さな門へ入って行った。

　その門は長さんが通ったあと、脆もろく崩くずれ、砂と変わった。

「長さん」

　死にたがっていた長さん。死んでしまったときごえ様。

「待っててください。新しい門を、造るから」

　緋ひ宮みやが丹たん精せい込めて蛇一族の門を造る。そうしたら皆、黄泉よみの国から戻もどって来れるかも。

　助けるために、ここにいる。神も人も地も。

「待っていてください」
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　ようやく帰鼓廷が見え始めた頃ころ。

　大門に、ずらりと並ぶ神巫かんなぎたちの姿があった。

　彼らを見て、ここに来たばかりのときの光景が脳のう裏りをよぎった。また閉め出されるのかと冷えた気持ちがわいたけれど、彼らの前に九く支しさんもいることに気づく。

「我らが女め神がみ、お迎むかえにあがった」

　彼らのそばに寄ったとき、九支さんが厳おごそかにそう言った。

「我ら、いつくし女神に真なる忠義を」

　揃そろいの白い衣ころもをまとった神巫たちが、ざ、っと音を立てて一いつ斉せいに、地面に両りよう膝ひざを落とした。最後に九く支しさんも膝ひざを落とし、私をまばゆげに見上げた。

「蒸む槻きに、陽ひのごとき栄えい誉よを。月のごとき安あん寧ねいを」

　私は胡こ汀ていの手を借りて、司し狼ろうから降りた。

　ようやく、神巫かんなぎたちからも受け入れられたんだ。

　なら、今度は、私がその心に報むくいなければならない。

　私はひと呼吸したあと、九支さんに片手を伸のばした。

「手首、焼いてください」

「今、なんと？」

「この痣あざを焼いてください」

　滸こ楽らくの王がつけた求きゆう婚こん痕あと。それを必要とすることがないように。

　この人たちと蒸槻を、私は選ぶ。どっちつかずなことをしてはいけないと、前に学んだ。

　滸楽が蒸槻の人々を傷つける限り、彼らは敵だ。

　──遠凪さん。

　王の言葉が蘇よみがえる。焦こがれし女神、幾いく度ども、我らを捨てる。いつもいつも。どの世、どの末まつ裔えいであっても。

　歴代の護ご女じよたちもこういう気分だったんだろうか。心がちぎれてしまいそうな決断をしたんだろうか。ごめんなさい遠凪さん。私は緋宮として、この人たちを護まもっていく。

「お受けする、いつくし乙女」

　九支さんが恭うやうやしく私の手に触ふれ、指先に口づけた。







　その夜、夢を見た。

　楽土のなかで、私は大好きな人と寄り添そっていた。

「我が君、私の心はずっとあなたのもの。幾世を越こえても、想おもいは変わらぬ」

「恋こいし姫ひめ。わたしの想いは永久を過ぎても色あせない」

「嬉うれしい、我が君──兄君様」

　我が君が、微笑ほほえんだ。

　その顔は──。

　私は寝しん具ぐをはね除のけ、飛び起きた。

　心臓が胸を突つき破りそうだった。布を巻いている手首がうずく。

「どうして」

　恋しい、恋しい、と心が騒さわいでいた。私は強く目を瞑つぶった。

　夢のなかの人は、いつの間にか滸楽の王にすり替かわっていた。







　あとがき







　こんにちは、糸森環です。皆みな様さま、お元気ですか。

　本書をお手に取ってくださり、どうもありがとうございます。




『花神遊戯伝』もとうとう三冊めとなりました。ビーンズ文庫様、ありがとうございます。創刊11周年おめでとうございます。

　続編を書かせていただくことができ、とても嬉うれしく思います。そして今回は、初のあとがき２ページです。ばんざい。




　楽らく奪ばい月つきという呪のろいの期間の知夏たち、いかがでしたでしょうか。登場人物も増えてきました。異界に迷い込んだ主人公、なにもかもが初めてで手て探さぐり状態。大変です。

　少しずつこの異世界の全ぜん貌ぼうがあきらかになってきました。ここで一区切りとなりながらも、まだまだ波乱が待っています。押し寄せてきます。

　ベースは日本神話でありますが、各国の民話や伝説なども参考にして架か空くう舞ぶ台たいを作ってます。

　皆様に楽しんでいただけるものになるよう、頑がん張ばりたいと思います。




　担当者様には本当にお世話になっております。ご親切に色々なことを教えてくださったおかげで、ここまでくることができました。

　いつも感謝しています、これからもどうぞよろしくお願い致いたします。

　編集部の皆様、デザイナーの方々にも心よりお礼申し上げます。本作りって多くの方の助けがあって完成するんだなあとつくづく感激しています。

　鳴なる海みゆき様。毎回、イラストを見るたびにうっとりしてます。女性陣じんはかわいく凜り々りしく、男性陣は格好よく、本当に素す敵てきです。ありがとうございます。碁ご子こかわいい。

　それから、協力してくれる家族やお力ちから添ぞえくださった方々にも大きな感謝を。

　そして、小説を読んでくださった読者様方。

　書き手にとって、読んでくださることは一番の喜びです。本当にありがとうございます。ご感想もすごく嬉しかったです。

　またお目にかかることができましたら幸いです。





糸森　 環　　
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花はな神がみ遊ゆう戯ぎ伝でん
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